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この報告 書は,日 本 自転車振 興会か ら競 輪収 益の一

部 で ある機械 工業振興資金の補助 を受 けて昭和52年 度

に実施 した 「総合 貿易情報 システムに 関す る調査研究」

の 成果 を,と りま とめた もの で あ ります。
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急 変 す る円 高状 況 の も と,産 業 界 で は,海 外 諸 国 との 市 場競 争 に お い て,厳 し

い対 応 がせ ま られ て い るが,併 せ て,貿 易 情報 の シ ス テ ム化,と りわ け,コ ン ピ

ュー タ利 用 に よ る貿 易 情 報 の 効 率 的 な 処 理 と有 効 な 活用 を一 層推 進す る こ とが必

須 とな って い る。

当財 団 が,か ね て よ り調 査 研 究 を進 め て きた 総 合 貿易 情 報 シス テ ムは,貿 易 業

務 の 流 れ と と もに 発 生 す る各 種 デ ー タの 共 用 に よ り,入 力作 業 の 省 力 化,誤 記 防

止,書 類 作 成 の 迅 速 化 を可 能 に す る もの で あ り,さ らには,多 くの 関 係 機 関 が 参

加 した 社 会 的 経 済 的 メ リ ッ トが 期 待 で き,社 会 情 報 シス テ ムの1つ と して 形 成 す

べ き もの で あ る 。

総合 貿 易 情 報 シ ス テ ム 調 査 委 員 会(COTIS)で は,昭 和52年 度 に お い て,

これ ま で の成 果 で あ る貿易 デー タ共 用の シス テ ム 構 想 を実 用 化 の 見地 か ら評 価 す

るた め,モ デ ル シ ス テ ム に よ る実験 を行 い,多 くの 制 約 の もとで は あ るが,一 応,

実用 の 可 能 性 を認 め,今 後 にお け る総 合 貿易 情報 シ ス テ ムの 中 核 を なす もの との

結 論 を得 た 。 ま た,総 合 シス テ ム 化 にお い て重 要 な 役 割 を担 う海 運 貨 物 取 扱 業 に

お け る コ ン ピ ュー タの 共 同 利 用 シ ス テ ムに つ い て,ジ ョブ処 理,フ ァイ ル構 造 な

どの 基 本 設 計 を行 った 。 本 書 は,昭 和52年 度 に お け る調 査 研 究 の 成 果 報 告 で あ

る。

最 後 に,COTISは,8千 万 円の 費用 と100余 人 に及 ぶ メ ンバ ー を動 員 し,

6カ 年 に わ た る活 動 を行 って きた が今 年 度 を もって,一 応 終 了 す る こ と とな った 。

もとよ り,貿 易 デ ー タ共 用 の 実 用 シス テ ム開 発,欧 米 で推 進 中 の 貿易 情報 ネ ッ ト

ワー クに 対 応 す る 日本 国 内 ネ ッ トワー ク形 成 等 々,重 要 な 問題 が 残 され てお り,

COTISの よ うな 活 動 の 場 に 期 待 す る声 は 多 い 。 貿易 業界 の 情 報 化 と と もに,

コ ン ピ ュ ー タ利 用 技 術 の 問 題 を中 心 と して 自由 な 立 場 で 広 い角 度 か らの 努 力 に 対



し,内 外 と もに 高 い 評 価 を受 けて きた 。

こ こに,長 期 間に わ た って,有 益 な ア ドバ イス と精 力 的 な 活 動 を して下 さ った

COTISメ ン バ ー各 位 に 心 よ り感 謝 の 意 を表 しま す 。 併 せ て,デ ー タ や情 報 の

提 供,委 員の 派 遣 等 で 多 くの ご協 力,ご 指 導 を賜 わ りま した 多 くの 官 公 庁,企 業,

さ らに は,事 業 費の 援 助 を頂 い た 通 商産 業 省,日 本 自転 車 振 興会 等 々 に有 難 くお

礼 申 し上 げ る次 第 で す 。

昭和53年3月

財 団法 人 日本 情 報 処 理開 発 協 会

'会 長 植 村 甲午郎
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第1章 貿易手続書類作成実験 システム

1.1作 業 の経 過

も

昭和,52年 度の 第1回 総合 貿易 情 報 シス テ ム調 査 専 門委 員会 に お い て,52年 度

の作 業計 画 の1つ ど し て,51年 度 の 作 業で 調 査 研 究 を行 った 総合 貿易 情 報 シ ス

テ ムの う ちtt想 定 され る第2貿 易 情報 シ ス テ ム"に 関 して,実 際 に これ を 実験 用

の モ デ ル ・シス テ ム に 構 築 し,実 用 化 を 図 る こ とが 決 定 され た 。

この 決 定 に もとつ い て,昭 和52年6月,第2貿 易情 報 シス テ ムの モ デ ル を構

築 す る た めの 第2専 門 委 員会 を 発足 させ る と と もに,日 本 郵船 ㈱,日 本 電 気 ㈱ の

協 力の も とに 直 ちに 作 業 を開 始 し,7ケ 月 に わ た って シス テ ム設 計,プ ロ グ ラ ミ

ン グ等 の 作 業 を行 った 。2回 の シ ャ ドウ ・プ レ イ及 び公 開 実 験 を行 った後,昭 和

53年1月31日,最 終 的 な シス テ ム総 合 テ ス トを終 了 し て,本 モ デ ル ・シス テ ム

の 完 成 を見 るに 至 った 。

1.2第2貿 易 情 報 シ ス テ ム の モ デ ル ・シ ス テ ム

1.2.1シ ス テ ム の 目 的

この第2貿 易 情 報 シス テ ムの モ デ ル ・シス テ ム は,コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム を

前 提 と した貿 易 関 係 書 類作 成 事 務の 合 理 化 と,貿 易 関 係 業 界相 互 間 での 共 通 デ ー

タの有 効 利 用 を 目的 とす る もの で あ る。即 ち,貿 易 輸 出 に 関 す る書 類 作 成 業 務 に

お い て,情 報 発生 源 に お け る1回 の デ ー タ入 力 に よ り,こ れ を各 企 業 や 業界 の 内

部 にお い て繰 り返 し共 同 利用 す る と共 に,こ の 共 通 デ ー タに 自己の 業 務 に必 要 な

情報(デ ー タ)を 各 企 業(又 は 業界)毎 に 順 次 追 加 入 力 し,以 降 の 他 の 企 業(又

は 業界)に 提 供 し,時 に は原 デ ー タや 加 工 情 報 を相 互 に フ ィー ド ・バ ック して 有

一1一



効 利 用 し,そ れ ぞれ の 業 務 の 合 理 化 を図 り,メ リ ッ トを互 に 享 受 す る こ とを 目的

と した 実験 モ デ ル ・シ ス テ ム で あ る 。

1.2.2シ ス テ ム の範 囲

本 モ デ ル ・シス テ ムの 適 用 範 囲 は,国 際 貿易 に係 わ る輸 出業 者 くShipper),

海 貨 業 者(Forwarder),船 会 社(Carrier)の3業 界 を主 体 と し,輸 出 業 務 に 限

定 す る と と もに,輸 出業 者の 取 引 きに お い て,輸 出 の契 約 が 成 立 して か ら,船 積

み,船 荷 証 券(B/L)作 成 発行 まで の,船 積 書類 作 成 を中 心 と した シ ステ ム と

して 設 計 した もの で あ る 。

図1-1及 び 図1-2は,本 モ デ ル ・システ ム に 関 連す る各 業 界 の 処 理 業 務 の

概 要 を図 示 した もの で あ る。

また,こ の モ デ ル ・シス テ ムに お い て業 界 相 互 間 で 受 渡 しす る デ ー タの 伝 送 方

法 に つ い て は,

① 相 互 に 手 交 す る方 法

(媒 体 と して は一 応 磁 気 テ ー プ又 は プ ロ ッピ ・デ ィス クを想 定 した)

② オ ン ラ イ ン又 は オ フ ・ラ イ ンに よ るデ ー タの 伝 送

の いず れ で もよい 。

"
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図1-2

1.2.3シ ステ ム の 処 理 概 要

本 モ デ ル ・シス テ ムは,前 項 で述 べ た如 く輸 出 業 者(Shipper),海 貨 業 者(Fo-

rwarder),船 会 社(Carrier)の3業 界 を対 象 と した もの で あ るが,各 業 界 に お

け る具 体 的 な処 理 内容 は 次 の とお りで あ る 。

(1)輸 出 業 者(Shipper):図1-3輸 出 業 者 の プ ロセ ス ・フ ロ ー参 照

輸 出契 約 の 成 立 及 び 商 業 信 用 状(L/C)の 接 受 の 後,次 の 各 書 類 の 作成 に

必 要 な デ ータ を入 力 して 書 類 を作 成 す る と と もに,海 貨 業 者 が 必 要 とす るデ ー

タ を蓄積 して これ を海 貨 業 者 に 提 供 す る 。

●

*●

*●

*●

㈲

コ マー シ ャル ・イ ンボ イ ス(C/1と 略)

シ ッビン グ ・イ ンス トラ ク シ ョン(S/1と 略)

銀 行 認 承 用 輸 出 申告 書(E/D⑧ と略)

パ ッキ ン グ ・リス ト(P/Lと 略)

保 険 申込 書(1/Aと 略)

上 記 書 類 の 内*印 の 各 書 類 は,種 々問 題 が あ って今 回の 実験 に含 め な か っ

一4一
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●

も

ト

た 。 しか し,コ ン セ プ トとし ては 本 シス テ ム の サ ブ ・シス テ ム と して吸 収

す る 。

(2)海 貨 業 者(Fo・rwarder):図1-4海 貨 業 者 の プ ロセ ス ・フロ ー参 照

① 第 一 次 の 処 理 として

・ シ ッ ビン グ ・オ ー ダ ー(S/O)

*・ 通 関用 輸 出 申 告 書(E/D◎)

の作成の ため,輸 出業者 か ら入 手 したC/1及 びS/1の デ ー タに,検 量 業

者 よ り入手 した貨 物の 重量 及 び容 積 等 の 必 要 デ ー タ を追加 入 力 して,S/O及

びE/Dを 作成す ると共 に,B/Lの 運 賃 計 算 に 必 要 な デ ー タ を蓄積 して これ

を船 会 社 に提 供 す る。

② 第 二 次 の 処 理

・ 船 荷 証 券(B/L)

・ ドック ・レシ ー ト(D/R)

の 作 成 。

船 会 社 は 海 貨 業 者 が 第 一 次処 理 に て 船 会 社 に提 供 したS/0デ ー タか らB

/Lの 運 賃 計 算 を行 い,そ の結 果 をB/L運 賃 デ ー タ として 海 貨 業 者 に フ ィ

ー ド ・バ ックす る
。海 貨 業 者 は この フ ィー ド ・バ ック デ ー タ とS/Oを も と

と してB/L,D/R等 を作 成 す る。

(3)船 会 社(Carrier):図1-5船 会 社 の プ ロセ ス ・フ ロー参 照

海貨 業 者 よ り入 手 したS/Oデ ー タを もとにB/L毎 に運 賃 計 算 を行 い,運

賃 チ ェ ック ・リス トを作 成 す る と と もに,そ の 結 果 をB/L運 賃 デ ー タ と して

海 貨 業 者 に フ ィー ド ・バ ッ クす る 。

以 上 各 業 界 毎 の 処 理 に つ い て そ の 概 要 を示 した が,現 状 は 商 慣 習 上 の 問 題 等 が

あ り,コ ン ピ ュー タ化 し難 い点 も多 々 あ り,本 モ デ ル ・シ ス テ ムの 目標 で あ る 極

力 実態 に合 った か つ,実 現 可 能 な シス テ ム の 設 計 を行 うとい う,命 題 を満 た す た

め,下 記 前提 条 件 を設 定 して作 業 を進 め た 。
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〔前 提 条 件 〕

① コ マ ー シ ャル ・イ ンボ イ ス(C/1),シ ッ ビ ン グ ・イ ン ス トラ ク シ ョ ン

(S/1),シ ッ ビ ン グ ・オ ー ダ ー(S/0),船 荷 証 券(B/L;含 むD

/R,S/A)は 原 則 と して1対1に 対 応 して お り,分 割 及 び合 併 等 は な い も

の とす る。

② 貨 物 の 検 量 に係 わ るデ ー タ(S/Oス リ ップ ・デ ー タ)は,S/0・ 又 はB/

L1件 単 位 に ま とめ て入 手 し,入 力 す る もの とす る。

③ 荷 印(Marks&Numbers)の 入 力 及 び帳 票 上へ の 出 力 。

現 状 にお い て は,図 形及 び特 殊 文字 等 の 荷 印 を実 際 に各 帳 票 上 に コ ン ピ ュー

タ処 理 して表 示 す る こ とは殆 ど不 可 能 で あ る。本 モ デ ル ・シ ス テ ムで は こ れ ら

の 図形 及 び特 殊 文 字 をWording(文 章記 述)し て入 力 及 び 出力 す る もの とす る 。

(例 参 照)

〔例〕

図 形 マ ー ク Wording例

①N.K. ANGLOS-CORP

ANGLO INDIAN.K.ABOVE

S-COR

MONTREAL

MONTREAL C/NO128/138

C/NO128/138・

②

DESIGNEDS,SUZUKI

INBOX

CHICAGOVIASAN

SUZUKI FRANSISCO

CHICAGO C/NO111/222

VIASANFRANCISCO MADEINJAPAN

－6一
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`

込

C/NO111/222

MADEINJAPAN

③

1
は

HA(JAPANESELETTER)IN

CIRCLE

SANFRANCISCO

SANFRANCISCO C//NO123/335

C/NO123/335

1.2.4ジ ョブ ・ステ ップ毎 の処 理 内 容

前 項1.2.3.節 に 示 した 処 理 概 要 を各 ジ ョブ ・ス テ ップ毎 に その 処 理 の 明細 を図

1-6ジ ョブ毎 の 処 理 に 示 し た 。

い
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コー ド ・

マス タ

トキ ュメン ト・

プ アイル

(1}新 規登録

(2)デ ータ修正

㈲ データ追加

(4)削 除

コー ド

マスタ

コ ー ド ・

マス タ

トWユメン ト・
プアイル

加 修 正

データ修正

データ追加

削除

S/1デ ータ

の 抽 出

∪
海貨業者へ

コ ー ド

マス タ

図1-3輸 出 業 者 の プ ロ セ ス ・フ ロ ー
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輸出業者か ら

↓

■

も
,

S/1デ ータの

追 加 ・更 新

SD- .

コー ド ・

マ ス タ

S/Oス リッ

プデーヲ

{1)Weightの 入 力 ・修 正

(2)Accessaryの 入 力 ・修 正

(3}B/L品 名 の追加 ・修 正

〔4}総 梱包数 の入力 ・修 正

S/INO.

/INO.

S/1デ ー タ

リス トの作成

S/1デ ータ
リス'ト

コー ド ・

マス タ

フ ォーマ ッ ト
コン トロー

フアイル

コ ー ド・

マ ス タ IS/0の 作成 SE-F

SD-F

●

・6

S/0 ↓
S/0デ ータ

の抽 出

↓

↓
船会社へ

図1-4 海 貨 業 者 の プ ロ セ ス ・フ ロ ー
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海貨業者 より

コー ド ・

マス タ

コー ド ・

フ ォーマ ッ ト マス タ

コン トロ 「ル

フ アイル

フ レ ー ト ・

ア ー 夕

露㌫

○

S/0デ ー タ

のLoad

S/INO.

フレー ト・

チェック ・リス ト

作 成

フレ ー ト ・チ ェ ッ

リス ト

海貨業者の2次 処理

B/Lデ ータの

抽出

S/INO.

(B/L)

海貨業者へ

船会社から

B/Lデ ータ

のLoad

図1-5船 会 社 の プ ロ セ ス ・フ ロ ー
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・も

旬

.

ジ ョブ名C/1デ ー タの 登 録 ・修 正

コード・C/1デ ータ
SE_Fマスタ の登録 ・修正

図1-6各 ジ ョ ブ毎 の 処 理

入

出

力

フ

ァ

イ

ル

フ ァイル名称 区
分
フ ァイルID

ACCESS

MODE

入出力
区 分 媒 体 備 考

ShipPingDocument
DataEntryFile S SE-F SEQ 1-O デ ィスク

ShipPingDocument
DataBodyFile 1 SD-F DYN 1-O デ ィスク

コ ー ド ・マ ス タ ・フ ァイル 1 CO-F RAN IN デ ィスク 参 照 フ ァ,イル

処 理概要

1.新 規入力

　

(1)画 面Layoutに 従 ってC/1デ ー タを入 力 す る 。

(2)同 一 画 面 内 で は 修 正(再 入 力)可 能 とす る 。

(3)コ ー ド項 目に つ い ては,コ ー ド ・マ ス タ を参 照 しエ ラ ー チ ェ ックす る。

2,追 加 ・修正

(1)既 に 入 力 され て い る デ ー タ を画 面Layoutに 従 って 表 示 し,入 力 が あれ ば

Replaceす る。

② どの 画 面 に お い て も修 正(追 加)を 完 了 で きる よ うに す る 。

3.削 除

(1)入 力 され たC/Ira.の デ ー タ をSE-F,SD-Fか ら削 除 す る。
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ジ ョブ名c/1の 作 表

φ

入

出

力

フ

ァ

イ

ル

ファイル名称
区
分
ファイルID

ACCESS

MODE・

入出力
区 分
媒 体 備 考

ShipPingDocument

DataEntryFile
s SE-F SEQ IN デ ィス ク

ShipPingDocument

DataBodyFile 1 SD-F DYN IN デ ィス ク

コ ー ド ・マ ス タ ・フ ァイル 1 CO-F RAN IN デ ィス ク 参照 フ プイル
.

処理 概 要

C/1%をKeyinし,SE-FをSEARCHし て 見 つ か った ら該 当す るデ ー タ を

SD-Fか ら抽 出 し,C/1フ ォーマ ッ トに 編 集 しC/1を 出 力 す る。

単位,通 貨 記 号 等 は,夫 々の コ ー ドに よ りコー ド ・マ ス タ を参 照 し,単 複 形 を

r

考 慮 して編集す る。

,
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ジ ョブ 名S/1デ ー タの 入 力 ・修 正

●

」

コ ー ド ・

マス タ

S/1デ ータの

入力 ・修正

入

出

力

フ

ァ

イ

ル

フ ァイル名称
区
分
プアイルID

ACCESS

MODE
醐
区分 媒 体 備 考

ShipPingDocument

DataEntryFile
S SE-F SEQ 1-O デ ィスク

ShipPingDocument

DataBodyFile 1 SD-F DYN 1-O デ ィスク

コ ー ド 」マ ス タ ・フ ァイ ル 1 CO-F RAN IN デ ィスク 参照 フ ァイル ,

処 理 概要

C/1%をKeyinし,SE-FをSearchし て見つ か った らSD-FをReadし て

画 面Layoutに 従 って 表 示 し,入 力 が あれ ば 修 正 又 は追 加 す る 。

処 理 は,画 面 単 位 で 終 了 出来 る よ うに す る 。

●

.

s
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ジ ョブ名S/1の 作 表

コ ー ド・

マス タ

`

'

入

出

力

フ

ァ

イ

ル

フ ァイル名称
区
分
ファイルID

ACCESS

MODE
瑚
区 分 媒 体 備 考

ShipPingDocument

DataEntryFile
S SE-F SEQ IN デ ィスク

ShipPingDocument

DataBodyFile 1 SD-F DYN IN デ ィスク

コ ー ド ・マ ス タ ・フ ァイル 1 CO-F RAN IN デ ィスク 参照 フ ァイル

処 理概 要

S/1庖 をKeyinし,SE-FをSearchし て見 つ か った ら該 当 す る デ ー タ を

SD-Fか ら抽 出 し,コ ー ドに つ い ては コー ドマ ス タか ら内 容 を参 照 しS/1フ

ォー マ ッ トに編 集 して 出 力す る。

宙
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●

A

ジ ョブ名S/1デ ー タの 抽 出

S/iデ ータ

抽 出

SD-F

入

出

力

フr

ア

イ

ル

ファイル名称
区
分
フ ァイルID

ACCESS

MODE

醐
区分
媒 体 備 考

ShipPingDocument

DataEntryFile S SE-F SEQ IN デ ィスク

ShipPingDocument
DataBodyFile 1 SD-F DYN IN デ ィスク

ShipPingDocument
DataFile S SD-F SEQ OUT FDD

処 理 概 要

S/IvfraをKeyinし,対 応 す る レ コ ー ドをSE-Fか ら探 し,そ のChainに よ

り該 当 す る デ ー タ をSD-F(デ ィ ス ク ・フ ァ イ ル)か ら抽 出 し て,フ ロ ッ ピ ー

に 出 力 す る 。

A
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ジ ョブ名S/1デ ー タの 追 加 更新

入

出

力

フ

ァ

イ

ル

フ ァイル名称
区
分
ファイルID

ACCESS

MODE
渤
区分 媒 体 備 考

ShipPingDocument
DataEntryFile

S SE-F SEQ 1-0 デ ィスク

ShipPingDocument

DataBodyFile
1 SD-F, DYN 1-O デ ィスク

ShipPingDocument

DataFile
S SD-F SEQ IN FDD

'

処 理 概 要

フ ロ ッ ピー ・デ ィス クのSD-FをReadし,そ のC/IMaが,SE-Fに 既に登録

され て い る場 合 は 更 新 と し,な い場 合 は 追 加 と して デ ィス クのSD-Fを 処 理 す

る。

更新 の 場 合 は前 の デ ー タ を削 除 し,新 デ ー タ を追 加 す る。

この 処 理 に お い て は 海 貨 で 必 要 な デ ー タの み を処 理 対 象 とす る 。

i
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ジ ョブ名S/1デ ー タ ・リス トの 作 成

S/INO,

■

コ ー ド ・

マ ス タ

S/1デ ータ ・

リス トの作成
SE-F

SD-F

し

S/1デ ータ.

リス ト

入

出

力

フ

ァ

イ

ル

プ アイル名称
区
分
フ ァイルID

ACCESS

MODE

勘
区分 媒 体 備.考 『

ShipPingDocument

DataEntryFile S SE-F SEQ IN デ ィスク
'

ShipPingDocument

DataBodyFile 1 SD-F DYN IN デ ィスク

コ ー ド ・マ ス タ ・フ ァイ ル 1 CO-F RAN IN ディスク

処 理概 要

S/fyraをKeyinし て 該 当す るS/1デ ー タの チ ェ ック リス トを作 成 す る。

●
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ジ ョ ブ 名S/Oス リ ッ プ ・デ ー タ の 入 力 ・修 正

コー ド ・

マス タ

S/ISLip
Dat

s/6SL6gl
a

の入力 ・修正

入

出

力

フ

ァ

イ

ル

プアイル名称
区
分
ファイルID

ACCESS

MODE

獅
区 分
媒 体 備 考

ShipPingDocument

DataEntryFile S SE-F SEQ IN ディスク

ShipPingDoeument

DataBodyFile 1 SD-F DYN IN ディスク

コ ー ド ・マ ス タ ・フ ァイ ル 1 CO-F RAN IN ディスク 参照 ファイル

令

タ

処 理 概 要

S/1泥 をKeyinし,該 当 す る デ ー タのCargoData(B/L品 名,vfa&Kind

ofP'KGS)を1B/L品 目 ず つ 表 示 しNetWeight,GrossWeightを 入 力 し,

ShippingDocumentDataEntryFile,BodyFileに 追 加 す る 。 又,Ac-

cessary(Heaveylift,Longlengthy)が あ る場 合 は,各 項 日 ご と に 梱 包 当

位 で 入 力 す る 。

更 に 総 梱 包 数 表 示 に 修 正 又 は 追 加 も可 能 で あ る 。
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ジ ョ ブ 名 フ レ ー ト ・レ ー トの 入 力 ・修 正 ・計 算

●

亀

コ ー ド ・

マス タ

フ レ ー ト ・

ア ー タ

フレー ト・レー ト

の入 力 ・修 正 ・

計 算

入

出

力

フ

ァ

イ

ル

プアイル名 称
区
分
プアイルID

ACCESS

MODE
醐
区 分 媒 体 備 考

ShipDingDocument
DataEntryFile S SE-F SEQ 1-O デ ィスク

ShipPingDocument

DataBodyFile 1 SD-F DYN 1-O ディスク

コ ー ド ・マ ス タ ・フ ァイル 1 CO-F RAN IN デ ィスク 参照 フ ァイル

処 理 概 要

S/IyfraをKeyinし,画 面Layoutに 従 ってB/L品 目 の 番 号,NetWeight ,

GrossWeightを 表 示 し,各 種Rateを 画 面 に 従 っ て 入 力 す る 。 こ れ をB/L

品 目 の 数 だ け く り返 し,BaseFreight,AccessaryCharge等 品 目 ご との

Chargeを 求 め る 。 次 にCAF,BAF等1B/LC－ と のChargeを 求 め る 。

一 方
,Rateが 固 定 的 な もの に 関 し て は 画 面 に 表 示 し,Defaultvalueと し

て 処 理 す る 。

5

.
`
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ジ ョブ 名 フ レ ー ト ・チ ェ ッ ク ・リ ス トの 作 成

S/INO.

フ レー ト ・'

チ ェック ・一

リ ス トの 作 成

SE-F

SD-F

フ レ ー ト ・

チ ェ ック ・リス

入

出

力

フ

ァ

イ

ル

ファイル名称
区
分
フ ァイルID

ACCESS

MODE
醐
区分 媒 体 備 考

ShipPingDocument

DataEntryFile
S SE-F SEQ IN デ ィスク

ShipPingDocument

DataBodyFile 1 SD-F DYN IN デ ィスク

処 理 概 要

S/IMaをKeyinし,こ れ をKeyと し てSE-FをSearchし,該 当 ず る デ ー

タの フ レ ー ト ・レ コ ー ドか ら フ レ ー ト ・チ ェ ック ・リ ス トを 作 表 す る 。

1

4
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ジ ョブ名D/R(S/A,B/L)の 作 成

コ ー ド ・

フ ォーマ ッ ト マス タ

コン トロ ール

アイル

入

出

力

フ

ァ

イ

ル

フ ァイル名称
区
分
フ ァイルID

ACCESS

MODE

瑚
区分
媒 体 備 考

ShipPingDocument

DataEntryFile S SE-F SEQ IN デ ィスク

ShipPingDocument

DataBodyFile I

I

I

SD-F

CO-F

RP-F

DYN

RAN

DYN

IN

IN

IN

デ ィス ク

デ ィスク

デ ィスク

参照 プアイル

〃

処 理 概 要

S/IraをKeyinし て 該 当 す る デ ー タ をSearchし,そ の デ ー タ の フ ォ ー マ

ッ ト ・コ ー ドに よ り フ ォ ー マ ッ ト ・コ ン トロ ー ル ・フ ァ イ ル をReadし て そ の

パ ラ メ ー タ に 従 っ て デ ー タ を 編 集 し出 力 す る 。

1『

.̀
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ジ ョ ブ 名ShippingDocumentFileの 生 成

プアイル生成

SE-F

SD－ マ ッ プ

入

出

力
フ

ァ
イ

ル

ファイル名称
区
分
フ ァイルID

ACCESS

MODE

醐
区分 媒 体 備 考

ShipPingDocument

DataEntryFile S SE-F SEQ OUT デ ィスク

ShipPingDocument

DataBodyFile 1
』SD
-F DYN OUT デ ィスク

●

処 理 概 要"

SD-FのKey(00001,00002,… 一)を 作 成 し,フ ァ イ ル に 入 る

だ け 出 力 す る 。 出 力 し た レ コ ー ド数,開 始 キ ー,終 了 キ ー をSE-FのCOMM-

ONRECORDに 出 力 す る 。'

更 に マ ッ プ をSPに 出 力 す る 。

t

盲

一22一



ジ ョ ブ 名ShipPingDocumentFileの 整 備

SE-F

SD-F

ファイル整備

峻

巳

NSE
-F
NSD
-F

入

出

力

フ

ァ

イ
ル

フ ァイル名称 区分 ファイルId ACCESS
MODE

勘
区分 媒 体 備 考

ShippingDocumentData
EntryFile S SE-F SEQ IN デ ィスク

ShipingDocumentData
BodyFile 1 SD-F DYN IN デ ィスク

NewShippingDocument
DataEntryFile S NSE-F SEQ OUT デ ィスク

魔 。S;18;'晋190cument 1 NSD-F DYN OUT デ ィスク

処理概要

●

●

①

SE-FをSEQにReadし,Chainに よ りSD-FをReadし て 各lnvoice

ご と にNSE-F,NSD-Fを 生 成 す る 。

SE-Fの 全 レ コ ー ドに 対 す る処 理 が 終 った ら(既 ちNSE-F,NSD-Fが

生 成 さ れ た ら)次 の よ うにRenameす る 。

SE-F→TE-FNSE-F→SE-FTE-F→NSE-F

② ③

SD-F→TD-FNSD-F→SD-FTD-F→NSD-F

`

一23一



1.2.5

図.1-7使 用 した機 器 の構 成

FDD

CRT

CONSOL

Disk

9.8MB

CPU

64KB

SYSTEM100-J

デ ー タ入 力 及 び デー タ修正 用画 面

レ イ ・ア ウ ト(図1-8)と

入 力 デー タ項 目(表1-1)

本 モ デ ル ・シス テ ム に お け る各 ジ ョブ ・ス テ ップ毎 の デ ー タ入 力(含 む デー タ

修 正)用 の デ ィス プ レ ー画 面 を,図1-8(1～14)に,ま た,そ れ ぞれ の 入 力

ス チ ップに お い て 入 力 され るデ ー タの 項 目 は,表1-1～1-6に 示 す とお りで

あ る。

更 に各 業 界 毎 に 入 力 した デ ー タ項 目 と出 力 帳票 上 の 各 デ ー タ項 目 との 関 連 を 表

1-5に 示 した 。

本 モ デ ル ・シス テ ム に て 出力 した各 出力 帳票 を

図1-9:C/1

図1-10:S/1

図1-11:S/1デ ー タ ・リス ト

図1-12:運 賃 チ ェ ック ・リス ト

図1-13:D/R

に それ ぞれ 示 す 。

一24一
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■.
' ●

●

図1-8-(1)

C/1デ ー タ入力&修 正(1}

ー

N
切
1

***COMMERCIALINVOICEDATAENTRY&CORRECTION(1)***

1:INVOIC.ENO.

2:YOURREFERENCENO

3:SELL、ERCODE

4:SELLERNAME

&'ADDRESS

5:BUYERCODE

6:BUYERNAME

&ADDRESS

7:VESSEL

8:SAILINGON/ABOUT:

9:vOYAGENO':

10:PORTOFLOADING

11:VIA(TRANSHiPMENT):

12:PORTOFDI.SCHARGE:

13:FINALDESTINATION:

●

■

・

.

・

・

●

●

.

・

◆

●

.

.

・

⑳

・

・

●

・

・

●

.

.

・

・

× × × ×× ×X× ×× × × × × × × ×× ×X

X× × × × × × × × × ×× × × × ×X× × ×/X× × × ×× × ×X× × ×XXX× ×XX×

×××X×

X× ×××X× ×× ×× ××××X×X× ×××× ×X×X× × ×

× ××X× ×××××××××××X× ×××× ××××× ×××

×××』××××××××××××××××× ××××××××××

×× ××X×X× ××X× ×X× ×××××XX×XXX× ×× ×

××× ××

×X×XXX× ×××××××XX× ×××××××××X× ××

×××××××× ×××× ×× ××× ×××××× ×× ×× ×× ×

×× ××××××××××× ××X× ×××××× ×××××××

× ×××××××1×××××X×X× ×XXX×X× ××××X×

×X×XX× ××XX× ×××X× ××××XXXXXX× ××X-

YY/MM/DD'

999-999

××××××x× ××x× ×××x× ×××COSTOMCODE=X

××××××X×X× ×× ×X>(X× ××××××X× ×××××

X× ×××XX× ×X×X× × ××X× ×X×X× ××××××X

×X× ××XX× ××××××× ×X× 〉く×××X× ××××××

OK?×



図1-8-(2)

C/1デ ー タ入力&修 正②

ー

N
O
ー

***COMMERCIALINVOICEDATAENTRY&CORRECTION(2}***

1:INVOICENO. × × ×X×X× × × ××X×X× ×X× × ×

14:CONTRACTNO.

15:EXPORTLICENCENO

16:L/CNO

l7:L/CISSUEDATE

18:L/CISSUEBANK

19:PAYMENTTERMS

20:CURRENCYCODE

21:AMOUNTOFFOBVAL

22:BASICCONDITION

23:DESCRIPTIONOF(1)

TOTALAMOUNT(2}

(3)

(4)

(5)

(6)

.

、

●

■

●

・

・

・

.

.

■

●

・

.

.

.

●

●

9

●

昏

●

・

.

・

・

X×X× × ×X× × × × ×X×X× ×XX×

× ×X× × × × × × × ×X×X× × × × × ×

× × × × × × ×X× × × × ×X× × × × × ×

YY/MM/DD

××X× ××X× ××××××X× ×××X×X× ××XX× ××

××X× ×××××××× ××××××X× ××X× ××××××

×××××××× ×××× ××××××× ××××××××××X

××(× ××x× ××x× ×xx× ×x)EXCHANGERATE

999999999.99

,×××X× ×

× ×× ×××X× ×××XX× ××××××999999999.99

× ××××X× ××XX×XXXX× ×X×

× ×××× ×××××××××××××××999999999.99

× ××× ×× ××××××××××× ×××999999999.99

××××× ×××××× ×××× ×××××999999999.99

××××X× ××××××××××X× ××999999999・99

一999 .9999(¥)/(X× ×X×)

-9 .999999(× ×X×X)/($)

〔基礎建値(入 力がなければ出力時計算)〕

〔最後 の行(2行 以 上の とき)は

Total建 値(入 力がなければ出力時計算)〕

OK?x

の ■ 、
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C/1デ ー タ入力 と修正(3)

図1-8-(3)

***COMMERCIALINVOICEDATAENTRY&CORRECTION(3)***

1:INVOICENO.:

24:TITLEOFCOMMODITY:

:

:

:

:

25:REMARKS(1):

:

:

:

:

26:REMARKS(2):

:

:

× × × × ×X× × × × × ×XX× × × × × ×

X× × × × × × × ×X× ×XX× × × × × × × × × ×X× × × × ×

× × ×× × × × × × × × ×X× × ×× × × × × × × ×× × × × × ×

× × × ×× ×X× × × × × × ×× ×× × × × × × × × × × × × × ×

× ×X× × × × ×X× × × × × ×× × × × ×× ×× × × × × × ××

×X× × × × × × × × × × × ×X× ×× × ××X× × × × ×× × ×

× × × ×X×X×X× × ×XX×X×X× × × × × × × ×XX× ×

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×・× × ×× × × × × ×

× × × × × × × × × ×× × × × × × × × × × × ×× × × × ×× × ×

× × × × × × ×× × × × × × × × ×× × × × × × × × × × × × ××

× × × × × × × ×X× × × × × × × ×X× × × ×X× × × ×XX×

× × × ×XX× ×X×X× × ×X× × × × ×X× × × ×× × × × ×

× ×X× × × × × ×X× × × ××XX× × × × × × × × × × × × ×

●

OK?×



ー

N
oo
l

C/1デ ー タ入力 と修正(4)

図1-8-(4)

***COMMERCIALINVOICEDATAENTRY&CORRECTION(4)***

1:INVOICENO. :× ×X× 』× × × × × × × × ×X× ×X× × ×

27:MARKS&NOS

(GROUPNO=nn)(01):

(02):

(03):

(04):

(05):

(06):

(07):

(08):

(09):

(10):

(11):

(12):

(13):

(14):

(15):

123456789012345678901234567890

×××××××××××× ×××××× ×××××× ×× ×× ××

×××××××××××××××××××××××××××X× ×

×××××××××X× ×× ×××××××××××××××××

×××××××××××× ×× ×××× ×× ×××× ××××××

×× ×× ×××× ××× ×××× ××× ××××××××××××

× ××× ×××××× ××××××××××××××X× ××××

× ××××× ××××××××××××××××××××××××

×××××× ××××××××××××××××××××××××

×××× ×××××× ××××××××××××××××××× ×

××××× ××X× × ××××××××××××××××××××

×××××××××××××××××××××× ×××X× ×× ×

××××××××××××××××××X× ××××××××××

×××××××××.××× ×××××××××××××××× ××

× ××××××××××× ××××××××××××××××× ×

×XX× ×××××××× ×××××X× ×××××X× ××××

`

'」 ・■ ●

OK?x



-

N
⑩
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'
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C/1デ ー タ入力&修 正⑤

図1-8-一(5)

28:

R-NO.

nnnO:

***COMMERCIALINVOICEDATAENTRY&CORRECTION(5)***

INVOICENO:xx×xxx× ××x× ××x×xx× ×x

24:TITLEOFCOMMODITY:x× × ×xx× ×××××××××××××××××××xx×x

:× ××××× ××X× ×××××××× ×× ×××X× ××× ××

:× ×××× ×X× ××X× ×××××X× ×X× ××××××X×

COMMODITYDATA'

nnnO:

nnnO:

nnnO:

COMMODITYDESC.

×××××××× ××××××××××× ×

××××××××××××××××××× ×

××××××××××× ×××X× × ×××

×××××××××××××××××××X

××××× ×××××××××××××××

××××××× ××××××〉〈×× ××××

××××××× ×××××××× ×× ×××

×××××× ×××××× ×××× ××××

×××× ××XXX×X× ×××× ××××

×××X× ××××××X× ×X×X× ××

NOP・KGSQ'TYUTU.PRlCEAMOUNTBTNCODE

ZZZZ9× ×ZZZ9.999× ×ZZZZZ9.99Z,ZZZ,ZZ9.99× ××××××××

ZZZZ9× ×ZZZ9・999× ×ZZZZZ9・99Z,ZZZ・ZZ9・99× ××××× ×××

ZZZZ9× ×ZZZ9.999× ×ZZZZZ9.99Z,ZZZ,ZZ9.99× ××××××××

ZZZZ9.× ×ZZZ9.999× ×ZZZZZ9.99Z,ZZZ,ZZ9.99 ×××××××××

OK?×



ー

ω
O
ー

S/1デ ー タ入力 と修 正(1)

図1-8一 ⑥

***SHIPPINGINSTRACTIONDATAENTRY&CORRECTION(1)***

-PLEA・EENTER・/・N・ ・xxx× ×××××××××××.×××××・ ‡H{1ε/{R8会8gE謡RD×

1:S/1『NO

2:SHIPPERCODE

3:SHIPPERNAME

&ADDRESS

4:CONSIGNEECODE

5:CONSIGNEENAME

&ADDRESS

6:NOTIFY PARTYCODE

PARTYNAME

&ADDRESS

・

●

・

・

・

・

●

■

・

・

◆

.

.

・

.

.

・

.

・

・

.

.

・

●

.

・

××××××××X×

×××××

XX× × ×××XX× ×××××××X×X× × ×× ×× ××X×

×××××××××× ×××××× ×××× ×××××× ××××

・×× ×××××××× ×××× ×× ×× ×××× ××× ×××××

× ××××××X× ×××××××××××××××××××××

X× ×××

××××××××X× ×××××XX× ×××××××××××X

×××××××××××××× ××××××××××××××××

××× ×××××××××××××××××××××××××××

×××XX×XX× ××××X×X× ×X× ×××××X× ×××

×××××

××× ×× ××××××××××X×X×X× ×XX×X× ×××

××× ××××× ××××××××××× ×××× ×××××× ×

××××××××× ××× ××X× ×××× ×××××× ××× ×

××××××××××X× ××X×X× ×××X× ×××××××

〔最 初Sellerを 表 示

SellerとShipperが 異 る と き

ShipperCodeか ら入 力(Spaceで も よ い)〕

〔最 初Buyerを 表 示

BuyerとConsigneeが 異 る と き

ConsigneeCodeか ら入 力(Spaceで も よい)〕

OK?x

高
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、
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ω
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や
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S/1デ ー タ入力 と修正②

図1-8-(7)

***SHiPPINGINSTRUCTIONDATAENTRY&CORRECTION(2)***

INVOICENO

S/1.NO

.

.

・

.

9:PLACEOFRECEiPT:

10:PLACE』OFDELiVERY:

11:SERVICETYPE:

12:MAKER

13:WAREHOUSE

14:FORWARDER

15:SUTEBE

16:CARRiER

17:FEDRALNO

18:S/IFORMATCODE

19:S/OFORMATCODE

20:B/LFORMATCODE

×X× × ×XX× × ×XXX× × × ×X× ×

× × ×X× × × × × ×

× ×XX× × ×X× × × ×X× × ××X× ×

× × × × × × × × × × × × ×× × ×× × ××

×××/× ××

:× × × × × × × × × × × × × × × ×X× × ×

:× × × ×X× × × × × ×X× × × × ×X× ×

●

・

・

・

.

・

.

.

■

・

・

・

●

●

×XX× × × × × × ×X× ×X× × ×X×XX× × × ×

× × ×XX× × × × × × × ×X× × × × × × × × × × ×

XX× × × × ×XX× × × × × × × × × × × × × × × ×

× × × × ×

x× ×/× ×

×× ×/× ×

×××/× ×

(1

OK?×



図1-8一 ⑧

S/1デ ー タ入力&修 正(3)

ー

ω
N
ー

***SHIPPINGINSTRUCTIONDATAENTRY&CORRECTION(3)***

INVOICENO

S/INO

21:FREiGHTPRE./1COL

22:PREPAIDAT

23:PAYABLEAT

24:NOOFORGINALB/L

25:DATE'OFB/LISSUE

26:PLACEOFB./LISSUE

27:BOOKINGNO

28:DEPT.INCHARGE

29:PERSONINCHARGE

30:TELPHONENO

・

●

.

.

◆

●

・

・

●

●

●

●

●

●

・

・

・

■

.

・

●

●

・

・

・

・

・

・

X×X× ××X .×××××X× ××××××
〔Computeroutput〕

×XXX× ××X××

× …(PREPAID…P,COLLECT…C,ASARRANGED…A)

×X×XX× ×××××××× ×××××X× ×××× ××X× ×

×× ×××× ××××××××××××××××××××××××

×× ×× ××××××××××××××××××××××××××

××××× ××××××'×××××××××××××××××××

9

YY/MM/DD

× × × ×X× × ×X×XX×X× × × × × × × × × ×X× × ×X×

× × × × × ×X× × × × × × × × × × × × ×

× × ×X× × × × × × × × × × × ×X× × ×

× × × × × ×XX× × × × × × ×× × × × ×

× × × × × × × × ×× ×X× × ×

OK?×

6
◆ ●
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go
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■

S/1デ ー タの入力 と修正(4)

.●

図1-8-(9)

● イ

***SHIPPING

INVOICENO:

S/INO:

31:TYPEOFCARGO:

:

32:CARGODATA:

:

:

INSTRUCTIONDATAENTRY&CORRECTION(4)***

××X× ×××X× ××××X×XX×X×

×X× ××××X～く×

× ××X×X× ×××××X× ×××××X×X× ××××××X

× ××.× ×××××××××××××××××X×X× ××××

NO.DESCRIPTIONNO&KINDOFP'KGS

nn× ×× ××(× ×)

nn(× ×)

nn(× ×)

OK?×



図1-8一 ⑩

S/1デ ー タの入力 と修正(5)

ー

ω
《
ー

***SHIPPINGINSTRACTIONDATAENTRY&CORRECTION(5)***

INVOICENO

S/INO

:× ×XX×X× × × × × × ×× ×XXXX×

:X× × ×X× × × × ×

33:REMARKS(1)
.

.

.

・

・

.

・

●

・

・

■

・

■

令

×××××××X× ××× ××××X× ×××××× ××××× ×

××××××××××××××××××× ××× ×× ×××× ××

××××××××××××× ×××××× ××× ×× ××××× ×

×××××××××××× ××× ×× ×× ××××X× ×××××

×××××××××× ×× ×××× ××× ××× ×× ×× ××××

×××× ×××××× ××× ××××× ×××× ×× ×××× ××

××××××××××× ××× ×××× ×××× ××× ×××××

34:REMARKS(2)
●

●

.

・

◆
・

・

・

.

・

.

.

×××××XX× ×× ×X× ×× ×××××× ××X× ×× ×××

××× ×××× ×× ×××××××××××××××××××××

×××× ××× ×××××××××××××××××××××××

× ××× ××××× ×××××××××××××××××××××

×× ×× ×× ××× ×× ×××××××××××××××××××

××× ×××××× ××× ××××××××××××××××××

OK?×

⑨ ● ■ <]
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ω
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■
■ ● イ

図1 一8-OD

/0ス リ ップデータの入力 と修正

***S/OSLIPDATAENTRY &.CORRECTION***

PLEASEENTERS/INO:× ××x× ××xx×

、

INVOICENO: × × ×X× × × ×X×X× × × × × × × × ×

S/ONO:× × ××××××××

1:CARGODATA(NO-nn)TYPEOF CARGO一 × ×

DESCRIPTIONOFEACHCARGO NO.OF P/KGS VTON M. TON

×X× × × × × × × × × × × ×X× × × × × × × × × × × ×X× × ZZZZZ ×x×GROSS －ZZZZZ .ZZZ ZZZZZ. ZZZ

××××××××××××××××××××××××× ××××× ZZZZZ ×× ×

× ××××××××××××××××××××××××××××× ZZZZZ ×× ×NET －ZZZZZ
.ZZZ ZZZZZ. ZZZ

×××××××××××× ×××××××××××××××××× ZZZZZ ×× ×

× × ×× × × ×X× × × × × ×X× × × ×X× × ×× × × ×× × × ZZZZZ × × ×

ACCESSARYCHARGE:×

×××××××××××NOOF P/KGS' W.TON/U M.TONレ/U METER

〔Computeroutput〕(1):ZZZZZ ×× × ZZZZZ.ZZZ ZZZZZ.ZZZ ZZZ.ZZ

LONGLENGTH・ ・…L(2):ZZZZZ ×× × ZZZZZ.ZZZ ZZZZZ.ZZZ ZZZ.ZZ

HEAVEYLIFT・ ・ …H(3):ZZZZZ ×× × ZZZZZ.ZZZ ZZZZZ.ZZZ ZZZ.ZZ

ENDORNO・ ・・・…TAB(4):ZZZZZ ×× × ZZZZZ.ZZZ ZZZZZ.ZZZ ZZZ.ZZ

(5):ZZZZZ ×× × ZZZZZ.ZZZ ZZZZZ.ZZZ ZZZ.ZZ

CONTINUE…(C):×

OK?× ・

‥
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FREIGHT計 算(1)

図1-8一 ⑫

***OCEANFREIGHTCOMPUTATION&CORRECTION(1)***

－PLEASEENTERS/INO:

CARGODESCRIPTIONNO-

1:BASEFREIGHTW./T=

M/T－

X× × ×XX× × × × INVOICENO

99RATE

ZZZZZ.ZZ*ZZZZ.ZZ=

ZZZZZ.ZZ*ZZZZ.ZZ=

BASEFREiGHT=

REVENUETON(×)

2:SHORTFREIGHTW./T=ZZZZZ.ZZZ

】Vレ/T=ZZZZZ.ZZZ

3:2NDCARR.CHGWx/T=ZZZZZ.ZZZ

M/T=ZZZZZ.ZZZ

4:F.C.L.ALLOWANCE

5:DIRECTADDITIONALCHG

6:FEEDERADDITIONALCHG

7:DELIVEREDINCHG

*ZZZZ.ZZ==

*ZZZZ.ZZ=

CHG－

*ZZZZ.ZZ=

*ZZZZ.ZZ=・

CHG=

ZZZZ.ZZ

ZZZZ.ZZ

ZZZZ.ZZ

ZZZZ.ZZ

(TRio)

× × × × × × × × × × × × × ×× × × × × ×

AMOUNT

ZZZZZZZ.ZZ

ZZZZZZZ.ZZ

ZZZZZZZ●ZZ

-ZZZZZ .ZZZ

ZZZZZZZ.ZZ

ZZZZZZZ.ZZ

ZZZZZZZ.ZZ

ZZZZZZZ.ZZ

ZZZZZZZ.ZZ

ZZZZZZZ.ZZ

ZZZZZZZ.ZZ

ZZZZZZZ.ZZ

ZZZZZZZ.ZZ

ZZZZZZZ.ZZ

TOTAL

ZZZZZZZ.ZZ

ZZZZZ.ZZZ

ZZZZZZZ.ZZ

ZZZZZZZ.ZZ

ZZZZZZZ.ZZ

ZZZZZZZ.ZZ

ZZZZZZZ.ZZ

⑨ ・

' ぐ

×

×

×

×

X?
・

KO
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FREIGHT計 算(2)

*** OCEAN

S/INO

8:HEVEYI、IFTCHARGE

NO.P"KGSW.

(1):2Z乞ZZx×

(2):ZZZZZ× ×ZZZZZ.

(3):ZZZZZ× ×ZZZZZ.

(4):ZZZZZ× ×ZZZZZ.

(5):ZZZZZ× ×ZZZZZ.

9:LONGLENGTHY

NOP/KGS

(1):ZZZZZx×

(2):ZZZZZ× ×

(3):ZZZZZ× ×

(4):ZZZZZ× ×'

(5):ZZZZZ× ×

CHARGE

METER

ZZZ.ZZ

ZZZ.ZZ

ZZZ.ZZ

ZZZ.ZZ

ZZZ.ZZ

図1-8一 ⑬
T

RE IGHT COMPUTATION& CORREC↑10N (2)*** (TRIO)
.

= ×X× × × × × × × × INVOICENO; × × × × × ×× × × × × × × × × × × × ×X

TON/℃ RATE CHGAMOUNT

Z. ZZZ ZZZZ.ZZ 'ZZZZZZZ.ZZ

Z. ZZZ ZZZZZZ .
ZZZZZZZ. ZZ

Z. ZZZ ZZZZ.ZZ ZZZZZZZ.ZZ

Z. ZZZ ZZZZ.ZZ

・

ZZZZZZZ.ZZ

Z. ZZZ ZZZZ.ZZ ZZZZZZZ.ZZ

X

w TONWRATE 砿TON MRATE CHGAMOUNT

ZZZZZ. ZZZZZZ.ZZ ZZZZZ.ZZ ZZZZ.ZZ ZZZZZZZ.ZZ

ZZZZZ. ZZZZZZ.ZZ ZZZZZ.ZZ ZZZZ.ZZ ZZZZZZzZZ

ZZZZZ. ZZZZZZ.ZZ ZZZZZ.ZZ ZZZZ.ZZ

l

ZZZZZZZ.ZZ

ZZZZZ. ZZZZZZ.ZZ' ZZZZZ.ZZ ZZZZ.ZZ ZZZZZZZ.ZZ

ZZZZZ. ZZZZZZ.ZZ ZZZZZ.ZZ ZZZZ.ZZ ZZZZZZZ.ZZ

一 手
-

×

OK ? ×

一
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FREIGHT計 算(3)

図1-8一 ⑭

***OCEANFREIGHTCOMPUTATION

S/INO:× ×x× ××××××x

REFERE

10:L.C.L.SERVICECHG(JAPAN):R./T-ZZZZZ.ZZZ

11:SUEZSURCHARGE:]Ψ/F-ZZZZZZZ.ZZZ

12:CONGESTIONSURCHARGE:R./T=ZZZZZ.ZZZ

13:PORTADDITINALCHRGE:PERlB/L12.00

14:WINTERSURCHARGE:S.C.-ZZZZZZZ.ZZ

15:CURRENCYADJUSTMENTFACTOR:(ZZZZZZZ.ZZ)

16:BUNKERADJUSTMENTFACTOR:(ZZZZZZZ.ZZ)

17:DELIVERDINCHARGE(F.C.L.):

18:INLANDHAULAGECHARGE:

&CORRECTION

INVOICENO=

NCE

　¥(

　%(

　

　

$

$

(

(

　%(

　%(

　%(

(3)***(TRIO)

× × × × × ×XX× × × ×XX× ×XX× ×

RATE

2650

1.78

ZZZZ.ZZ

ZZZZ

ZZ.ZZ

24.00

16.62

AMOUNT

ZZZZZZZ

ZZZZZZZ.ZZ

ZZZZZZZ.ZZ

ZZZZZZZ.ZZ

ZZZZZZZ.ZZ

ZZZZZZZ.ZZ

ZZZZZZZ.ZZ

(P)ZZZZZZZ.ZZ

(P)ZZZZZZZ.ZZOK?x

←
イ ■ 《)
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表1-1

C/1デ ー タ入力項 目

% 項 目 名 桁数(行数) 文字 タイプ 備 考

・

1

2

3

INVOICENO

REFERENCENO

SELLERCODE

20

20x2

5

AN

AN

AN

SHIPPER処 理 におけ るキー項 目の一つ。

入力 があれば コー ドマ スタか らSELLER

NAME&ADDRESSを 参 照す る。

4

5

6

7

&

9
・

n

口

辺

鳳

比

ほ

田

口

凪

9

0
.

L

2

3

4

5

㎡

㎡

-

リ
ム

2

2

2

2

2

2

2

SELLERNAME

&ADDRESS

BUYERCODE

BUYERNAME

&ADDRESS

VESSEL

SAILINGON

ORABOUT

VOYAGE・NO

PORTOFLOADING

CUSTOMCODE

VIA(PORTOF

TRANSHIPMENT)

PORTOFDISCHARGE

FINAI.DISTINATION

CONTRACTNO

E/LNO.'

L/CNO.

L/CISSUEDATE

L/CISSUEBANK

PAYMENTTERMS

URRENCYCODE

CHANGERATE(1)

〃(2}

AMOUNTOFFOB

VALUE

BASICCONDITION

DESCRIPTIONOF

TOTALAMOUNT

OTHERCHARGES

4

4

×

X

O

O

O

O

3

5

3

3

6

7

3

1

0

0

0

0

0

0

3

3

3

2

2

2

2

6

6

×

×

×

0

0

1

0

1

6

3

3

2

7

7

1

6

2

1

州

ぷ

姻

ぷ

N

細

細

ぷ

姻

姻

姻

川

州

ぷ

N

州

姻

姻

N

N

N

"

姻

N

第1行 目はNAMEと す る。

入力 があれば コー ド・マスタか らBUYER

NAME&ADDRESSを 参 照す る。

第1行 目はNAMEと す る。

年(西 暦 下2桁),月,日

999-999の 形

T…TOKYO,Y…YOKOHAMA,…etc.

経 由 港 が な い と き は 入 力 な し で よ い 。

PORTOFDISCHARGEと 同 一 の と き は
"0"を 入 力

。

複数のL/Cの と きは"/"で 区分して入力

年(西 暦下2桁),月,日 。

UD…US$,JY…J¥,FY…F¥etc.

1外 貨 単位 当 りの円金 額(小 数以下4桁)

1US$当 りの外貨金 額(小 数以下6位,入

力 な し も可)

INVOICE表 示 通 貨によ る金額

基礎建値表示(FOB,C&F,CIFetc)

建 値 構成要素表示
注 一1

建 値構成要素金額

一39一



% 項 目 名 桁数術数) 文字タイプ 備 考

28.
TITLEOF

COMMODITY
30×5 ぷ INVOICE上 の代表品名

29. REMARKS(1) 30×6 AN

30. REMARKS(2) 30×3 AN

31ナ MARKS&NOS 注2 AN グル ープ単位 で99グ ル ープまで入力可

32.
COMMODITY

DESCRIPTION
20×2 AN

33. NOOFP/KGS 5 N

34. KINDOFP'KGS 2 AN 荷 姿 コ ー ド,PK…PACKAGE(S),

CT…CARTON(S)etc.

35. Q'TY 8 N 必 要 な とき小数 以下3桁 まで入力。 ・

36. UNITCODEω 2 AN 商 品 数 量 単 位 コ ー ド,'ST…SET,UT…

UNITetc.

37. 〃 ② 2 AN
同 上

必要なければ入力 しな くて よい。

38、 UNITPRICE 8 N INVOICE建 値 におけ る単価 を入力。

39. B.T.N.CODE 9 AN 通 関 用E/Dの ためのデータで この システ
ムで は省略

■

注11NVOICE上 のTOTAL欄 で 例 えば基礎建値がFOBで トー タル建値 がCIF・ の

の とき次の ように表示す る

～
FOB

O.FREIGHT

INS.PREM.

$10.000.00←

$900.00←

100.00←

11,000.OO←

↑

建値構成要素表示

このよ うな ときの建値構成要素表示及 び金額(推 定値)を さす。

注21行30桁 以 内で1グ ループ15行 以 内で次 式を満足す る範囲。

(夫 々の行 の有効桁 数)+行 数+1≦246

各商品値格の合計'

入力値

入力値

合計値

十

一40一



菅

■

●

・

S/1デ ー タの入力項 目

表1-2

孤 項 目 別 桁数(行動 文字タイプ 備 考'

1. IWOICENO. 20 AN Cイ デ一夕として既に入力されているキー項 目 ,

2. S/INO. 10 AN この 処理以後 のキー項 目となる。

3. SHIPPERCODE 5 AN C/1デ ー タの入力でのSELLERCODEが

使 用 できる ときは その ま ＼

4. SHIPPERNAME
&ADDRESS

30×4 AN C/1デ ー タの入力 でのSELLERNAME&I
ADDRESSが 使 用 で きるときは そのま 、。

5. CONSIGNEECODE 5 AN
C/1デ ータ入力 でのBUYERCODE,が 使 用
できる ときはそのま ～。

6.
CONSIGNEENAME

&ADDRESS
30×4 AN

C/1デ ータ入力でのBUYERNAME&,ADD

RESSが 使 用 で きる ときはそのま ～。

7. NOTIFYPARTYCODE 5 AN
入力があれば コード・マスタか らNOTIFYPA-

RTYNAME&ADDRESSを 参 照す る。

8.
NOTIFYPARTYNAME

&ADDRESS
30×4 AN コー ド・マスタ参照 でない場合に 入力す る。

9. PLACEOFRECEIPT 20 AN
YOKOHAMACY,TOKYOCFSetc.

(LOOSECARGOの 場 合 は入力 しな い)

10. PLACEOFDELIVERY 20 ぷ HAMBURGCYetc.(LOSECARGOの 場

合は入力 な し)

11. SERVICETYPE 6 A
C彫 ℃ エCじ ℃FSCFS/CYCFS/CFSの いず

れかを入なLOOSECARGOの 場合は入力しない)

12. MAKER 20 AN

13. WAREHOUSE 20 AN

14. FORWARDER 30 AN

15. STEVEDORE 30 AN

16. CARRIER 30 AN

17. CONFERENCE 5 AN 海 上運賃 同盟 の コー ド(TRIOetc)を 入力

18、 S/IFORMATqODE 5 N S/IFORMATPARAMETERのKEYを 入力

19. M)FORMATCODE 5 N M)〃
(今 回は入力不要)

20. B/LFORMATCODE 5 N
B/L(D/丑,S/Aetc)FORM[ATPARAM-

ETERのKEYを 入 力

21.
FREIGHT
PREPAID/COLLECT

1 A PREPAID/COLLECTの 区 分(Pore)を 入

力

22. PREDAIDAT 30×2 側
PREPAIDの ときその場所名 を入力(2ケ

所 まで)

23. COLLECTAT 30×2 AN
COLLECTの ときその場所名 を入力(2ケ

所 まで)

24. NαOFORGINALB/t 1 N
"3"をDEFAULTVALUEと す る

。

25. DATEOFB/LISSUE 6 N

26. PLACEOFB/LISSUE 30 AN

27. BOOKIN〔}NO 20 AN

一41一



〃6 項 目 別 桁数(行数) 文字タイプ 備 考

28. DEPTINCHARGE 20 AN

29. PERSONINCHARGE 20 AN

30. TELEPHONENO 15 AN

31. TYPEOFCARGO 1 N
1…GENERAIＬCARGO(DEFAULTVAL-

UE)2…REEFERCARGOETC.

32.
CARGODESCRIPTION
NO.

2 N 眈 品 名の番号(ComputerCount)

33. CARGODESCRIPTION
'

30×5 ぷ B/L品 名(99品 目 まで くり返 しす)

34. NO.OFP'KGS 5 N 1B/L品 名 当 り6種 まで入力す

3'5. KINDOFP,KGS 2 A

36.
DESCRIPTIONOFTO-

TAL官KqS(INWORDS)

各B/L品 名 ご との梱 数 トー タルで表示す
る場合 はCOMPUTERがWORDINGす る。

37. REMARKS(1) 30×7 姻
、

38. REMARKS(2) 30×6 蝋

(
●

、

、

占

一42一



表1-3

S/0ス リ ップデー タ入力項 目

% 項 目 .名 桁数(石数) 文字タイプ 備 考

1. S/INO 10 AN キ ー項 目

2. S/INO 10 AN
LOOSECARGの と き(S/0を 必 要 とす る

とき)入 力

3.
DESCRIPTIONOF

EACHCARGO
30×5 AN

4. NOOFP'KGS 5 N S/1デ ー タとして既 に入力ずみの とき省略 。

5. KINDOFP'KGS 2 A (部 分的修正 も可)
・ '

6. WEIGHTTON(GROSS) 8 N TON単 位(小 数以下3桁)

7. MEASURETON(GROSS) 8 N M3単 位(〃)

8. WEIGHTTON(NET) 8 N TON単 位(〃)

9. MEASURETON(NET) 8 N M3単 位(〃)

10.
ACCESSARYCHARGE

CODE
1 A

H…HEAVEYLIFT

L…LONGLENTHY

11.
ACCESSARYCHARGE
NooFp'KGS 5 N

ACCESSARYCHARGEが 必 要}こな る梱 包

数を単位当りの重量又は長さの異るごとに入力する。

12.
ACCESSARYCHARGE

KINDOFP'KGS
2 A 上欄 の梱包数荷姿 を入力す る。'

13.
WEIGHTTON

PERUNIT
8 N

ACCESSARYCHARGEが か か る梱包の単

位当りの重量をTON単 位(小数以下3桁)で入かする

14.
MEASURETON

PERUNIT
8 N

上欄 と同様 であ るが,LONGLENGTHY

CHARGEが かか るとき入力す る。

15. METER 5 N
LONGLENGTHYCHARGEが か か るとき

長 さをM単 位 で入力す る。

●

一43一



表1-4

フ レ ー ト ・ レ ー ト入 力 項 目

孤 項 目 名 桁数術数) 文字 タイプ 備 考

1. S/INO. 10 AN キ ー項 目

2.
BASERATEPER

WEIGHTTON
6 N

WEIGHTTON当 りのBASERATEα ・数

以 下2桁)を 入力す る。

3.
BASERATEPER

MEASURETON
6 N

MEASURETON当 りのBASERATE(小 数以

下2桁)を 入力す る。

WEIGHTTON&RATE SHORTFALLFREIGHTが 必 要な場合 は

4.' FORSHORTFALL 8十6 N そ のWEIGHTTON及 びRATEを 入 力す

FREIGHT る 。

MEASURETON& SHORTFALLFREIGHTが 必 要な場合 は

5. RATEFORSHORTFン ㌧一 8十6 N そ のMEASURETON及 びRATEを 入 力す

LLFREIGHT る 。

2NDCARRIERCHAR一 2NDCARRIERC㎜Eが 必要な場合
6. GERATEPERMEAS一 6 N そ のRATEを 入 力す る

URETON

皐 2NDCARRIERCHAR一

7. GERATEPERWEIGH一 6 N 〃

迩 TTON

8.
F.C.L.ALLOWANCE

RATE
6 N

F.C.LCARGOの 場 合に必要 で,2.60

($)をDEFAULTVALUEと してい る。

9.
DIRECTADDITIONAL

CHARGERATE
6 N 必 要 に応 じて入力す る。

10.
FEEDERADDITIONAL

CHARGERATE
6 N 〃

11.
DELIVEREDIN
CHARGERATE(L.C.L)

6 N
必 要 に 応 じ て 入 力 す る。(英 国,ア イル ラ

ン ドの と き)F.C.L.CARGOの ときは 後 述 。

12. HEAVEYLIFTCHARGE

RATE

`

6 N

S/◎ ス リップで入力 された梱包数;単 位当 りの

重量か らRATEが 求 められている。修正が必要.

な とき入力す る。

LONGLENGTHYCHAR一 S/℃ スリップで入力された梱包数 長さ,単 位

13. GERATE 6 N 当 り重量からRATEが 求められている。修正が

必要なとき入力す る。

L.C.1..SERVICECH F.C.L.C日GOに 対 しては必 要ない。

14. ARGERATE(JAPAN) 4 N 2650円/RTをDEFAUI.T,VALUEと して

あ る 。

15. SUEZSURCHARGE 4 N 1.78(%)をDEFAULTVALUEと してあ る。
RATE

16. CONGESTIONSURCH一 4 N 必 要 に応 じて入力す る。
ARGERATE

17. PORTADDITIONAL
CHARGERATE

4 N 〃

18.
WINTERSURCHARGE

RATE
4 N 〃

19. C.A.F.RATE 4 N 24.00(%)をDEFAULTVALUEと して あ る 。

20. B.A.F.RATE 4 N 16.62(%)をDEFAULTVALUEと してあ る。

21. DELIVEREDIN
C㎜E(F.C.L.)

4 N 英 国,ア イル ラ ン ドの と きでF.C.L.CAR-

GOの と き金 額 で 入 力 す る 。

22.
INLANDHAULAGE

CHARGE
4 N

大陸,内 陸の輸送料金で必要なとき金額で入力
'

す る。

一44一
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%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

23.

24.

25.

表1-5

タ項 目 と入出力の関連

項 目 名

入 力 出 力
輸出者 海 貨 船 社 輸出者 海 貨 船 社

C/1
デー タ

s/1

デー タ
ル勺
スリップ

フレー ト ・

デ ー タ
C/1 s/1 (s/()) 顕(B/L)

INVOICENO

REFERENCENO

SELLERCODE

○

○

○

○

○

○

○

(○) (○)

SELLERNAME

&ADDRESS

BUYERCODE

BUYERNAME

&ADDRESS

VESSEL

SAILIN〔}ON

ORABOUT

VOYAGENO

RORTOFLOADING

CUSTOMCODE

VIA(PORTOF
TRANSHIPMENT)

PORTOF
DISCHARGE

FINAL
DESTINATION

CONTRACTNO

E/tNO

L/'CNO

L/CISSUEDATE

1ノ℃ISSUEBANK

PYMENTTERMS

CURRENCYCODE

EXCHANGERATE(1)

EXCHANGERATE(2)

nMOUNTOFFOB

VALUE

BASICCONDITION

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

(○)

○

○

○

○

(○)

(○)

○

○

○

○

○

○

○

(○)

(○)

○

○

○

○

○

○

○

○

〇
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入 力 出 力
輸出者 海 貨 船 社 輸出者 海 貨 船 社

面 項 目 名
c/1

データ

S/1

データ

物
スリップ

フ レー ト・

デ ー タ
c/1 s/1 (s/())

D/R
(B/L)

26. DESCRIprlONOF ○ ○
TOTALAMOUNT

27. OTHERCHARGES ○ ○

28.
TITLEOF

COMODITY
○ ○ ○

29.
REMARKS(1)

(INVOICE用)
○ ○ ～1

30.
REMARKS(2)

(INVOICE用)
○ ○

31. MARKS&NOS ○ ○ ○ ○ ○ 、

32.
COMMODITY

DESCRIPTION
○ ○ ○

33。
NOOFP'KGS

(INVOICE用)
○ ○

34.
KINDOFP「KGS

(INVOICE用)
○ ○

35. Q'TY ○ ○ ○

36. UNITCODE(1) ○ ○

37. 〃(2) ○ ○ ○

38. UMTPRICE ○ ○

39. B.T.N.CODE ○ (○ ・) (○)

40. S/INO ○ ○

41. SHIPPERCODE
△
e㎜)

○ ○ ○

42,
SHIPPERNAME

&ADDRESS

△
(s㎜)

○ ○ ○

43. CONSIGNEECODE
△
㎞R)

(○) (○)

44.
CONSIGNEENAME'

&ADDRESS
△

但u西⑳
○ ○ ○

45.
NOTIFYPARTY
CODE

○ (○) (○)

46.
NOTIFYPATTY

NAME&ADDRESS
○ ○ ○ ○ 鳥

47.
PLACEOF

RECEIPT
○ ○

48.
PLACEOF

DELIVERY
○ ○ も

49. SERVICETYPE O ○

50, MAKER ○ ○

51. WAREHOUSE ○

52. FORWARDER ○ ○ ○

一46一
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φ

●

■

6

入 力 出 力

% 項 目 名
輸出者 海 貨 船 社 海 貨 船 社

c/1

データ

s/1
口

ル℃
スリップ

フレー ト ・

データ
C/1 S/1 (s/())

D/R
(B/L)

53. STEVEDORE ○

54. CARRIER ○ ○

55. CONFERENCE ○ (○)

56. S/IFORMATCODE ○ (○)

57. S/《)FORMATCODE ○ (○)

58. B/LFORMATCODE ○ (○)

59.
FREIGHT

PREPAID/℃OLLECT
○ ○ ○ ○

60. PREPAIDAT ○ ○ ○ ○

61. PLYABLEAT ○ ○ ○ ○

62.
NO.OFORIGINAL
M ○

〉

○ ○

63.
DATEOFレL

ISSUE ○ ○

64、
PLACEOFB/L

ISSUE
○ ○

65. BOOKINGNO ○ (○) ○

66. DEPTINC㎜E ○ ○

67. PERSONINCHARGE ○ ○

68. TELEPHONENO ○ ○

69. TYPEOFCARGO ○ ○

70.
CARGO

DESCRIPTION
○ ○ ○ ○ ○

71.
NOOFP'KGS
(PEREACHCARGO)

○ ○ ○

72.
KINDOFP'KGS
(PEREACHCARGO)

○ ○ ○

73. DESCRIPTI(NOFIRI[AL
P'KGS(INWORDS)

○ ○ ○

74.
REMARKS(D

(s/1用)
○ ○

75.
REMARKS(2)

(S/1用)
○ 、 ○

76. S/ONO. ○ ○

77.
WEIGHTTON
(NET) ○ ○ ○

78.
WEIGHTTON
(GROSS)

○ ○ ○

79.
MEASURETON
(NET)

○ ○ 〇

一47一



%

80.

81.

82.

83.

84.

85.

86.

87.

88.

89.

90.

91.

,92.

93.

'94
.

95.

96.

97.

98.

99.

100.

101.

102.

103.

104.

105.

106.

107.

項 目 名

MEASURETON

(GROSS、

ACCESSARYCHAR-

GECODE

NO.OFP'KGS

(ACCESSARY)

KINDOFP'KGS

(ACCESSARY)

WEIGHTTON

(ACCESSARY)

MEASURETON

(ACCESSARY)

METER

(LONGLENGTHY)1

BASERATE

PERWEIGHTTON

BASERATE,'

PERMEASURETON

WEIGHTTQN&RA工E
rURSE()RrFALLFREI

MEASURETON&RATE
R〕RSB【)R[FALLFREI

2NDCARRIER(㎜E

RATEPERMEASURE璽ON

2NDCARRIER(㎜E

RATEPERWEIGHrTQN

F.C.L.㎜ 趣

RATE

DIRII)(]rADDITI(巡

CHARGERATE

FEEDERADDITIOML

CHARGERATE

DELIVEREDINCHAR-

GERATE(L.C.L)

HEAVEYLIFT

CHARGERATE

LONGLENGTHY
CHARGERATE

L.C.L.SERVICECHAR-

GERATE(JAPAN)

SUEZSURCHARGE

RATE

OON]ESTI(NSURCH-

ARGERATE

PORTADDITIONAL

CHARGERATE

WINIERSUR㎜E

RATE

C.A.F.RATE

B.AF.RATE

DELIVEREDIN
CHARGE(F.C.L.)

INLANDHAULAGE
CHARGE

輸出者
1

データ

入 力 出 力

者 海'貨 船 社 輸出者 海 貨 船 社

s/1

データ

ル℃

データ

フレー ト・

デー タ
c/1 S/1 (s/())

D/R
(B/t)

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ `「

○ ○

○ ○, 、

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ 》

○ ○

.○
○ ,

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○
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MITSUBISHICORPORATION
(MrrSUBIS田SHOJIKAISHA.LTD,)

●aMARUN◎UCHI2-CHOME.CH`YeDA・KU,TOKYO.」APAN

■

INVOICE
、O
M巨SSRS&ADDRεSS ・ 困VαCENO. DATE

DEFCO.,LTD・ A-321 JAN.31,1978

71LYONERSTRASSE44-48

HA「・1BURG,GERI]A日Y YOURREFεR…N◎.

B-123

P◎RTζFSHIPMεNT
FO

ATEOF銅PM匿Nτ

KOBE,JAPAN JAN.31,1978
pc只了OFOε 訂1…TICN Vε5SEL

HAnBURG "ST .CLARA"

M∧RKS&NDSIOεSCRIPTION |WANTITY PRICεIAMOUMr

ALLOYSTEEL TUBES

ALSI-E52100
LE卜IGHT:12-16FT・

FAG,SORDER CIFHA『1BU「 ～G

tlO:UYC-6770 PERSITA
P!,ONO.12901-A

SIZE
HANBURG

NADEINJAPAN
NO.1-8

1'8BUNDLES{6;;5融 藁

輌 瞳;:i≧41≦も aS800.00USS26,280↓00"一 一 一 一 一 一 一 一

8BU}・ 】DLES32・834～ ・〃T

OR32・85SIT工

CIFHAf1BURG US$26,280・00

L!CNO・]23/456

BAi・!KOF』TOKYO

L

4 図 1-9

'
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TOMESSERS
SHIPPtNGINSTRUCTION

lSSUED『Y

鉄鋼 輸 出第 部

課

・22069 夕8

6
(受 渡 担 当者TEL:⑩ ⑳2】0一

S田PPER SPRNO.OAＴ ε SHlPPI罵C、IO、 τH

CIIＴSUBISHICO「 ～PORAＴ10ト!LTD. JAI!.31,197εJA障.78
6-3|・1ARUI・10UCHI2-Cト{Ol.IE, BUYER(ACCOUNTEε)

CHIYODA-KU,TOY:く0,JAPA～ ・1 DEFCσ.,LTD.

CONS【CNEE 71LYOト}ERSTRASSE44-48
DEFCO.,LＴD. HAi.旧URG,GERI・1A「 ・IY
71LYonERSTRASSE44-48
HA卜|BリRG,GER「 ・IA[・!Y

BUYER'SREFERENCENO,

B-123

NOTIFYPARTY MAKER'SNAME NAMEOF'ACτO巨Y

SAr1EASCOr.ISIGNEE 「!SC
,

MAK£R'SYAKUJOONO.

SHlPPlNCCOXPANY VESSEL'SPOSITlON TERMOFDEuVERYFROMMILL lNSPECTION

NYK

OCEANVESSEL PORTOFLOADlNG FREICHTRAτE 8/LDATEONORBEFORE
"SＴ
.CLARA" KO6E,JAPぷ

PORTOFDESTINAT'ON 国PREPAmATTOKYO

HAI.旧URG
FREIGHTPAYABLEATDESTINATION

MARKS&NOS,GOODSQUANτ1TY UNITPRICEAMOUNT

|8は 継 εS。 £SCRI町10"OF

ALLOYSTEELTUBES・F
AG`S.ORDERALSI_E52100

CIF
PERSITA

NO=NYC-6770.しE目GHT=12-16FＴ ・ USS
P/ONO.12901-A

SIZEi.i/T
HAr・IBURG1・595"X1・127"32.834 800.00
{・1ADEI口JAPA{|(P/012901-A)

日0.1-8

丁0ＴAL=32.834

ENCLOSURES; SPEClALlNSTRUCTlON〈 特五己瓢) REQU【RεDDocuMESτ o脆 lcOP↓

口 ・!・(・α) L!CAＴSIGH丁 国B/L

図 ・X・ALE・C。 ・T踏・T
国 肌LSHEET

国 肌LPACKINCuST

図CHU・ ・NSH・ 図PAC姻GLIST

回L/CC・PY

国E/D

国INVOICE
NO・123!456

MEASURMENTuST

BALANCE

SHIPPINGDATE
口ORIG!NAL

EXP【RYDATE 口COPY
.

FORWARDEXCHANCE

CONTMCT

BANKNO
.OUR RArEEXPlRY

ADVANCE
TOM【LL AMOUNT

MAR【NE
INSURANCE

F
O
R

B
/
C

O
N
L
Y

EXPORTBILL D《SURANCE 口 WWED〔] KINDLYARRANGEFOROURACCOUNTASPERUNDERDETAILS

川TIPERMr「 NO.

GRADE、SALESCONＴRACT

DATE

NAMEOFlNSURANCE

σN

COMPANY

CASEOFFOBORC&F)

POuCY

NO.

FORWARDDRAFTS

TO(NAMEOF

&DOCUMENTS

THEBANK〕

NAME=

ADDRESS=

'

図 1
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C/IilO. :A-321

'
DATE"t・JFIITTEN

DEPT・IN・CHARGE

:1『78◆1・31

:EXP.DIV・

SELLER

S日IPi・)ER

:rlIＴSUBISHICORPORATIOi'1

6-3FIARUiiOUCHI2-CHOf・IE,

CH正YOD八 －KU,T .OYKO,JAPAN

:_1・iITSU旦ISHICOf?「 〕ORAＴIOI・1

LTD.

LTD.

陀'FmT寸 〒て二㎜ ～G　E-『η にx●.

T9 -L、[三RHqNE.NO・: .1.23烹4567

～ぽ ‖ITIONNO・ 一:ll-Ei2'・

COi!slGi{EE

6-3目 ∧fZUt・toUCHI2-Cl・IOIIE,

CllIYOD八 －KU,TOyl〈O,J∧PAN

.DEFCO・,LＴD .・
71LYO日ERSTRASSE44-48

HAi・ILSURG,GERI・1A「 ・IY

S日IPPING〔1)A9"r「e'^一 ーi-一7「8';一一－n『舌 「-

EXPD∧TE:

PLA'CEOFRECEIPT:'KOL3ECY

SERVICETYPE:CY/CY

PLACEOFDELIVERY:'HA.FIBUP,GCY

● 卜iOTIFY

VE3SEL

C♪Ll.1∫;～IEi.l

LOADIilG

S
■

・
・

・

.

S∧1.1EASCO「.]SIGNEE

'`SＴ
.CL∧RA"

1・IYK

lくOBE,JAPA[・|

E.T.D:

BOOKI「 ・IG"NO・ 「『…

DISCHARGE:

78.1.31

B-123
HAMBURG

●

Fll・1∧LDESTINATIO[,1'-':

(Ol)

FAG「SORD三R

卜10:1噛!YC-()770

P/0卜10.12901-A

SIZE

卜1A[1[3URG

i・1∧DEII・lJ∧PAN

t'IO・1「8

P'KGS: 8[3U日DLES B/し ト・1Al・iE(01) :ALLOYSTEELTUBES

ALSI-E5210〔 〕

丁0』TA'[『"i--C-i'IE－ てη1Σ一一じσ|=汀7An㊦SE'r「一σ「可〔Y

FREIGHＴPAYnENT:FREIGItT

PLACEOFD/LISSUE:TOKYO
PREPAID

図 1 11

kttFREIGi'1TCHECKLIST ★★★

工NVOICE

S/INO

FREIGI{Ta

NO=A-321
=SI-521

CHARGES f?EVEI・iUE'ＴOi.JSUＴ RATEPER PREPAID COL'LECT'
4

0『C.Efl[N-FREＴG』HＴN

HEAVYSU「 ～CH八RGE

SUEZSU「tCll八RGE

－一?cr;
.6-2-一$一 ーー一⊃6=7ぢ －Tl

31.550'$60・25TON$

1.7895$

,●

↑5,207.10

'405
.61

●

、
一－FC[一.-A'[1=σ 下I

C.A.F.

B.A.F.

－US『
br

－5z;672「 一ー一5u－'M「u面 一一^r- 一ーー一「

24.00る$'9,051●97

16・62』'f6'$`6,268L49

, ■

図 1 12
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一
3,Ship■ ●r

t.(F●r■ 畠r己】`A`■ ●`■)

illＴSUBISHICORPO「 ～ATIOi・lLTD.

6-3i・IARUi]OUCIII2-CHO「.1E,

CHIYODA-KU,ＴOYI(O,JAP∧}1

DEFCO.,LTD・

71LYor!ERSTRASSE44-48

HAii6URG,GER|・lhii・iY

恒⌒ L】【NE
NIPPOXYusε 村KAISHA

DOCKRECEIPＴ

(Shipper'sCopy)

本DOCKRECEIPTは 、
B/L早 使で作成願います。

発行する
7

5.N武白,4rtr

SAFIE∧SCO|lsIGilEE

6.Pr● マ●rtLtt●b' 7.1■`■ol'tC8ipt.

KOBECY

s6・ 忍・m・ ■● 叩o.'9PortO`ba山 鴫
"ST
.CLAR∧n29-255.:くOBE,JAPA『.1

〔r)【bthReeei,tは 発行 † るB/L単 位 で作成 し て下 さい.な}i貨

物 が数 回 に わθ・れ て ぷ 入さttる 場 合に 巳舷終 荷受 け の際 【bck

Rtceiptを 発…〒致 し ま†.

E2)bOtLR●6■ip`を 作 皮(タ イプ)† る際`二rよトμ みh～あ ります カ■

ら、 ずnな い撒 に セ'tト して所 定 の位Xに 出来 るだ け強 くタイ

プ して下 さ い.

C3)gnの 挿 語 が 多く記 入1.切 れ なL・,C合にはSllppl● 聞`●ny

Sト舵`を 使 用 して下 さ い.

(4}DockR.cei,`作 成 の際 は.別 記 、記 数要領 を御参 垣下 さ い.

(5)本DockRsc■ipttl水 田れ,折1員 〉俗 な 、、よ う御 取扱 ト、↓こU肛注

意 下 さ い.

10.P。rt.〔dUc』 ・r・.'11.P`.稔 ・o'd.""「'

HAト 旧UR6HAI・1BURGCY

t2.らu4・8`L■`蜘1● γ`、・ ●r6、 ■.w・ τ.`●ロ`・

嬬`:c'6'層
r・10:WC

P/ONO.

SIZE

:三Al・IBURG

l'・!ADEII・l

f!0.1-O

1

s・LN軌`
.,k.。 。..i漂鵠 ㌫iK輌 ロ4●1"¢k領'賢D…`輌.声4'

Cr"・ 珂ゆ ・ H■."r■■ぷ

75,000

lasHIPPER・sL・ADεc・ul.!丁'　 『sAIDT・c・ トIT∧ll」"1

ER
770
2901-A

APAN

i. o

l

{
E}JnDLESALLOYSＴEELＴUBES262・672

ALSI-E52100i
TOI∬

－
q
司
』ヒ

」
●

■

(
'

づ■

4
吟一
己S

,～

●
」
■一

.∨

=
・・

』

…
L

_-r__=

8 BblスDLES.

"FREIGHＴPREPAID"

=

262.672ＴOl.1

声
75,OOO

1・1]

1.13

ム」ＴOTALNUISEROFCONTALN巨RS

ORPACKAGES{INWORDS}'.

` fL」.

GHＴ
OCＬlFRIGH

IHE∧VYSURCHARGE

SUEZSURC目ARGε

FCLALLO:.S.i;ICE
C.A.F.

B.A.F.

USSTOTAL

●fi廿ttC内●

262.672

31.550

262.672

-、
ヨ

ヨ

ー
a

,
O

-
O

-
2

-
.
…

.
-

7

2

7

6

0

6

■

●

.●

●

●

●

6

0

1

2

4

6

・
ひ
0

6

2

1

●'

Ｔo[i

Tα ・↓

宕

TOi.!

亀

弩

Et.r■ttt

rせP■a`
TOYKO,JAPAil

eY priロt:=

●tt

ot
HREE(3)

L

22,786.OC

15」207・10

405.6.1

6ε2.95

9,051・97

6,268.49

So53,037.〔 〕2

issu■
TOKYO,JAP八1.1

t息.aSStコ ー ド

[]
2S層荷 送 人 コー ト,

口
7のf恰 で荷西旭から船縁ie
迄の運送人が判明していゐm,!S.

その運送人の名称を記入して下
さい.
船櫓港'一 ミナル以外の場所
で船社に貨物を出貨†る場ζトに
は、その荷渡地名(船tヒが貨物

を受取る場所)を記入して下熱
い.

U.捗.樽港ターミナル以外の場所
に船社の責任と費用で転送を希

望される場合のみ、その地名を
記入して下さい.
陸揚港から内⑲の仕向地皇での
領送を荷遠人が手配†る場合に
は,此鳩 ±記入しないで下さ`・.
12.lt以外の場合で両送人〔含む

荷曇人)の都合4こよalft募廿日句壇
を記載†る必要がある噂は此の

撹に仕向地名を記入して下さい.

拍,コ ー ド

貨物 方「荷送 人 に よづ て コン テ

ナに 詰込 まれ た場 合 に は、 次 の

文 言 を記 λ して下 さい.

.S川PPE良'SCOAD&COUNT.
,

>S泊DTOCO!TalS'

陸 揚i誉で 荷受 人 が内陸 仕向 地

へ の愉 造 を手配 † る場 合 、そ の

遠 遊人 力寸,に折 定 さ れて い ると

さ は、 その 運 送人 の 名称 を記 入

じ.て下 さ い.

冷凍 貨物 の 場合 に は.そ の貨

物 力「.E・etと† るi劉吏を墓 民 〔.F)

又は摂 氏CC}で 記 入 して下 さい.

底冷 晶 の場 合 には 法 令 で定 め

られr:b』1〔 例TtUew.Red

ett') .及びcte'si`i【 畠tionを;己大

し て下 さ」㌧

船主協会

統 一

フターム

、

そ の池,記 入上 不 明力 点 があ り

iし た ら't抽と支JX、.芦務 所、 代

昂.t?it二∫∫O合 せ下 さ い.

15.Bo。`In8N。. 16.Exp。'`d◆cl4nti。 ・ 蔚 。. r7.Ser鈍e・t,P■onr◆c●i∀i● 琢18rSerri⊂ ●《,P●ond●=1▼er,

ロ ーCY,ロ ーCFS,[コ ーDoor〔}CY,[コ ーCFS,ロ ーDoor

19、lnbn4e.rrトer「.■ ・竃.●`P■rtOlr」]■ 亡hr冨 ⑰

2。.TYPE

OF
GOODS
〔賃特功f±舐)

口O・di・ ・ry,'ロR・ ・f・・,ロD・ 曜 ・。・・,口A・b・

(菩通 貨キ別(冷 凍 買 物)(危 駐1きD【 只n狛 剣

21,Re■f■'gT■ 昂P■r●40■ ■R吐quir■d〈i;r;二 ■.;:=)

i・Fi℃

口Liq・i己,口Li"A・im1.口B・lk.□

(液状 貨特1〔 生動 物)c通 貨}

22.D畠 昭ero■,・L忍b・`〔|.,}し ハe1.It.う コハ

εXCEPTIONS=いt`bohロ ■o`r●c●iPt}

F。mNαC・1020R

23.AUSTRALIANDEPARTMεNTOFHEALTH,QUARANT1ざ £DECLARATION ReceivedtトeaboソementiON.dcowtoiner(S)〆

90ちd5inopparentgnodnrderondccndition
SロbjeC【tothetermS.conditionS,e×C咤ptions,

andIimitation5cOntainedintheCユrrier'5

Bil【 力fLading.

Date=/!

FORMPPONYUSENKAISHA

1.Wood繧"`nte、cax●sp泓1【 稔ξsdo朋 ■8巳 〔‡製 の ケー ス ・パ レ ・ノト^ダン ネー ジ)

ロ ユotuヨ舗(不 使 用).口t爬a`◆d:防 虫加 工仁 理済L[コnottre配6d(宗 処 理 〕

2.Str●w,途cki■`4nd/o'ricch"～b●nd/or5iロi=巳rp▲e災in`m"6rhk

口n欲"d(不 使用L口 ¶5εd:{ξ用){ワ 〉 ・そ の抱M↑ 號 包装 材 料;

☆Hi∬caヒe8●w♂/ordee1皐 ず`t↓on`07tre●t国■td1}b■`orw●'d舗byt,e5hipper

`oeO●5ipe● ●ithinvoiceoτ5hippi思xdo℃ 心国■隅L
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図 1-13

一52一

為

●

`

●
烏



?

■

1.2.6本 モデ ル ・シ ス テ ム の 規 模

本 モ デ ル ・シス テ ムの 規模 は,

(1)入 力 及 び デ ー タ訂 正 画面(14画 面)

(1)C/1デ ータ入 力/訂 正用5画 面

(ii)S/1デ ー タ入 力/訂 正 用5画 面

Oii)s/oデ ー タ入 力/訂 正 用1画 面

Gv)B/L運 賃計 算 用 入 力/訂 正 用3画 面

② フ ァイ ルの 種 類

o

⑱

価

W

W

&

コ ー ド ・マ ス タ ー フ ァ イ ル

C/1フ ァ イ ル

S/1フ ァ イ ル

S/0フ ァ イ ル

B/L(D/R,S/A)フ ァ イ ル

フ ォー マ ッ ト ・コ ン トロ ー ル フ ァイ ル

(3)プ ロ グ ラ ム 本 数44本(54,000ス テ ップ)

(1)入 力 関 係6本(6000ス テ ップ)

(ii)フ ァ イ ル 関 係6本(2000ス テ ップ)

(m)運 賃 計 算 関 係24本(40,000ス テ ップ)

(但 し 実 験 で は2本(2航 路 分)の プ ロ グ ラ ム し か 行 わ な か った 。)

CV)出 力 関 係6本(6000ス テ ップ)

で あ る 。

ま た これ らに要 した 作 業 は1,653人 時 で あ る

①

②

③

④

シ ス テ ム分 析 仕 様 検 討

シ ス テ ム 設 計

プ ロ グ ラ ミン グ

単体 テ ス ト及 び総 合 テ ス ト

一53一
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726人 時
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⑤ テス ト結果検討及 び修正

⑥ ドキ ュメ ン ト作成

80人 時

50人 時

計1653人 時

1.3モ デ ル ・シ ス テ ム の 実 験

1.3.1実 験 の概 要

本 モ デ ル ・シ ス テ ムの 実 験 を53年1月15日 及 び53年1月31日 の2回 にわ

た り行 ったが,そ の概 要 は 次 の とお りで あ る。

① デ ー タ

実 験 に お い て は,メ ー カ ー及 び 商社 に お い て実 際 に 発 生 した デ ー タ約30

件 を入 力 した 。 また,運 賃 計 算 の 料 率は,欧 州 コ ン テ ナ航 路 の もの を使 用 し

た 。

② ハ ー ドウ ェア(図1-7参 照)

実 験 に 使用 した コ ン ピ ュー タ及 び端 末 機 は

oNEAC'シ ステ ム100-J64KB

oコ ン ソ ー ルCRT(640字)

oデ ィス ク9 .8MB

Oフ ロ ッピ ・デ ィス ク

。入 力端 末CRT(1920字)

oラ イ ン ・プ リン タ(200)

○シ リアル ・プ リ ン タ(40)

で あ る。 輸 出 業者,海 貨 業 者 及 び船 会 社 の 入 力 分 担(処 理 分 担)を 明確 にす

るた め,業 界 間 で の デ ー タの 受 渡 しに フ ロ ッピ ・デ ィス ク を使 用 し,デ ー タ

の 抜 き出 し とデ ィス クへ の 書 き込 み を実 際 に行 い,3業 界 間 での デ ー タ交 換

を想定 して 実験 した 。

③ 出 力帳 票 の 様 式 制 御

一54一
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実務にお ける各帳票 出力は連続用紙,単 票の2種 が使用 され てい るが,実

験 では使用 した印字機の制約か ら,出 力 帳票の様式 制御/単 票 を前提 として

行 った 。

また,各 帳票 と もに会社 に よ って帳票様式が異 なることを考慮 して,帳 票

様式 制御 のマス ターフ ァイルを作成 し,こ れ に各帳票の様式 を登 録 し,そ の

様式 を指定す ることに よ り,自 由に出力帳票の制御が行 え るよ うに した 。

1.3.2実 験 の 結果

実 験 は2回 に わ た って実 施 した が 各 帳票 作 成 に 要 した時 間 デ ー一・一ータ及 び共 用 デ ー

タ項 目は 次 の とお りで あ る。

(1)書 類 の 作 成

①C/1の 作 成

・C/1デ ー タの 入 力 に要 した 時 間:平 均5分30秒

・C/1の 印 字 出力 に要 した時 間:45秒

②S/1の 作 成

・S/1デ ー タの 入 力 に 要 した 時 間:平 均3分15秒

・S/1の 印字 出 力 に 要 した 時 間:50秒

③ ・S/Oス リ ップ ・デ ー タの 入 力 に要 した 時 間:40秒

④D/Rの 作 成

・運 賃 計 算 デ ー タの 入 力 に 要 した時 間:平 均1分15秒

・運 賃 計 算 チ ェ ック ・リス トの 作 成 に要 した時 間:35秒

・D/Rの 印字 出 力 に 要 した 時 間:50秒

以 上 に よ り,C/1デ ー タの 入 力 か らD/R作 成 まで の延 時間 は,13分40秒

で あ った 。

(2)共 通 デ ・一夕の 利用 に つ い て

本 シス テ ムの 主 た る 目的 で あ る各 帳 票 に 必 要 な各 項 目(デ ー タ)の 有 効 利

用 の 点 か ら見 る と,実 験 の結 果 は,
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(i)C/1作 成 用 に 入 力 した デ ー タは39項 目で あ る。

この 内S/1の 作 成 に 利 用 され た デ ー タは,22項 目

(li)S/1作 成 の た め に 追 加 入 力 し た デ ー タ は39項 目で あ る。

またS/Oス リ ップ デ ー タ と して 入 力 した項 目 は15項 目で あ る 。

㈹C/1,S/1及 びS/0ス リ ップデ ー タ と して入 力 した デ ー タ は延93

項 目で あ る。 この 中,D/R(B/L)に 利 用 され た デ ー タは48項 目 で

あ った 。

即 ち,

①S/1作 成 の た めに 有 効 利 用 され たC/1デ ー タ項 目は,56.4%

②D/R(B/L)作 の た め に有 効 利 用 され たC/1,S/1及 びS/O

ス リ ップ で の項 目は,51.6%で あ った 。

な お,本 モ デ ル ・シス テ ムに お い て は,船 会社 の 入 力 す る運 賃 計 算 デ ー

タ と して21項 目 を挙 げ た が,こ れ らの デ ー タの 大 部 分 は 運 賃 計 算 プ ロ グ

ラ ムに よ って 自動 的 に デ ー タが ク リエ イ トされ る もの で あ り,実 際 に シ ス

テ ム を導 入 す る場 合 に は 撞 く僅 か な 項 目 を入 力す れ ば よ い こ とに な る 。

●

1.4ま と め

昭 和47年 以 来"総 合 貿 易 情 報 シ ス テ ム"の 調 査 及 び研 究 を行 って きたが,さ ら

に 昭 和51年 度 の 事 業 とし て,よ り重 点 を絞 って"第2貿 易 情報 システ ム"の 具

体 的 な調 査 研 究 を重 ね,こ れ まで の 調 査研 究 の総 括 と して,52年 度 の 作 業 に"第

2貿 易 情 報 シ ステ ム"の モ デ ル ・シス テ ムの 設 計 と実 験 を行 うこ と とな った 。 そ

こで,52年6月 に 専 門 の 委 員会 を発 足 させ,鋭 意 作 業 を進 め,こ こに 一 応 の 完 成

を見 た わ けで あ る。

これ ま での シス テ ム 開 発作 業 及 び実 験 を通 じて 種 々問 題点 が 具体 的 に 浮 き彫 り

に され た 。 た とえ ば

① 各 々の 帳 票 上 の 各 項 目が,項 目名 は 同 じで も記 述 の 方 法 が ま ちま ちで あ り

●
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統一性が ない 。

② 同 じ書類で あ りなが ら,各 企業(会 社)毎 に異 な ってお り,ま た同一企業

内で も取 り扱 う商品(品 目)に よ り書類 を使 いわ けている。

③ 運賃問題毎 に海 上貨物運賃が異 なる とと もに,そ の体系及 び計算方式が非

常 に複雑で あ る。 また,運 賃タ リフやその ルールが頻繁に変更 され る。

④ その他商慣習 及び法的 な制約に よる問題

等 々多 くの問題 を含 んで いる現状において,い く らかで も業務の合 理化及 び費

用の軽減が図れ る システ ムの開発が急務で あるこ とを痛感す ると同時に,本 モデ

ル ・システムが 更に関連業界に広 く認識 され,実 際に システム化 して行 く上 で,

何 が しかの参考に な る もの と確信す る もので ある。

今後は本 システムを よ り現実的に改善 し,効 率の よい汎用 システムと して業界

に広 く役立つ こ とを期待 す る もので ある。

4
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第2章 海運貨 物取 引情 報 システムの研究

2.1輸 出 入 情 報 処 理 セ ン タ ー ・ネ ッ ト ワ ー ク の 構 想

2.1.1シ ス テ ム の 目 的

こ の シ ス テ ム は,1973年 以 来,5ケ 年 に わ た る 総 合 貿 易 情 報 シ ス テ ム 調 査 研

究 の 港 湾 に お け る シ ス テ ム 化 研 究 の 結 論 と し て ま と め た もの で,次 の 目 的 を も

って い る 。

a)限 られ た 埠 頭 ス ペ ー ス お よ び 作 業 ス ペ ー ス の 有 効 利 用

「総 合 貿 易 情 報 シ ス テ ム 調 査 報 告 書 〔ll〕 」(日 本 情 報 処 理 開 発 セ ン タ ー

昭49・3,R122～125)お よ び 「港 湾 業 務 へ の シ ス デ ム ズ ・ア プ ロ ー チ(3)j

(港 湾 研,昭 和48・3,P.3～6)に 示 さ れ た カ ー ゴ ・レ ー ン の 理 論(The

n(脇)n←)←)
TheoryofCargeLanes)}こ よ る Σsivi=ΣSlviの 実 現,す な わ ち ,港 湾

i==1i=1

に お け る貨物 の 流 れ を水 際 に お い て均 衡 せ しめ る こ と,お よ び その 均 衡 の 上

に立 って全 体 の貨 物 の 流 れ を拡 大 す る た めの トー タル ・シス テ ム で あ る。 こ

れ に よ って,港 湾全 体 の能 率 を拡 大 す るば か りで な く,関 係 す る それ ぞれ の

企 業 の 業 績 を拡 大 す る こ とが で きる。

b)業 務 の 正 確 化,迅 速 化,簡 素化 お よ び管 理 水 準 の 向 上 に ,多 大 の メ リ ッ ト

を得 る。

これ らの もの は,関 係 港 湾 業 者,特 に 海 貨,エ ゼ ン ト,検 数,検 定 の 各 業

界 を被 益 す るばか りで な く,税 関,港 湾 局 に も利益 を もた ら し,特 に業 務 の

正 確 化,迅 速 化 に よ って荷 主 お よび船 社 に もた らす 金 利 負 担 の 軽 減 お よ び在

港 船 費 の 軽 減 は,大 きな もの で あ る。

c)輸 出入 業務 経 費 の コ ス トダ ウ ン

輸 出入 業 務 処 理 の 全 体 的 経 費 に 対 す る コ ス トダ ウンを実 現 す る。
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この シ ス テ ムに よ って,輸 出入 貨 物 処 理 お よ び ドキ ュメ ン テ ー シ ョン経 費

を引 下 げ るこ とが で き る。

d)国 際 的 標 準 の ス タ ン ダ ーズ に順 応 す る。

今 や 国 際的 に 貿易 事 務 の 簡 素 化,シ ステ ム 化 が 進 め られ て お り・ 国 際 的 ス

タ ンダ ー ズ に順 応 す る こ とに よ って,多 くの メ リ ッ トを得 る こ とが で きる 。

e)メ リ ッ トの合 理 的 配 分

この シ ステ ムの 各 ス テ ップ よ り生 じる メ リ ッ トは,.必 らず し も関係 業 者 に

均 一 で は な いの で,シ ス テ ム設 定 時の 議 定 書 に,メ リ ッ トの 合 理 的配 分 を規

定 し,関 係 す る それ ぞ れ の 業 者 が,公 平 な メ リ ッ トを得 る こ と を 目的 とす る。

f)以 上 の 諸条 件 に もとづ き,セ ン タ ー加 盟 各 社 の ア プ リケ ー シ ョ ンシ ステ ム

に,セ ン ターの ス タ ン ダ ー ズ を組 入 れ,ま た は シ ス テ ム を提 供 す る こ とに よ

って,そ れ ぞれ の 関 係 者 お よ び企 業 利 益 を拡 大 す る こ とを 目的 とす る。 更に

関係 官 庁 との イ ンタ フ ェー ス を 確立 し相 互 の 利 益 を は か る 。

零

港湾全体の貨物の流れの均衡 と拡大,ス ペースの有効利用

メ リ ッ トの 合理 的 配分

セ ンタ ー加 盟各 社 の

利 益 の拡 大 ・関係 官

庁 とのインターフェース 合
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2.1.2輸 出入 情 報処 理 セ ン ター の 意義

この セ ンタ ーは,関 係 業 者 に対 して,輸 出入 業 務 の 自動 化,機 械 処 理 の手 段 を

提 供 し,既 に コ ン ピ ュ ー タ を導 入 して い るそれ ぞれ の 企 業 に対 して は,そ れ ぞ れ

の 自社 シ ス テ ム をサ ポ ー トす る。 各社 が必 要 とす る デ ー タの 共 同利 用 を 目的 と し

て い るの で,処 理 基 準 お よ び コー ド等 は統 一 され る。 既 に コ ン ピ ュー タ を導 入 し

て い る企 業 は,こ れ らの ス タ ン ダ ーズ を 自社 シ ステ ムに 組 み入 れ る こ とに よ って,

この セ ンタ ー を容 易 に利 用 す る こ とが で き る。

a)オ ンラ イ ンま た は オ フ ラ イ ンの デ ー タベ ー ス

b)フ ァイ ルの 共 同利 用

c)処 理 基 準(ス タ ン ダ ーズ)の 設 定

d)標 準 帖 票 お よ び コー ドの 使 用

e)す べ て の 関 連 業 者 が 使 用 で き るよ うな ハ ー ド,ソ フ トの イ ン タ フ ェ ー ス

f)小 規 模 業 者 に対 す るサ ー ビス セ ン タ ーの 設 置

g)国 内国 外 へ の ネ ッ トワ ー ク(諸 官 庁,管 理 者,諸 企 業)

h)低 れ ん な コス トに よ る処 理 の 自動 化

i)機 密 保 護 お よ び プ ラ イバ シ ーの尊 重

これ らの 基 本 原 則 に もとづ き,セ ン ターは 関連 す る ネ ッ トワー クの 中心 的 存在

と して,全 般 的 な シス テ ム ・コ ン トロ ール を行 い,そ れ ぞ れ の トランザ ク シ ョン

は,す べ て記 録 保 管 され る。

本 調 査 を実 施 す る に 際 し,港 湾 業 務近 代化 研 究 委 員会 と し て多 数 の 方 が た の ご

支 援 を い ただ く と と もに,下 記 の 方 が た に は特 段 の ご協 力 に 預 りま し たの で,こ

こに 謹 ん で 厚 くお 礼 申 し あげ ます 。

柴 田 茂(向 南 運 輸 ・横 浜 営 業所 長)

小 永 井 潔(丸 全 昭 和 運 輸 電 算室 長)

峰 昌 則(日 本 貨 物 検数 協 会 シス テ ム室 係 長)

岩 沢 幸 四 郎(日 本 海 事 検 定 協 会 横 浜 支 部 検量 課 主 任)
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輸 出入 業務情報処理 セ ンター

ネ ッ ト ワ ー ク構 想 図

海貨通関業者
(タ ーミナル)

シ ツパ ー

(バ ッチ)

シ ツパ ー

(タ ー ミナ ル)

シ ツ パ 」一

(バ ッ チ)

大 手 シ ッパ ー

(オ ン ライ ン

海貨通 関業者
へのサ ービス ●

センター

大規模海貨およ
びエゼン ト業者

(嘉肴ヒユづ

(注)本 チ ャー トは大黒埠頭 における輸出入

情報 システム(民 間企業 ペ ース)の 延

長 として作図 した もので,大 黒埠頭以

外 で も使用することがで きる。

①お よび②は同一であ って もよい。

輸出入情報

タ

横 浜 市 港

情報 センター

癖

一62一

8

●

●



五十嵐 請(日 新運 輸倉庫社長室課長)

神 谷 鎮 光(新 日本検 定協会横浜支部検量 課長代理)

遠 藤 義 宏(丸 金 昭和運 輸電算室課長)

2.2設 計上 の 前 提

o

■

海 運 貨 物 取 引 情 報 シス テ ム は,企 業 と官 公庁 諸 団 体 の 多 角 的 利 用 を 目指 す 地 域

的 情 報 シス テ ムで あ り,か つ 国 内 的 国 際 的 な リ ンク を も志 向 して い る 。 した が っ

て 現 実社 会 の 諸利 害 が 鋭 く反 映 し やす い 。 その た め,基 本 的 な 前 提 は,現 実 の諸

企 業 や官 公庁 諸 団 体 が 共 通 して 利 便 を享 受 で きる もの で な けれ ば な らず
,し か も

相 互 に阻 害 しあ う関 係 を生 み 出 して は な らな い とい う点 で あ る。

この た め① 企 業 活 動 の 独 立 性,固 有 性 が遵 守 され な けれ ば な らな い わ けで あ る
。

また② 提 供 され るデ ー タに よ り利 便 を従 前の ビジ ネスの あ り方 よ り多 大 に受 け

る者 は,そ れ に相 当す る対 価 を支 払 わ れ な けれ ば な らない こ と も当然 で あ って,

メ リ ッ トが 不 均 等 不 平 等 に 配 分 され ない よ うに シス テ ム参 加 の 条件 と して 設定 さ

れ る必 要 が あ る。 た だ し この 問 題 は ビジ ネスの 問 題 を多 く含 む の で ,本 調 査 で は

問 題 の 所在 点 と して指 摘 す るに 留 め る。

③ 情 報 シス テ ムの 構 築 は,既 存 の ビジ ネス の あ り方 に 対 し,変 更 を迫 る要 請 を

も って い る 。単 純 化 簡 素 化 な ど が そ の 理 由 で あ る。 しか し現 実 の 企 業 活 動 や 諸 法

制 を変革 して行 く必 要 は認 め つ つ も,勝 手 に現 実 をつ く り変 え て ,設 計 を行 うこ

とは,本 来 の シス テ ムが 寄 るべ き基 盤 を失 うだ けで あ って ,期 待 す べ き成 果 は 薄

くな って しま う。 そ こで 設 計 上,E-01か らE-10を 対象 と して ,そ れ ぞ れ

の 現 実 の ビジ ネ スの 姿 との 対 比 で は,い ず れ も,現 実 の ビジ ネ ス そ の もの か ,そ

れ を一 歩 出 た とい った段 階 へ と展 開 す るに 留 めて い る。現 実 の ビジ ネ ス と この シ

ス テ ムの 依 拠 す る ビジ ネ スの 姿 を別 項 に お いて描 写 して
,そ の メ リ ッ トが どの よ

うな もの で あ る か を述べ て お きた い 。 ま た,ど の よ うな点 で法 制 度 に 抵 触 し ,法

改 正 を必 要 とす るか を述 べ て お くこ と と した い。



④ シ ステ ム は,あ くま で プ ロ トタ イプ な い し概 念 的 な もの で あ る。

⑤ シ ステ ム の 組 織 と コ ス ト ・パ フ ォー マ ンス は,51年 度 調 査 事 業 の成 果 を前

提 と して い る 。

⑥ シス テ ム を支 え る輸 出 入 情 報処 理 セ ン タ ーの 機 能 は 企 業の 独 立 性 を原 則 とす

る以 上,セ ンタ ーCPUと 業 社CPUの 関係 か ら,業 社CPUの 源 デ ー タ を入 力

加 工 し,セ ン ター ヘ フ ァイ ルす る 。 こ うして セ ン タ ーの フ ァイ ルは加 工 済 み デ ー

タを 含 む単 一 物 とな り,企 業の 独 立 性 保持 の 基 礎 とす る こ とが で き る。 したが っ

て セ ン ターの 機 能 の 特 徴 は,

デ ー タの 転 送 交 換 機 能

デ ー タの マ ー ジ機 能

デ ー タの 集 積 機 能 あ るい は 集 合機 能

ア プ リケ ー シ ョン ・プ ロ グ ラ ムに対 す る デ ー タの 独 立 性,エ ン ド ・ユ ーザ ー

に対 す る対 話 性

その 他 業社 のEDP処 理 に 係 わ る サポ ー テ ィ ン グ機 能 な どで あ る 。

⑦ 利 用 上,受 益 者 負 担 の 原 則 に 立 ち,端 末 機 利 用 は,共 同 利用 で き るが,専 用

使 用 した い場 合 も認 め る こ とに して い る。 どこ に お い て も,使 用 要件 を備 え た者

は,端 末 機 を利 用 で き る と想定 して い る。

⑧ 証 明,証 拠 等 に 関 す る ドキ ュメ ン テ ー シ ・ンは,必 ず 様 式 帖 票 と して 出 力 す

るこ とに して い る 。(こ れ は発 行 主体 の責 任 を 保 障 す るた め)

⑨ デ ー タ ・ベ ー ス の 技 術 基盤 に 立 って い るが,シ ス テ ムの 論 理 的 な展 開 を明 確

にす る ため に,論 理 的 な表 現 を と って い る 。

⑩ デ ー タの セ キ ュ リテ ィに は,関 係 者 の 範 囲 の 限定,イ ン プ ッ ト ・デバ イスの

確認,オ ペ レー タの 資 格 確 認 に よ って行 われ る こ と と し て い る 。 また処 理 の トレ

ー ス(追 跡 監 査)は 当然 含 まれ る。・

⑪ キ ー ・コ ー ドの 中 で,InvoiceNo.の 位 置 づ け は,本 シス テ ムで は 最 も特

徴 的 な 点 で あ る 。現 状 は,全 く任 意 に 表 示 され て い るが,国 際的 に標 準 化 され る

機 運 に あ る こ と を考 慮 し,主 要 な キ ー ・コ ー ドと した 。 もし当 面実 用 化の 見 通 し
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が 出 て こ な けれ ば,海 貨 コ ー ド及 び シ ョ ッピ ン グ ・イ ンス トラ ク シ ョン番 号 の 組

み 合 わ せ に 置 きか え られ れ ば,利 用 で き る こ とに な る。

本 調 査 の 課 題 と され た フ ァイ ル構 造 に つ い て,「 入 出力 フ ァイ ルの デ ー タ項 目

一 覧 表 」 を検 討 の 結 果,得 たが セ ンタ ーが 保有 す る フ ァイ ル上 の ア イ テ ムは,ユ

ー ザ ーの 個 有 の フ ァイ ル上 の アイ テ ム とは ,切 り離 され てお り,内 容 的 に は,セ

ンタ ー の 保 有 す るデ ー タは,ユ ー ザ ーの 処 理結 果 として デ ー タ が送 られ て く る と

い う関係 に 置 か れ て い て,ユ ー ザ ー の デ ー タが その ままの 姿 で,転 送 され る こ と

は考 え られ て い な い 。 もち ろん,全 く処 理 を し ない で 単独 に転 送 ・交 換 され る場

合 の 方 が 大 多 数 で は あ る 。そ して,一 覧 表 の ア イ テ ムは,こ の シス テ ムの 論 理 的

な 姿 と して,完 全 で あ るか とい えば,い うまで もな く今 後 実 情 に合 わせ,取 捨 選

択 され る よ うに な る もの で あ って,決 し て充 分 な もの で は な い 。

2.3設 計 作 業 の課 題

●

昭 和51年 度 委 託 事 業 の 継 続 と して,海 運 貨物 取 引情 報 シス テ ムの 設 計 で は,

以 下 の 各 項 が 課題 とな って い た 。

1)CargoInvoiceSet(輸 出 貨物 送 り状 等)の 帖 票の デ ザ イ ン,お よ び デ

ィス ク リ プ シ ョンの 確 定

2)シ ェ ッ ド ・マ ス タ ー ・フ ァイル の 構 造,お よび 関連 業界,関 連 官 庁,港 湾

管 理 者 との イ ン タ フ ェ ー ス

3)シ ッ ビン グ ・イ ンス トラ ク シ ョ ンを キ ー として,シ ェ ッ ド ・マ ス ター か ら

ドキ ュメ ン テ ー シ ョンお よ び ロ ー デ ィ ング ・マ ス タ ーへ の展 開

4)ロ ー デ ィン グ ・マ ス タ ーか ら船 積 み 関連 業 務 へ の 展 開

以 上 の う ち,52年 度 は 特 に1)～3)に つ い て詳 細 に 検 討 した 。

この 部 分 は,ビ ジ ネス 的 側 面 よ り眺 め れ ば,輸 出者 が 輸 出取 引 の 成 立 後,も し

くは そ の 成 立 に 先 立 って,輸 出船 積 み され るべ き貨 物 を港 湾 に 向 けて 発 送 す る段

階 か ら,そ れ らの 貨物 が 特 定 の 保 管 場 所(保 税 上 屋 な い しそ の 類 似 の 保 税 施 設)
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に 蔵 置 され,そ の 間 に 特 定 本 船 へ の 船 積 み の 予 約(ブ ッキ ン グ)を な し,輸 出 通

関手 続 きを 行 い,船 社 へ 船 積 み手 続 きを な し,通 関 完 了 後,輸 出 貨物 が 保 管 場 所

を 離 れ て,本 船 々側 へ 向 けて 出発 す るま で の過 程 を含 む 諸 段 階 を指 して い る。

この 諸 段 階 を ビジ ネ スの 現 状 に対 応 させ て コ ン ピ ュー タ処 理 に転 換 区 分 す る と,

次 の とお りとな る。

E-01貨 物 受 付 処 理

E-02受 注 処 理①

E-03受 注 処 理②

E-04

E-05

E-06

海貨業者の責任 におい て,輸 出 され るべ き貨物 を

受 け取 り,特 定保 管場所 に保管す る業務処理

輸 出者 またはその代理人が船会社に対 して行 った

船積 み予約の 内容 を輸出入情報処 理セ ンターへ登

録,特 定 の委任 関係に あ るエゼン ト,検 数が その

内容 を適時利用 す る業務処理 。

輸 出者 よ り通 関船積 みの委託 を受 けた海貨業者が,

輸 出取引情報 を受 け と り輸出申告書並 びにB/L

を主 とす る通 関並びに船積 みに係わ る書類作成準

備お よび作 業準備 の業務処理

S/O,B/L作 成処理

海貨業者が作成 す るS/0,B/Lの 生成業務処

理

船積 計画処理①S/0を 受付 けた船社 によ って ローデ ィング ・リ

ス ト内容 が作成 され る業務処理

船積 計画処理② エゼ ン ト,船 社,検 数が貨物種付計画 を決 め るの

に必要 な荷 役計画資料 を作成す る業務処理

E-07通 関処 理①

E-08通 関 処 理②

E-09荷 受 連 絡 処 理

海貨 業者 が輸出 申告書 を作成す る業務処理

税 関が通 関審査の進行状況 をセ ンターへ登録 す る

ことによ り海貨業者 が利 用 を図 るほか,税 関に と

って も統 計 デー タを利用 で きる業務処 理

エゼ ン トが海貨 に対 して輸出貨物 の受取 りを予告
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し,海 貨 業 者 は 作 業 部 門 へ 作 業 の依 頼 を行 う業 務

処 理

E-10出 庫 処 理 海貨 業者 が 貨 物 の 出 庫 を指 示 し,そ の結 果 を書 類

に作 成 す る業務 処 理

以 上 の10の 処 理 を包 括 す る情 報 シス テ ムに必 要 な フ ァイ ル,イ ン プ ッ ト,ア

ウ トプ ッ トの イ メ ー ジ化,ロ ジ ック,デ ー タの 展 開 と説 明,シ ステムを支 え る輸 出

入 情 報処 理 セ ン タ ーの 機能 と任 務 を明 らか にす る こ とが,本 調 査の 主 た る課 題 と

な すべ き点 と思 われ る。

次 に設 計 上 の 諸 条 件 を列 挙 し,か つ そ の理 由 を簡 単 に 述 べ て お くこ と とす る。

2.4本 システムの 依 拠 す る ビジネスの姿 とメ リット,及 び制 度 上 の 問題点 点

■

(1)E-01(貨 物 受 付 処 理)

こ の 段 階 で は,貨 物 保 管 場 所 が 予 め 決 ま っ て い る 点 が特 徴 で あ る。現 実 に

は,貨 物 の 保 管 先 が慣 行 化(荷 主 別,品 目の特 性 別)し て い る以 外 は,新 契 約 な

い しは営 業 管 理 担 当部 課 の 指 図 に よ らな けれ ば,保 管 先,搬 入 先 は不 明 で あ る。

時 に は,営 業 管 理 機 能 の あ る事務 所 に 一 旦立 ち寄 って,指 図 書 を受 領す る必 要 さ

え もあ る。本 シ ス テ ムで は,こ の 入 庫 指 図 の シス テ ム化 は 避 け,極 力,管 理 機 能

と保 管 機 能 とが一 致 す る よ うな体 制 を つ く り出す こ と を念 頭 に お いて い る。

以 上 の 外 は,検 定 機 関 のCPUの 機能 とデー タの取 扱 い は,ほ ぼ現状 に即 して

お り,現 行の 入庫 検 定 で も,輸 出貨 物 の 約70%の カ バ ー は可 能 とみ られ てい る。

(2)E　 02(受 注 処 理 ①)

こ の 処 理 は,現 実 に は,船 社 内 業 務 で あ って,シ ス テ ム 化の 対象 と した の

は ・ ロ ー デ ィン グ ・マ ス タ ーへ の展 開 を考 慮 した た め で あ る 。 ま た エゼ ン トが手

渡 しで 受 け取 って い る ブ ッキ ン グ ・リス トが,任 意 に取 り出 せ るの が 特 徴 で あ る。

ビジ ネス の 建前 か らは,船 社 の 協 力 な しに は 成 り立 た な い が,逆 に 船社 は,E-

04に お け るB/Lデ ー タ をM/Tで セ ン ター よ り受 領 で き る とい う メ リ ッ トが
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含 まれ てい る 。

(3)E-03(受 注処 理 ②)

海貨 業 務 の 中枢 の処 理 で あ るが,現 状 の 業務 処 理 の う ち,ブ ッキ ン グ確認,該

当 貨物 の 入 庫 状 況(荷 揃 い確 認)を シ ステ ム化 し,さ らに,後 続 の ドキ ュメ ンテ

ー シ ョン業務 へ とつ な い で い る 。

ブ ッキ ング確 認,荷 揃 い 確 認 の 業 務 は 通 常,電 話 に よ る確 認 か,入 庫 報 告 書

(検 定 機 関作 成 の もの で,本 シ ス テ ムの もの で は な い)を 手 で 繰 って,該 当貨 物

を探 し出 して い る。

S/0ス リ ップ,CLM発 行 の 処 理 は,現 行 通 りで あ る。

集 荷 情 報は 本 シ ス テ ムの 特 色 で あ って,荷 役計 画 の 予 測 に エ ゼ ン トが 活用 で き

る。

(4)E-04(S/0,B/L作 成 処 理)

フ レー ト算 出 は フ レ ー トの レー トを選 択 で きれ ば 可 能 で,特 定 品 目 フ ァ イル を

用 意 す れ ば,あ る程 度 実 用 化 で きる 。 しか し,同 盟 タ リ フの 流 動 性 か らみ て,こ

の 処 理 で は,単 に計 算 処 理 の み と し,レ ー トの 選 択 は,従 来 通 りと した 。 ま たB

/L,S/Oは 海 貨 の 手 許 に 出 力 して い る こ と も,現 状 ビジ ネ ス通 りで あ る。

この 処 理 の 特 徴 は,セ ン タ ーがB/Lデ ー タを船 社 別,船 名 航 海 番 号 別 に 仕 訳

し,フ ァイ ル媒 体 に 落 して,そ れ を船 社 に 渡 し,船 社 内 業 務 へ の 展 開 を可 能 に し

た こ とで,デ ー タの 再 入 力 の 必 要 が な くな った こ とで,こ の 効 果 は 大 きい とい え

る。

(5)E-05(船 積 計 画 処 理 ①)

船 社 がS/O発 行 時 にS/O番 号 を指 定 す る こ とに よ り,ブ ッキ ン グ ・フ ァイ

ル と照 合 して,S/O内 容 が ロ ーデ ィン グ ・マ ス タ ー ・フ ァイ ルに 新 た に書 き込

まれ る。全 く新 しい業 務 処 理 とは い え な いが,船 社 内 業 務 の 省 力 化 と と もに,手

交 され て い る ロー デ ィ ン グ ・リス トが 任 意 に関 係 エ ゼ ン ト,検 数 の 手 許に落 ち る

とい う点 が特 色 で あ る。

(6)E-06(船 積 計 画 処 理 ②)

一68一

タ

●



`

現 状 は 完 全 に手 作 業 と関 係 者 協 議 で 進 め られ て い る業 務 処 理 で あ る。現 実 的 な

シ ス テ ム化 と して は,荷 役計 画 資 料 を取 り出す 過 程 と し,デ ー タ収 集 上 は,テ レ

ッ クス,電 話 に よ るほか,国 内 ・国 外 で 本 シス テ ム と同様 の ネ ッ トワー クが 形 成

され る段 階 で は,デ ー タ伝 送(特 に 他 港積 み情 報)が 容 易 とな り,関 係船 社 か ら

毎 回聞 きと る とい う手 間 は失 くな って し ま う とみ られ る。 エ ゼ ン トは ス トウ ェー

ジ ・プ レ プ ラ ンを作 るに 当 た り,荷 役 計 画 資料 が 活 用 で き,か つ 作 業 計 画 が 容 易

に な り,E-09へ と展 開 で き る。

(7)E-07(通 関処 理 ①)

輸 出申 告書 作 成 業 務 を展 開 して,E/Dを 作 成 す る ほか に,そ のE/Dデ ー タ

をE-0.8の 税 関側 の 内部 統 計 処 理 に 応用 で きる よ うに しよ う とした 点 が,こ の

処 理 の 特 色 で あ る。貨物 の 搬 入確 認 も,荷 揃 い確i認の 結 果の 応 用 で あ り,将 来税

関 が 該 当貨 物 の 保 税 地 域 の ど こに 正 しく蔵 置 され て い るか を 確 認 しよ うとす る際

に も,応 用 で き る。

(8)E-08(通 関 処 理②)

E-07と 関 連 して い る処 理 で は あ るが,現 実 の ビジ ネス に は 存 在 しな い 。 こ

れ を実現 す る た め には 税 関 の 協 力 が不 可 欠 で あ り,関 税 法 関係 の 一 部 改正 整 備 は

必 要 とな ろ う。 この 通 関 審 査 の 進 行 状 況の 迅 速 な る キ ャ ッチ は,税 関 へ派 遣 され

る海 貨通 関 業 者 職 員の 著 しい省 力化 を もた らす もの と期 待 され て い る。

E/D許 可 デ ー タは,税 関側 の 審査 結 果 の 記 録 と して,統 計 的 に 利用 で き るよ

うセ ン ターか ら渡 され る。

(9)E-09(荷 受 連 絡 処 理)

て の 処 理 は 現 状 は,ほ とん どは電 話 連絡 に 依 存 して い る。 そ れ に対 し,出 庫 依

頼 書,作 業 依 頼 書 とフ ォー マ ッ トの 定 ま った形 で,デ ー タ 内容 の 送 受 が行 われ る

こ とか ら,企 業 間 の責 任 の 所 在 を 明 らか にで きる ほか,内 容 の 機 敏な改 頁が 正 し

く伝 達 され る とい うメ リ ッ トが 生 じ る こ とに な る。

⑩E-10(出 庫 処 理)

海 貨 の 業務 で あ る出庫 指 図 は,電 話,メ モ,あ るいは 出 庫 指 図 書(検 定 機 関 が
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用 意 して い る もの で,本 シス テ ムの もの で は な い)を 用 い て行 われ て い るの が 現

状 で あ り,こ の 業務 処 理 を シ ス テ ム化す る こ とに よ り,出 庫 報 告(搬 出 届),エ

ゼ ン トへ の 出庫 通 知 を送 る こ とが で き る 。在 庫 管 理 も可 能 とな る。

2.5業 務 処 理 の 設 計概 要及 び フ ローチ ャー ト

設 計 の 手 順 は51年 度 事 業 の 輸 出 業務 の 概 要 の 見 直 しか ら開 始 し,本 シ ステ ムの

性格 規 定 を課 題 の 趣 旨 に 従 い ・整 理 した 。論 理 的 な 設 計 に お い て 発 展 とな った 主

な点 は,以 下 の とこ ろ に あ る。

① カ ー ゴ ・イ ンベ ン トリ ・フ ロ ーな い し,れ に 照 応 す る貨物 管 理 シス テ ム と

ドキ ュメ ン テ ー シ ョン ・フ ロ ーな い しこれ に照 応 す る ドキ ュメ ンテ ー シ ョン

・シ ス テ ムの 統 一 を 目指 し
,し か も処 理 内容 を 単 純 化 した 。

② 実 用 化 の た め の 企 業 間,異 業種 間の 調 整 に 十 分 配 慮 し検討 を深 め た 。

業 務処 理 ご との 前 提 条 件 は,処 理 作 業 の 位 置 づ け を時 間(タ イ ミン グ)業

務処 理 の相 互 の 関係 を織 り込 んで 設 定 して い る。

処理 概 要 は手 順 を示 して い る。

フ ロー チ ャー トと各 業務 処 理 とは 対 とな って い る。

フローチャー トの 表 記 は端 末 機 で 画一 的 に 同 一 機能 を有 す る イ ンテ リジ ェ ン

ト・ター ミナル とし・入 出力 機 能 は 多 様 で あ り,か つ 諸 帖 票 の 出 力 は いず れ も

可 能 と して い る。 セ ン ター 内に はCPUの 他 論 理 的 な フ ァイル を表 示 し,あ

わせ て矢 印 を も って デ ー タの 入 出力 を示 し,あ るい は 対 話 を示 した 。 セ ン タ

ー とタ ー ミナル との接 点 に あ る ○ 印 とその 中 の 英 文 字 は ,ア クセ スす る フ ァ

イ ル名 の 略記 号 で あ って,そ れ は 次 の とお りで あ る。

⑧ シ ェ ッ ド ・マ ス ター ・フ ァイ ル

⑧ ブ ッキ ン グ ・フ ァイ ル

⑪ ドキ ュ メ ン ト ・フ ァイ ル

① ロ ー デ ィン グ ・マ ス タ ー フ ァイ ル

ー70一

♪

◆



`

⑯ 検 定 フ ァイ ル

異業 種 のCPUあ る いは 各 企 業 で 保有 して い る ホス トCPUと の 関係 で は,

検定 機 関 のCPU及 び それ を基 礎 と した検 定 シス テ ムの 利 用 が,輸 出船 積 み

に お い て は,特 別 に 重 視 され るた め,特 に セ ン ターの 前 に お い て ,そ の 位 置

を示 した 。 これ は,企 業 活 動 の 独 占 性 を示 す ばか りで な く ,他 の 企 業 のC

PUな い し シス テ ムで,セ ン ター を介 し て結 び あ う場 合 の それ ぞれ の役 割 を

暗 示 した もの とい え る 。

E-01貨 物 受 付 処 理

前 提 条 件

1)搬 入 先(上 屋 名,ス ペ ース の有 無)が 決 ま って い る 。

2)入 庫 時 に 検 量 が 実 施 され る 。

業務 処 理 の概 要

1)マ ス タ ー シ ー トの コ ー ド欄 を海 貨 あ るい は その 代 理人 が記 入 す る。

2)マ ス タ ー シー トの 内容 を端 末 機 に よ って入 力 し,シ ェ ッ ド ・マス ター ・フ

ァイ ル を作 成 し,入 庫 原 票 及 び は い票 を出 力 す る。(貨 物 受 理 画 面)

3)施 検票 に よ って,検 定 機 関 は,入 庫 時 に 検量 を行 い ,検 量 結 果 を 検量 シ ス

テ ム へ入 力 す る。(検 量 デ ー タ画 面)

4)検 量 シス テ ムに お い て,上 記 入 力 に よ りデ ー タ処 理 を行 う。 入 庫番 号 を キ

ー と し て ヘ ッダー部 は セ ン ター よ り転 送 され る
。

5)そ の 処 理 結 果 は,セ ンタ ーの シ ェ ッ ド ・マス タ ー ・フ ァイル に転 送 され る 。

6)入 庫 報 告 書,搬 入届 は,海 貨 の 端 末 機 を 通 じ,出 力 し う る。
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E-01貨 物受付処理

Cargo
Invoice

l

l

貨物受付

海 貨

そ螂

㊨

海 貨

地 検 票
(検量結果)

一夕

検 定

定

CPU

⑧

入庫報告書
(

検 定

F輌le

海 貨

セ ン タ ー

⑤

⑤

◎

◎

CPU

「

(s闇

1

E-02受 注 処 理①

前 提 条件

1)ブ ッキ ン グ締 切 と同時 に,船 社 よ りブ ッキ ン グ情 報 を も ら う。

2)貨 物 の 予 約 情 報 とみ な す 。

業務 処 理 の 概 要

1)船 社 に よ り,ブ ッキ ン グ情 報 をM/Tそ の 他 で入 力す る。(ブ ッキ ン グ情

報 画面)

2)ブ ッキ ン グ ・リス トを エ ゼ ン トに 出 力 す る。

3)S/0ナ ンバ ー確 定 段 階(E-05処 理 後)で,消 し込 み をす る 。
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⑨

E-02受 注 処 理①

⇔
フツ ング

情 報

船 社

ブッキング

リス ト

エゼン ト

E-03受 注 処 理 ②

前 提 条 件

1)海 貨 は,輸 出 者 よ り諸手 続 きに必 要 な 時 間 的余 裕 を も って,輸 出 船積 み 書

類(S/1,イ ンボイス,P/L,⇔E/D,E/L,他 法 令 許 可 証)を 受 け

取 る。

2)貨 物 は,入 庫 積 み ま た は未 入 庫 の 状 況 が あ る 。

3)直 貿 メ ー カ ー等 で,イ ン ボ イ ス ・ナ ンバ ー あ るい は コ ン トラ ク ト ・ナ ン バ

ー 等の 通 し番 号(レ フ
ァ レン ス ・ナ ンバ ー)で,貨 物 入 庫 時点 で 明 確 な もの

は,シ ェ ッ ド ・マ ス タ ー ・フ ァイルへ 入 力 済 み で あ る。

業 務 処 理 の 概 要

1)船 積 み書 類(S/1,イ ンボ イ ス,P/L,⑧E/D,E/L,他 法 令 許

可 証)に よ って,ド キ ュメ ン ト ・フ ァイル へ 入 力 す る。 入 力 時 に必 要項 目に

つ い て は,コ ー ドを参 照 す る こ とが 必 要 で あ る。(ド キ ュ メ ン ト画 面)

2)受 注 作 業 の 遂 行 の た めに 必 要 な 作 業指 示 書 を出 力 す る こ とがで きる 。配 布

先 は 次 の 関 係 先 が 想定 され る 。

a)B/Lセ ク シ ョン
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b)通 関 セ ク シ ョ ン

c)現 業 各 セ ク シ ョ ン(社 内,社 外 と も)

3)ブ ッ キ ン グ 確 認 の た め,ド キ ュ メ ン ト ・フ ァ イ ル の ブ ッキ ン グ ・ナ ン バ ー

は 自 動 的 に ブ ッキ ン グ ・フ ァ イ ル を 検 索 し,チ ェ ックす る 。チ ェ ック項 目 と し て

a)ブ ッ キ ン グ ・ナ ン バ ー

b)シ ッ パ ー

c)本 船 名

d)品 名

e)数 量

f)仕 向 地

g)海 貨 名

h)エ ゼ ン ト名(ブ ッキ ン グ 確 認 画 面)

4)輸 出 書 類 上,ブ ッキ ン グ ・ナ ン バ ー の な い もの に つ い て は,ブ ッキ ン グの

確 認 が 必 要 と な る 。 そ の 時 に,'

a)海 貨 名

b)本 船 名 ・航 海 番 号

c)シ ッ パ ー 名

を キ ー と して,そ れ に 該 当 す る デ ー タ を ブ ッキ ン グ ・フ ァ イ ル か ら デ ィ ス プ

レ イ に 呼 び 出 し,そ れ に よ っ て ブ ッキ ン グ ・ナ ン バ ー を ドキ ュ メ ン ト ・フ ァ

イ ル へ 付 加 す る 。(ブ ッキ ン グ 確 認 画 面)

5)該 当 す る デ ー タ が な い 場 合 に は,電 話 等 に よ りブ ッキ ン グ の 確 認 を 行 い,

ブ ッ キ ン グ の な さ れ て い な い 場 合 は,船 社 に ブ ッキ ン グ デ 一 夕 の 入 力 を 依 頼

す る 。

6)レ フ ァ レ ン ス ・ナ ン バ ー の あ る 貨 物 に つ い て は,イ ン ボ イ ス ・ナ ン バ ー を

キ ー と し て,ド キ ュ メ ン ト ・フ ァ イ ル か ら シ ッパ ー,マ ー ク,仕 向 地,品 名

等 の 項 目 を 画 面 に 表 示 す る 。 さ らにP/Lの リ フ ァ レ ン ス ・ナ ン バ ー を 入 力

す る こ と に よ って,シ ェ ッ ド ・マ ス タ ー ・フ ァ イ ル の リ フ ァ レ ン ス ・ナ ン バ
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S/1

その他

作業指示書

P/L

(リフア`ンス

夙
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E-03受 注 処 理 ②

ぐキュメン ト

S/1

海 貨

海 貨

フッキング

検索/確 認

海 貨

入庫 データ

抽 出

海 貨

入庫 デ ータ

抽 出

検 定

検 定

CPU

K
「

` 検 定

File

＼

⑧
検 定

集荷情報

エ ゼ ン ト

セ ン タ ー

①

⑤

◎
⑧

◎
◎

①
◎

◎
◎

◎
⑤
⑧

CPU

L

Shed

Master

7

/
1

/
lBookingl

＼

〆

＼

.

～

DOcumen

File
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一 と照 合 し ,入 庫 番 号,個 数,重 量,メ ジ ャー等の 各 項 目 を画 面 に 出力 し,

荷揃 い を確 認 す る。

よ って 未入 庫(シ ェ ッ ド ・マ ス タ ー ・フ ァイル に デ ー タの な い もの)は,

入庫 ナンバー以下の 項 目は,検 索 して も表示 されな い。(入 庫 デー タ抽 出画

面)

7)レ フ ァレ ンス ・ナ ンバ ー の な い貨 物 は,

a)海 貨 名

b)シ ッパ ー

c)仕 向地

d)保 管 場 所

をキ ー と して,該 当 す る貨 物 の す べ て を シ ェ ッ ド ・マ ス タ ー ・フ ァイル か ら

取 り出 し,画 面に表示 し,該 当 貨物 を判 断 して,チ ェ ック欄 に 該 当 貨物 で あ る

ことを表示す るフラ ッグを立 て る。(入 庫 デ ー タ抽 出 画 面)

8)貨 物 の 入 庫 単 位 を分 けて そ の1部 を船 積 み す る場 合 に つ い ては,シ ェ ッ ド

・マ ス タ ー ・フ ァイ ル よ り取 り出 した 項 目(入 庫番 号,個 数,重 量,メ ジ ャ

ー 等)に ケ ー ス ・ナ ンバ ー を加 え て,訂 正 の 入 力 を行 い,'シ ェ ッ ド ・マ ス タ

ー ・フ ァイ ルの デ ー タ を シ ッビ ン グ分(該 当 デ ー タ)と 残 し分 に デ ー タ を分

割 す る。(入 庫 デ ー タ抽 出画 面)

9)特 定 の シ ッビ ン グ分 の 荷 揃 い 状 況 を確 認す るた め,イ ン ボ イ ス ・ナ ンバ ー

をキ ーに して,ド キ ュ メ ン ト ・フ ァイ ル よ り該 当 デ ー タ を取 り出 し シ ェ ッ ド

・マ ス ター ・フ ァイ ル よ り荷 揃 い 該 当分 の デー タの 個 数,重 量 等の 合 計 バ ラ

ンスに よ って 荷 揃 い の 完 了 を判 断 す る。(ド キ ュメ ン ト画 面)

10)荷 揃 い未 完 了 の 場 合,(7)の 手 順 を行 う。

11)荷 揃 い完 了 につ い て は,ド キ ュメ ン ト ・フ ァイ ル 及 び シ ェ ッ ド'マ ス タ ー

・フ ァイルの 特 定 の シ ッ ビ ン グ分 に 該 当 す るデ ー タに 荷 揃 い完 了 の フ ラ ッグ

を立 て,シ ップ メ ン ト単位 で,該 当す る入 庫番 号 を検 量 シス テ ムの 検 量 フ ァ

イル へ 転 送 し,検 量 シス テムは,S/0ス リ ップ ま た は 検量 証 明 の発 行 に備
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え る。

12)エ ゼ ン トまた は船 社 は,自 社 扱 いの 船 積 み 予定 貨 物 の 集 荷 状 況 を知 るた め

に,シ ェ ッ ド ・マ ス ター ・フ ァイ ル及 び ドキ ュメ ン ト ・フ ァイ ル の 内容 を参

照 す る こ とが で き る。 参 照 の 内容 とし ては,貨 物 情 報 の 段 階 と して,

a)ド キ ュメ ン ト ・フ ァ イル 生 成 の 段 階

b)部 分 的 に 集荷 され て い る段 階(1B/Lの う ちに 未 揃 い分 が あ る こ と)

c)荷 揃 いが 完 了 して い る段 階(荷 揃 い 完 了の フラ ッ グが 立 って い る段 階)

の3つ の レベ ル と,機 能 的 に は

a)本 船 単位

b)海 貨 単位

c)仕 向地 単 位

の 組 合 わせ に よ って,そ れ ぞれ 参 照 で き る。(集 荷情 報 画 面)

13)海 貨 は 荷 揃 い 完 了 のP/Lに イ ンボ イス ・ナ ンバ ー 等の 必 要項 目 を付 して,

検 定 機 関(具 体 的 に は 検 量 人)に 対 してS/Oス リ ップ,検 量 証 明書 の 発 行

を依 頼 す る。

14)検 定機 関(具 体 的 に は 検 量 人)は,イ ンボ イ ス ・ナ ンバ ー を キ ー と して,

S/0ス リ ップ及 び検 量 証 明 書 の 発 行 に必 要 な手 続 きを経 そ,帖 票 を 出 力 し,

海 貨 に提 供 す る。(・入 庫 デ ー タ確 認 画 面)
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E-04S/0,B/L作 成 処 理

前提 条 件

1)S/Oス リ ップを海貨 が 入手 して い る。

処 理 概 要

1)S/Oス リ ップ よ りイ ンボ イス ・ナ ンバ ー を 入 力 し,ド キ ュメ ン テー シ ョ

ン ・フ ァイ ル を呼 び 出 す 。(ド キ ュメ ン ト画 面)

2)適 用 フ レ ー トを索 引(船 社 に確 認 す る場 合 もあ る)

3)適 用 フ レ ー ト ・コー ド(ま た は利 率)を 入 力 す る 。(ド キ ュメ ン ト画 面)

4)S/0,B/Lの 出 力 内容 を デ ィス プ レイ で 確 認 す る。(ド キ ュメント画 面)

5)S/O,B/Lセ ッ トを 出力 す る。

6)海 貨 はS/O,B/Lセ ッ トを船 社 に 持 参 し,S/Oに サ イ ンを受 け る。

7)一 定 時点(バ ッチ 処 理)に 船 社 はB/Lデ ー タ をM/Tで 受 領す るこ とが

で きる 。

ErO4S/0.B/L作 成 処 理

S/O

ス リップ
フレート入力

海 貨
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E-05船 積 み 計 画 処 理 ①
.

前 提 条 件

1)船 社 でS/O,B/Lセ ッ トが 受付 け され て い る。

処 理 概 要

1)S/O,B/Lナ ン バ ー を船 社 は入 力 す る。(ド キ ュメ ン ト画 面)

2)ブ ッキ ン グ ・フ ァイル を消 し込 み ロ ー デ ィン グ ・マ ス タ ー ・フ ァイル を作

成 す る 。

3)エ ゼ ン ト,検 数 は,ロ ー デ ィン グ ・マ ス ター ・フ ァイ ル を参 照 しなが ら
,

随 時,船 積 み予 定 情 報 と しての ロー デ ィン グ ・リス トを 出力 で きる。(ロ ー

デ ィン グ ・リス ト画 面)

E-05船 積計 画 処 理 ①

S/0 ト㌣沈

船 社

;ズ慕

エセント検数
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エゼン ト・検 数

セ ン タ
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E-06船 積 み計画処理②

前 提 条 件

1)前 港 の 本 船 積 み付 け情 報 が確 定 して い る こ と

業 務 処 理 概 要

1)エ ゼ ン トは本 船 の 他 港積 み 情 報 を電 話 ま たは テ レ ックスで 入 手 す る。

2)他 港積 み情 報 とハ ッチ 別 収 容 可 能 トン数 を入 力 し,ハ ッチ別 残 トン数,当

港積 載 可 能 トン数 を算 出 す る 。

3)仕 向地 別 に積 み 込 み トン数 を算 出 し残 トン数 を 勘 案 して ハ ッチ 番 号 を入 力

し,ブ ッキ ン グ ・フ ァイ ル ま た は ローデ ィング ・マスター ・ファイル よ り荷 役計 画

資料 を出 力 す る 。

4)荷 役 計 画 資 料 は 随 時 出 力で き る 。

E-06船 積 計 画 処 理②

他港積の
TELEXな ど

巨 砲[
1ハ ヅチ指定 」一 一 ・一戸ー

ピ ζ/

警鞭

一80一



●

E-07通 関 処 理 ①

前 提 条 件

1)ド キ ュメ ン トに 対 応 す る貨 物 の 搬 入 確 認 が 常 に 可 能 で あ る こ と

2)特 定 品 目に つ い て長 期,継 続 して輸 出 され る もの に つ いて は,取 扱 い 店 社

別 に 予 め税 関 の 了 承 を 得 て,統 計 品 目番 号 等 を フ ァイ ル化 す る こ とが で き る。

3)換 算 レ ー ト等 の 共 通 デ ー タは,セ ン タ ーに お い て事 前 に 入 力 され て い る。

4)申 告 に 当 た って は,輸 出 申 告書 は 税 関 の 所 管 窓 口へ 持 参 す る 。

業 務 処 理概 要

1)申 告 デ ー タ(申 告 税 関名,統 計 品 目番 号,輸 出 形 態 デ ー タ な ど)を 入 力す

る 。

2)輸 出 申 告 書 を出 力 す る 。

E-07通 関処 理 ①

申告 デ ータ

海 貨

搬入確認

海 貨

輸出申告書
(M))

海 貨
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E-08通 関処 理②

前 提 条 件

1)許 可 書 は,海 貨 が 税 関 か ら承 認 印 を押 した もの を受 け とる 。

業務 処 理概 要

1)税 関が,審 査 進 行 状 況,許 可 番 号,許 可 年 月 日 な ど を入 力 し,ド キ ュメ ン

トフ ァイ ル に登 録 す る 。

2)海 貨 通 関 業者 は,随 時,通 関の 進 行 状 況 を デ ィス プ レイで 確 認 で き る。

3)セ ン タ ーで は,当 日許 可 済 とな ったE/Dデ ー タ を統 計 用 と して,税 関 へ

提 供 す る。

E-08通 関処 理 ②

許可済E/D
審査状況 通関審査

税 関

審査進行
状況

海 貨

セ ン タ

D
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E-09荷 受連絡処理

前提条件

1)実 荷 役作業 日の前 日の処理 で ある。

2)本 船入港 時,バ ースな どが確定 してい る。

業務処理概要

1)エ ゼ ン トは,荷 役計画資料に基づ き,荷 役予定情報 を入 力する。

2)出 庫依頼書 を海貨 へ出力す る。

3)海 貨は,作 業依頼書 を作 業担 当会社へ出力す る。

E-09荷 受 連絡処理

荷役計画
資料

荷受
予定情報

エ ゼ ン ト

出庫依積書

海 貨

作業
依頼情報

海 貨

⌒
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E-10出 庫 処 理

前提 条 件

1)作 業 日 の処 理 で あ る。

2)前 項(E-09)の 処 理 結 果 に基 づ き,作 業 引 受 けの確 認 が な され て い る。

業 務処 理 概 要

1)出 庫 デ ー タ(イ ン ボ イ スnta,運 送 方 法,船 名 な ど)を 入 力 す る。

2)出 庫 表,出 庫 通 知,搬 出届 な ど を出 力 す る 。

F-10出 庫 処 理

出庫データ

海 貨

出庫報告
(搬出届)

海 貨

出庫通知

エ ゼ ン ト

セ ン タ ー
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2.6入 出 力 帳表 一 覧 表

処理
帳 票 名

入
出 目 的 ・ 機 能 主 な 項 目

番号 力

CARGOINVOICE 入 *港 湾の貨物受入に際し,基 輸 出 者,品 名,マ ー ク,個 数

構成 本的な貨物情報を提供す る 仕 向地,受 取人,入 庫年月 日

1.CARGOINVOICE (構 成1) 入 庫 番号,REF%,海 貨,

2.CARGORECEIPT *内 陸 ・港湾 間に おけ る貨物 リ マ ー ク,蔵 置 場 所

3.SHEDMASTER 受渡責任の証 とする(構 成

4.地 検 票 2)

*港 湾 におけ る受付 デー タを

追 加 し て,シ ェ ッ ドマ ス タ

一フ ァイルへ の入力原票 と

す る(構 成3)

E-01 *検 量指示 を行 う(構 成4)

入庫原票(は い票) 出 *現 場に対す る入庫作業の指 輸 出 者,品 名,マ ー ク,個 数

構成 示 仕 向地,受 取人,入 庫年月 日

1.入庫 原票 *貨 物はい票 として使用 入庫番号,REFERENCE%

2.は い 票 *貨 物情 報を シェッ ドマ スタ 海貨,蔵 置場所

一に登録 した証 とす る

検量 デー タ(画 面) 入 *検 量 システムに対す る検才 海貨名,蔵 置場所,入 庫番 号,

量 測定デ ータの入力 品 名,マ ー ク,デ ィメ ン シ ョ
'

ン,リ マ ー ク

入庫報告書(搬 入届) 出 *荷 主 ・監督官庁に対す る報 入庫原票の各項目の他に容積,

告 重量,本 船名

ブ ッキ ング情 報(M/T) 入 *船 積予約貨物の明細把握 本船名,VOY倣,積 込 港

E-02 ブ ッ キ ン グ ・ リ ス ト 出 *海 貨に対す る貨物追出し用 入港年月 日,BOOKING%,

楡

の資料 輸出者,海 貨,品 名,数 量,

*本 船横付計画の作成資料 仕 向 地,リ マ ー ク

SHIPPINGINSTR一 入 *滋 賀に対す る的確な作業指 輸 出 者,海 貨,品 名,マ ー ク,

UCTION他 示 数量,本 船名,仕 向地,荷 受

*海 貨の作業遂行に必要な ド 人,請 求先,フ レー ト支払 条

キ ュメ ン トの提起 件,リ マ ー ク

E-03 *ド キ コメ ン トフ ァイル の 作 成
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処理 入
帳 票 名 出 目 的 ・ 機 能 主 な 項 目

番号 力

作業指示書 出 *受 注作業内容の実施部門に 本船名,VOY%,積 込 港

対する的確な指示 仕 向港ジ 輸出者,品 名,数 量

蔵置場所,料 金請求先

作業上の注意事項

ブ ッキング確認 入 *受 注 貨物に対す るプ ッキン ブッキ ング番号,輸 出者,海

(画面) 出 グの有無の確認 貨,本 船 名,仕 向地,数 量

入庫 データ抽出(画 面) 入 *受 注貨物の入庫状況 輸出者,REF海,品 名,

荷揃の確認 数 量,マ ー ク,仕 向 地

E-03 *書 類 と貨物の連結,

*S/Oス リ ップ発行 のため

既検量 デー タの抽 出

S/0ス リ ップ 出 *B/L単 位貨物の正確な容 本 船 名,VOY・%,仕 向 地,

入 積,重 量 デー タの提 供 輸 出 者,海 貨,品 名,マ ー ク

個数,容 積,重 量

集荷情報(画 面) 出 *船 積予約貨物の集荷状況の BOOKINGLIST各 項 目の

確認 他蔵置場所,入 庫年月日

フ レ ー ト入 力 入 *フ レ ー ト計 算 輸 出者,イ ンボ イス番 号

仕 向 地,品 名,フ レ ー ト コ ー

ド

E-04 B/L,S/O 出 省 略 省 略

B/Lデ ー タ(M/T) *船 社 に対 す る船積 データの 省 略

提供

ドキ ュメ ン トS/O 入 *船 積確定貨物の明細把握 本船 名,ブ ッキング番号,

(画 面) (ロ ー デ ィ ン グ リ ス トの 輸出者,海 貨,S/0%,

作成) 個数,容 積,重 量

E-05

LOADINGLIST 出 *船 積確定貨物の明細把握 BOOKINGLIST各 項 目

*貨 物船積 のチ ェック資料 の他S/O%,確 定数量

*本 船横付計画の作成資料

他港積情報 入 *適 正な本船積付計画を作成 本船名,ハ ッチ別横付 内容

E-06 す るため 特殊貨物情報

作業情報(画 面) 入 *荷 役計画資料の作成 仕向地別貨物屯数,荷 役日数
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●

'



●

`

●

処理 入
帳 票 名 出 目 的 ・ 機 能 主 な 項 目

番号 力

E-06 荷役計画資料 出 *沿 岸及び船内荷役作業を円 特殊貨物情報

滑に実施するための計画書 本船 名,他 港積情 報,

作成資料の提供 ハ ッチ別積込 屯数,ハ ッチ別

シ フ ト数,荷 役機器台数,特

殊貨物情報

申告 データー(画 面) 入 *申 告書作成 税関名,輸 出者,本 船名,出

港年月 日,蔵 置場所,品 名,

マ ー ク,数 量,金 額,統 計 品

目番号,イ ンボ イス番号,

E-07 申告番号

搬入確認(画 面) 出 *申 告貨物の在庫確認 海貨,輸 出者,品 名,数 量,

マ ーク,蔵 置場所,入 庫年月

日

輸出申告書(E/D) 出 省 略 省 略

通関審査(画 面) 入 *通 関手続の進行管理 税 関名,申 告番号,審 査工程

*通 関進行状況に関す る情報 コ ー ド,処 理 年 月 日,リ マ ー

サ ー ビ ス ク

通関審査進行状況(画 出 *通 関審査 の進行状況把握 申告番号,本 船 名,輸 出者,

E-08 面) 品名,数 量,受 理年月 日,

審 査年月 日,検 査年 月 日,許

可年月日

E/D許 可 デー タ 出 *通 関統計資料作成 輸出者,海 貨,仕 向国,品 目

数量,金 額,輸 送形態,許 可

年月日

荷受予定情報(画 面) 入 *海 貨に対する貨物の本船持 海貨,本 船名,S/0%,品

出庫依頼書 出 込指示 名,数 量,荷 受年月 日及時間

ハ ッ チ%,バ ー ス 名

E-09 作業依頼情報(画 面) 入 *荷 役業者に対する作業指示 海貨,荷 役業者,蔵 置場所,

作業依頼書 出 搬入%,品 名,数 量,作 業 日

'

作業の種類
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処理
帳 票 名

入
出 目 的 ・機 能 主 な 項 .目

番号 力

出庫 デー タ(画 面) 入 *在 庫 データの消込み 海 貨,本 船 名,パ ー ス 名,

*出 庫報告書の作成 ハ ッチ番号,仕 向地,S/O

*エ ゼ ン トに対す る発送情報 番 号,品 名,数 量,作 業形態

の提供

E-10 出庫報告書(搬 出届) 出 *荷 主,監 督官庁に対す る報 海貨,蔵 置場所,輸 出者,本

告 船名,品 名,数 量,仕 向地

マー ク,入 庫年月 日,出 庫年

月 日,許 可番号,許 可年月 日

出庫通知 出 *本 船受作業を円滑に実施す 本船 名,S/O%,品 名,

るための情報提供 数 量,ハ ッチ%,海 貨

■

■
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フ ァイル 一 覧 表

フ ァ イ ル 名 機 能 主 な 項 目

シ ェッ ドマ スター ファイル 貨物管理の基本 的 ファイルで,港 湾

全体 の貨物情 報を集約す る。CAR-

GOINVOICEを 原 始 デLタ とし

て入 庫単 位に レコー ドを構成 し,入

庫番号 をKeyと して他 の ファイルと

連結 す る。

海貨名,蔵 置場所(共 通項目)

入庫番号,入 庫年月 日,REF%,
←

輸 出 者,運 送 人,品 名,個 数,容 積,

重 量,仕 向 地,マ ー ク,リ マ ー ク,

イ ン ボ イ ス 番 号

ブ ッキ ン グ フ ァイ ル 船積 予約 で貨物に関す る情報 ファイ

ルで,船 社 の集荷活動,ス ペー スコ

ン トロールに対す る機能 が基本 であ

り,港 湾 では予約確認,荷 役計画に

利用 され る。

本 船名,VOY%,積 込港

ブッギ ング番号,輸 出者,品 名,

数 量,仕 向地,海 貨 名

ドキ ュ メ ン ト フ ァ イ ル 船積 に関す る商的な情報 ファイルで

インボイス(又 はB/L)単 位 で レ

コー ドが構成 され也B/L作 成,通

関業務 に利用 され る。

輸出者,イ ンボ イス番号,海 貨,『
本船名,積 込港,仕 向地

品名,数 量,マ ーク,金 額,

ブ ッキ ング番号

ロー デ ィ ング フ ァイ ル 船社 でS/Oが 受 理 され,船 積が確

定 した情 報 フ ァイルで,荷 役計画,

作業管理 に利用 され る。

本船名,VOY%,積 込 港,ブ ッキ

ング番号,S/O番 号,輸 出者

海貨名,品 名,個 数ウ容積,重 量,

仕 向地

検 定 フ ァイル 検定 システムにおけ る貨物 の基 本的

フ ァイル で,シ ェッ ド マ スター と

同 じく入庫番号単位に レコ ー ドが構

成 され,検 才量に関す る原 始 データ

を保存 し検 定機関 の証 明行為の基礎

とな る。

海貨名,入 庫番号

蔵 置 場 所,輸 出 者,品 目,個 数,

マ ー ク,デ ィ メ ン シ ョ ン,重 量,

容 積,検 量 人 名

,

特 定品 目 ファイル 大量 ・継続取扱の特定品目(自 動車,

家電等の部品類)に っいて統計品目

分類を容易にする

品目 コー ド,品 名,統 計 品目番号

(注)ア ンダーラインはKey項 目 を示 す

一89一
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2.7 入 出力 フ ァイル の デ ー タ項 目一 覧
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2.8主 な る 出 力 帳 票 フ ォ ー マ ッ ト

1貨 物 受 付 処 理 に お け る カ ー ゴ ・イ ンボ イス セ ッ ト

"

CARGOINVOICE'

入庫年月日

貨物受取人 入庫番号

品 名 REFERENCEND.

蔵置場所

マ ー ク 輸 出 者

貨物発送人

運 送 人

仕 向 地

総 個 数

NUMBER&KINDOFPACKAGESQUANTITY

.

SPECIALCARGO

REMARKS

CARGOINVOICEの 構 成

①CARGOINVOICE

②CARGORECEIPT

・③SHEPMASTER(右 肩 に コー ド欄 あ り)

④ 施検 票(PACKAGE欄 右 側 にMEASURE/WEIGHTの 注記 あ り)

規格JISB5版



書



ー

q⊃
《
ー

●

②ShedMaster

SHEDMASTER

入庫年月日

口 口[コ
貨物受取入 入 庫 番 号 「 一ー 一 一 一 一 ー ー ー ー ー ー 一 －l

L___________ __」

品 名 REFERENCENO.

「一 一 一 一 ー ー ー ー ー 一 一}「

L_________一____」

鵡 噺 山ll

マ ー ク 輸出者U川1

貨物発送人 .U川

運送人ll川

仕向地|目1

総 個 数

NUMBER&KINOOFPACKAGEQUANTITY

SPECIALCARGO

REMARKS

,

規格:JISB5版

OARGOINVOICEセ ッ トの 構 成

①CARGOINVOICE

②CARGORECEIPT

③SHEDMASTER(右 肩 に コー ド欄 あ り)

④ 入 庫 地 検票(PACKAGE欄 右 側 にMEASURE/WEIGHTの 注 記 あ り)
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一

口
O
ー

■
■ 嶋 ・

◎

〉
掘
河
畑入 庫 原 票 (排 票)

入庫年月日

[1■[口[L田

(貨物受取人) 入庫番号
「 一 『 一 一 一 「
ll
L______一

品 名 REFERENCENO.

「一 『 一 ー 一 一 ー ー ー ー 一 『 一 一 一 「|

L________________一

蔵置場所
[1H1]

マ ー ク
輸 出 者 「〒丁 丁 一1「

LLLLL」

貨物発送人
「 丁'TT†T
lll`Il
L」_⊥ ⊥L-`

運 送 人
「1一丁 ■「 「

L」 」 」 」 」

仕 向 地
「「一「 一丁 「
|lIll

LLL」 」

総 個 数
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エゼ ン トよ り海貨に発せ られ る出庫 依頼書

〉● ●

.TO・(海 貨)

出 庫 依 頼 書

FROM;(エ ゼ ン ト)

日付

品 名輸 出 者

仕 向 地

マ ー ク

本 船 名

本船受年月 日/時 間 バ ース 名 ハ ッチ番号 ゴーダウン/艀

～

⑩
や
ー

規格:JISA4版
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1

⑤ 海貨 よ り倉,作 業会社 検数,は しけ運送業等に発せ られ る作業依頼著

作 業 依 頼 書 日付

TO;(作 業依頼先,検 数,作 業会社)

輸 出 者

FROM;(海 貨)

品 名

仕 向 地

本船名/船 社

本船出港年月日/時 間/

規格:JISA4版
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2.9輸 出 入 情 報 セ ン タ ーの ス タ ンダ ー ド ・マニ ュアル(試 案)

1.総 論

1-1目 的

1-2定 義

1-3ニ ーズ

1-4メil。 ト

1-5サ ー ビス

1-6ダ イ ヤ グ ラ ム(図 表)

1-7補 助 マニ ュアル

1-8諸 定 義

2.シ ス テ ム の機 能 お よ び全般 的 必 要 条件

2-1シ ップ メ ン ト情 報 フ ァイル の メ イ ンテ ナ ン ス

2-1-1概 要

シ ップメ ン ト ・フ ァイ ルの 性 格

目 的

機 能

上 記 の 図 表

2-1-2入 力

シ ップ メ ン トの識 別

デ ー タ エ レ メ ンッ

ソ ー ス(ユ ーザ ー ま たは フ ァイ ル)

タ イ ミン グ

頻 度

平 均 的 ボ リ ュ ーム

2-1-3デ ー タ処 理

(必 要 な 一 連 の プ ロ グ ラム)
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2-1-4出 力

2-1-5

フ ォー マ ッ ト

デ ィス ト リ ビ ュ ー シ ョ ン

頻 度

平 均 的 ボ リ ュ ー ム

各 種 フ ァ イ ル

フ ァイ ル 内容

量

ス トレ ー ジ媒 体

他 の フ ァ イ ル との 関 係

2-1-6各 種 機 能 の 順 位 とタ イ ミング

2-1-7ボ リ ュ ー ム の 要 約

2-1-8ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

2-1-9コ ン ト ロ ー ル の 概 要

2-2電 子 的 リ ン ク

2-2-1概 要

各 種 ユ ー ザ ー

全 般 的 な必 要条 件

サ ー ビス 内容

各 種 セ ン タ ー

2-2-2電 子 的 リ ン クの 基 準

デ ー タ伝 送 の 方 法

ラ イ ン ・ス ピー ド

機 器 構 成

ス ケ ジ ュー ル

コー ド

エ ラ ーの 処 理 お よ び 防 止

一104一
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端 末 機 の 種 類

端 末 機 の 識 別

失 敗 か らの 回復

2-2-3通 信 プ ロ ッ トコル

2-2-4監 査

2-3書 類 作 成(ド キ ュメ ン テ ー シ ョン)

2-3-1概 要 。

出力 様 式

標 準 帖 票 リス ト

2-3-2各 種 帖 票 の 処 理

(1)概 要

概要 説 明

目 的

② 入 力

デ 一 夕エ レ メ ン ツ

ソー ス(ユ ーザ ー ま た は フ ァイ ル)

タ イ ミン グ

頻 度

平 均 的 ボ リ ュー ム

(3)デ ー タ処 理

(必 要 な 一 連 の プ ログ ラ ム)

(4)出 力

フ ォーマ ッ ト

デ ィス トリ ビ ュー シ ョン

頻 度

平 均 的 ボ リ ュー ム

㈲ 各種 フ ァイ ル
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フ ァ イ ル の 内 容

量

ス ト レ ー ジ 媒 体

(6)入 力 の 順 位 と タ イ ミ ン グ

(7)ボ リ ュ ー ム の 概 要

(8)フ ロ ー チ ャ ー ト

(9)コ ン ト ロ ー ル の 概 要

2-4追 跡 監 査

2-4-1概 要

概 要 説 明

目 的

諸 機 能

各 種 の チ ェ ッ ク ポ イ ン ト

図 表

2-4-2入 力

デ 一 夕 エ レ メ ン ツ

ソ ー ス(ユ ー ザ ー ま た は フ ァ イ ル)

タ イ ミン グ

頻 度

'平 均 的 ボ リ
ュ ー ム

2-4-3デ ー タ 処 理

(必 要 な 一 連 の プ ロ グ ラ ム)

2-4-4出 力 、

フ ォ ー マ ッ ト

デ ィ ス ト リ ビ ュ ー シ ョ ン

頻 度

平 均 的 ボ リ ュ ー ム

ー106一
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2-4-5

2-4-6

タ イ ミン グ

各 種 フ,アイ ル

フ ァ イル の 内 容

量

ス トレー ジ媒体

各 種 機能 の 順 位 と タイ ミン グ

2-4-7ボ リ ュ ー ム の 概 要

2-4-8フ ロ ー チ ャ ー ト

2-4-9コ ン ト ロ ー ル の 概 要

2-5情 報 検 索

2-5-1概 要

明説

的

要概

目

ブイタのジーセ

能

表

力

ツメ

機

図

入2一5一2

2-5-3

メ ッセ ー ジ の 構 造

デ 一 夕 エ レ メ ン ッ

ソ ー ス(ユ ー ザ ー ま た は フ ァ イ ル)

タ イ ミ ン グ

頻 度

平 均 的 ボ リ ュ ー ム

デ ー タ 処 理

2-5-4

)ムリクロブの連一な

力

要必(

出

フ ォ ー マ ッ ト

一107一



デ ィ ス ト リ ビ ュ ー シ ョ ン

頻 度

平 均 的 ボ リ ュ ー ム

2-5-5各 種 フ ァ イ ル

2-5-6

フ ァイ ルの 内 容

量

ス トレー ジ媒体

各種 機 能 の 順 位 とタ イ ミン グ

2-5-7ボ リ ュ ー ム の 概 要

2-5-8ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

2-5-9コ ン ト ロ ー ル の 概 要

2-6各 種統 計 お よ び報 告 書

2-6-1概 要

2-6-2

概要説明

目 的

報告書の種類

図 表

入 力

2-6-3

それ ぞ れ の 報 告 書の デ 一 夕 エ レメ ンツ

ソー ス(ユ ー ザ ー ま た は フ ァイ ル)

タイ ミン グ

頻 度

平均 的 ボ リ ュー ム

デ ー タ処 理

2-6-4

)ム‥フクロブの連一な

力

要必(

出

各 報 告 書 の フ ォ ー マ ッ ト

デ ィ ス'ト リ ビ ュ ー シ ョ ン

ー108一
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2-6-5

頻 度

平 均 的 ボ リ ュー ム

各 種 フ ァイ ル

2-6-6

フ ァイ ル の 内容

量

ス トレー ジ媒 体

各 種 機 能 の 順 位 と タ イ ミン グ

2-6-7ボ リ ュ ー ム の 概 要

2-6-8ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

2-6-9コ ン トロ ー ル の 概 要

2-7企 業 シ ス テ ム の イ ン タ フ ェー ス

2-7-1概 要

2-7-2

概要説 明

各種 システ ムの種類

目的 と機能

図 表

入 力

2-7-3

オ ン ラ イ ン ま た は オ フ ラ イ ン

デ ー タ エ レ メ ン ツ

ソ ー ス(ユ ー ザ ー・ま た は フ ァ イ ル)

タ イ ミ ン グ

頻 度

平 均 的 ボ リ ュ ー ム

デ ー タ 処 理

2-7-4

(必 要 とす る各 種 プ ロ グ ラム)

出 力

オ ン ラ イ ン ま た は オ フ ラ イ ン

ー109一



フ ォ ー マ ッ ト

デ ィ ス ト リ ビ ュ ー シ ョ ン

頻 度

平 均 的 ボ リ ュ ー ム

2-7-5各 種 フ ァ イ ル

フ ァイ ル の 内容

量

ス トレ ー ジ媒体

2-7-6各 種 機 能 の 順 位 と タ イ ミン グ

2-7-7ボ リ ュ ー ム の 概 要

2-一 一7-8ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

2-7-9コ ン ト ロ ー ル の 概 要

2-8政 府 シ ス テ ム の イ ン タ フ ェー ス

2-8-1 ,,概 要

2-8-2

概 要説 明

システムの種類

目 的

機 能

図 表

入 力

デ 一 夕 エ レ メ ン ツ

ソ ー ス(ユ ー ザ ー ま た は フ ァ イ ル)

タ イ ミン グ

頻 度

平 均 的 ボ リ ュ ー ム

2-8-3デ ー タ処 理

(必 要 な 一連 の プ ログ ラ ム)
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2-8-4出 力

2-8-5

フ ォ ー マ ッ ト

デ ィス ト リ ビ ュ ー シ ョ ン

頻 度

平 均 的 ボ リ ュ ー ム

フ ァ イ ル

2-8-6

フ ァイル の 内 容

量

ス トレ ー ジ媒 体

各種 機 能 の 順 位 と タイ ミン グ

2-8-7ボ リ ュ ー ム の 概 要

2-8-8ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

2-8-9コ ン ト ロ ー ル の 概 要

3.デ ー タ エ レ メ ン ツ

3-1ブ イ ー ル ド識 別 子

1漸 定 タ グ

2.ブ イ ー ル ド名

3.名 称 の 区 別

3-2定 義

3-3エ ン ト リ ー お よ び 表 現

3-3-1タ イ プ

3-3-2

テキ ス ト,名 称,略 称

コ ー ドナ ンバ ー

数値 の バ リュ ー

単位 等

必 要 な記 号
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3-3-3

3-3-4

記 号

Mandatory(命 令)… 一(m)

Conditional(条 件 つ き)・ …(c)

OPtiona1(オ プ シ ョ ン)・ …(o)

Information(情 報)・ …(i)

表 現

Alpha(ア ル フ ァベ ッ ト)… ・(a)

Numeric(数 値)(n)

Alphanumeric(英 字,数 値 併 用)・ …(dn)

Mixed(ミ ッ ク ス ト ・キ ャ ラ ク タ ー)・ …(mx)

入 力 フ ィ ー ル ド ・ サ イ ズ お よ び コ ー ド

3-3-5フ ァ イ ル ・ フ ィ ー ル ド ・ サ イ ズ

3-3-6ド キ ュ メ ン ト ・ フ ィ ー ル ド ・サ イ ス

3-3-7帖 票 上 の 位 置

4.各 種 フ ァ イ ル

4-1概 要 説 明 お よ び セ ン タ ー ・ア ロ ケ ー シ ョ ン

4-2各 フ ァ イ ル の 特 殊 化

4-2-1定 義

4-2-2デ 一 夕 エ レ メ ン ツ

4-2-3サ イ ス

4-2-4ト ラ ン ザ ク シ ョ ン

4-2-5リ テ ン シ ョ ン

4-一 一2-6ピ ー ク ・ フ ァ ク タ ≡

4-2-7フ ァ イ ル 使 用 プ ロ グ ラ ム の リス ト

4-2-8フ ァ イ ル 構 成 プ ロ グ ラ ム の 名 称

4-3メ ン テ ナ ン ス お よ び ア ップ デ ー ト

4-4保 持 と'配 列
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5.メ ッ セ ー ジ 各 種

5-1技 術 的 限 定

5-1-1キ ャ ラ ク タ ー ・セ ッ ト

5-1-2最 大 ・メ ッセrジ 長 さ

5-1-3最 大 行 長 さ

5-2ヘ ッ ダ ー 様 式

5-3ア ド レ ス 様 式

5-4順 位 指 定

5-5保 安 お よ び 機 密 保 護

5-6メ ッ セ ー ジ の タ イ プ

5-6-1シ ッ プ メ ン ト情 報

5-6-2追 跡 監 査(ト レ ー シ ン グ)

5-6-3デ ー タ検 索

5-6-4承 認

5-6-5イ ン タ フ ェ ー ス

5-6-6貿 易 情 報

5-7メ ッ セ ー ジ ・ フ ォ ー マ ッ ト

5-7-1ヴ ィ ジ ュ ア ル ・ デ ィ ス プ レ イ

5-7-2テ レ タ イ プ ラ イ タ ー

5-7-3ペ ー パ ー ・イ ン プ ッ ト

5-8デ ー タ エ レ メ ン ト識 別

5-9メ ッ セ ー ジ フ ロ ー

6.コ ー ドの 識 別

(1)商 品 分 類

② 日 付

(3)国 名

(4)通 貨
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5

6

7

8

9

0

∋

②

⑳

(

(

(

ー

(

征

0

0

0

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

6

7

8

総

一

一

一

一

組

一

一

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

1

2

港 湾(空 港)

輸 出 者 名

荷 受 者 名

取 扱 業 者 名(海 貨,エ ゼ ン ト,検 数,検 量,そ の 他)

保 管 場 所

船 名(機 名)

包 装 種 類

シ ップ メ ン ト識 別 子

その 他

輸 出 入 情 報 セ ン タ ーの シス テ ム ・マ ニ ュ アル(試 案)

論

2-8-1

2-8-2

的

義

性要

目

定

必

)アユデーシロ

ト

ス

要

営

理

務

規

プ

ツ

ビ

部

者

(

リ

一

行

盟

順

メ

サ

織

概

経

執

加

管

財

法

手

グロ

ル

ジ

ナ

ー

ー

セ

ヤ

ツ

ジ

メ
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2-8-3リ フ ァ ラ ン ス

2-8-4レ ポ'一 ト

3.パ フ ォ ー マ ン ス

3-1'オ ペ レ ー シ ョ ン

3-1-1レ ス ポ ン ス

3-1-2マ ン/マ シ ー ン ・イ ン タ フ ェ ー ス

3-1-3サ ー ビ ス の 内 容

3-2正 確 性

3-2-1確 認

3-2-2エ ラ ー ・コ ン ト ロ ー ル

3-2-3フ ォ ー マ ッ ト ・チ ェ ッ ク

3-2-4シ ス テ ム の 堅 実 さ

3-2-5フ ィ ー ドバ ッ ク

3-3質 的 完 全 さ

3-3-1容 易 に シ ス テ ム を 利 用 し得 る こ と

3-3-2信 頼 性

3-4破 損 対 策

3-4-1バ ッ ク ア ップ

3-4-2緊 急 時 マ ニ ュ ア ル

3-4-3警 報

3-5例 外 処 理

4.責 任

4-1セ ン タ ー の 諸 関 係

4-2法 律 上 の 問 題

4-2-1有 効 性 の 確 認

4-2-2契 約 と行 為

4-2-3保 安 お よ び 機 密 保 護
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4-2-4プ ラ イ バ シ ー

4-2-5ネ ゴ シ ア ビ リテ イ

4-2-6訴 訟 問 題

4-2-7資 産 問 題

4-3義 務 上 の 問 題

4-3-1デ ー タ そ う失

4-3-2デ ー タ エ ラ ー

4-3-3デ ー タ を 危 険 に さ らす こ と

4-3-4処 理 上 の 過 失

5.セ キ ュ リテ ィ問 題(保 安 と機 密 保 護)

5-1概 要

5-2管 理

5-2-1作 業 フ ロ ー の コ ン ト ロ ー ル

5-2-2個 入 行 為

5-3変 換 コ ン ト ロ ー ル

5-3-1ハ ー ドウ エ ア 交 換

5-3-2ソ フ ト ウ エ ア お よ び ドキ ュ メ ン テ ー シ ョン ・コ ン トロ ー ル

ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン へ の ア クセ ス

変 換 の 公 認

5-3-3フ ィ ジ カ ル プ ラ ン ト ・コ ン ト ロ ー ル

5-4ソ フ ト ウ エ ア の 保 安 と機 密 保 護(セ キ ュ リ テ ィ)

5-4-1ア ク セ ス ・コ ン ト ロ ー ル

5-4-2違 反 行 為

5-4-3ソ フ トウ エ ア の 追 跡 監 査

5-5端 末 機 ア ク セ ス ・セ キ ュ リテ ィ

5-4-1端 末 機 へ の ア ク セ ス と 出 力

5-4-2コ ン ピ ュ ー タ お よ び フ ァ イ ル へ の ア ク セ ス
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5-4-3通 信 回線 へ の ア クセ ス

5-6通 信 上 の 問 題

5-4-1不 正 使 用

デ ー タの 伝 送

デ ー タ ネ ッ トワー ク

ス イ ッチ ング ・セ ンタ ー

デ ー タ受 領

5-4-2干 渉行 為

5-4-3確 認

正 当 性 な い し適 法 性

デ ー タバ リ ューお よ び識 別 子

正 当 な受 領

伝 送 エ ラー

5-7保 安(機 密 保 護)設 計 基 準

5-7-1入 力 お よ び 出 力

5-7-2デ ー タの 信 頼 性

5-7-3フ ァイル の 諸 条 件

5-7-4ハ ー ド ウ ェ ア お よ び ソ フ ト ウ エ アに 対 す る 保安 ソ フ トウエ

ア

5-7-5各 種 通 信 上 の 措 置

6.シ ス テ ム 機 器 構 成

6-1中 央 の 主 プ ロ セ ッサ ー な い し ミニ コ ン ピ ュ ー タ ・プ ロセ ッサ

6-1-1サ ー ビ ス セ ン タ ー の 必 要 条 件

6-1-2海 貨,エ ゼ ン ト(コ ン ピ ュ ー タ所 有 者)セ ン タ ー の 必 要 条 件

6-1-3加 盟 者

6-1-4コ ア ・ス ト レ ー ジ

6-1-5ス ト レ ー ジ プ ロ テ ク シ ョ ン
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6-1-6入 出 力 多 重 チ ャ ン ネ ル

6-1-7入 出 力 選 択 チ ャ ン ネ ル

6-1-8キ ー ボ ー ド

キ ャ ラ ク タ ー 数/秒

キ ャ ラ ク タ ー ・セ ッ ト

ラ イ ン長 さ

キ ャ ラ ク タ ー 数/イ ン チ

6-2テ ー プ ユ ニ ッ ト

6-2-1

6-2-2

3

4

5

6

7

イ

ー

2

3

一

一

一

一

一

ーア

一

一

一

2

2

2

2

2

3

3

3

一

一

一

ー

一

3

一

ー

一

6

6

6

6

、

6

一

6

6

6

6

数

タ イ ミン グ

バ イ ト数/秒

巻 き戻 し時 間

レ コー ド間 ギ ャ ップ(IRG)

トラ ックの 読 出 しま た は書 込 み ・

密 度

レ コ ー ド間 ギ ャ ップ

制 御 装 置

ス イ ッチ ン グ装 置

数

性 能

タ イ ミン グ

デ ィス クパ ック交 換

キ ャ ラ ク タ ー ・レー ト(文 字 速 度)

1回 転 の 時 間

平 均 的 ア クセ ス ・タ イ ム

最 大 ア クセ ス ・タ イ ム
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6-4周 辺 機 器

6-4-1カ ー ド読 取,パ ン チ の タ イ ミン グ

6-4-2プ リ ン タ ー

行 数/秒

行 あ た り/キ ャ ラ ク タ ー

ラ イ ン ス ペ ー シ ン グ(行 間 ス ペ ー ス取 り)

イ ン チ あ た り/行

6-4-3各 種 端 末 機'

6-5イ ン タ フ ェー ス ・バ ッ フ ァ

7.シ ス テ ム ・ソ フ ト ウ エ ア構 成

7-1概 要

7-2デ 一 夕 エ レ メ ン ツ

7-3各 種 フ ァイ ル

7-3-1

7-3-2

7-3-3

概 要 説 明 お よ び セ ン ター ア ロケ ー ジ ョ.ン

それ ぞれ の フ ァイ ル構 造

定 義

デ 一 夕エ レメ ン ッ

サ イズ

各 種 変動(ト ラ ンザ ク シ ョン)

変動 時 間 へ

記憶 能 力

ピー ク フ ァク ター

フ ァイル利 用 プ ロ グ ラ ムの リス ト

フ ァイル を構 成 す る プ ログ ラ ム名

テ ープ お よ び デ ィス クの 設 計

ア プ リケ ー シ ョン名

フ ァイル名
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フ ァ イ ル の 識 別

レ コ ー ド名

レ コ ー ドの 長 さ

ブ ロ ッキ ン グ ・フ ァ ク タ ー

フ ィ ー ル ド設 計

a.フ ィ ー ル ド名

b.フ ィ ー ル ド略 記 号 ま た は 数 値

c.フ ィ ー ル ド長

7-3-4カ ー ド設 計

ア プ リケ ー シ ョ ン

プ ロ グ ラ ム名 お よ び 数

予 期 さ れ る カ ー ド量

カ ー ドの 設 計

そ れ ぞ れ の フ ィー ル ドに 対 し て

a.フ ィ ー ル ド ・ソ ー ス

b.フ ィ ー ル ド ・サ イ ス

c.デ ー タ の タ イ プ

d.欄

e.フ ィ ー ル ド名,記 述,省 略 形

7-3-5フ ァ イ ル の メ イ ン テ ナ ン ス と ア ップ デ ー ト

7-3-6ス タ ン ダ ー ド ・ク ロ ー ズ

7-3-7デ ー タ 検 索

7-3-8記 憶 と配 列

7-4メ ッ セ ー ジ

7-5出 力

7-5-1ス タ ン ダ ー ド

7-5-2提 供 さ れ る諸 機 能

一120一

●



⑨

7-5-3サ マ リー ・レ ポ ー ト(各 種)

7-5-4デ ー タ検 索 の フ レ キ シ ブ ル ・フ ォ ー マ ッ ト

7-6処 理 プ ロ グ ラ ム

7-7ユ ー テ ィ リテ ィ ・プ ロ グ ラ ム

&オ ペ レ ー シ ョ ン

8-1総 論

8-2手 順(各 種)

8-2-1シ ス テ ム へ の 接 続

8-2-2デ ー タ ・エ ン ト リ ー

8-2-3デ ー タ ・ア ッ プ デ ー ト

8-2-4問 い 合 せ

8-2-5要 求 さ れ る レ ポ ー ト

8-2-6メ ッセ ー ジ の 移 転

8-3電 子 的 リ ン ク

8-3-1

8-3-2

8-3-3

8-3-4

概 要

リン クの 基 準

伝 送方 法

回線 速度

構 成(コ ン フ イギ ュ レー シ 。ン)

ス ケ ジ ュ ール

コー ド

エ ラー処 理 とエ ラーの 検 出

端 末 機 の 各種 タイ プ

端 末 機 の 識 別

破 損 と復 旧

通 信 プ ロ トコル ル

監 査
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8-4シ ス テ ム ・ イ ン タ フ ェ ー ス

8-3-1

8-3-2

つ
0

4

5

6

7

8

9

一

3

3

3

3

3

3

3

一

一

8

8

8

8

8

8

8

キ ャ・リ ア ー ・ シ ス テ ム

a.海 運

b.航 空

シ ッ パ ー ・ シ ス テ ム

a.商 社

b.メ ー カ ー

海 貨 業 者 の シス テ ム

検 定 業 者 の シス テ ム ・

検 数 業 者 の シス テ ム

エ ゼ ン ト業 者 の シ ス テ ム

デ ー タ交 換 シス テ ム(ポ イ ン トか らポ イ ン トへ)

税 関 シス テ ム

港 湾局 シス テ ム(港 湾 情 報 セ ン タ ー)

但 し港湾 情 報 セ ン タ ーが オペ レー シ ョンを 行 う場 合 に は必 要 な

い 。

8-3-10政 府 機 関 シ ス テ ム(統 計 お よ び報 告 書')

8-3-11海 外 の税 関 シ ス テ ム

8-3-12海 外 の 港 湾 情 報 シ ス テ ム
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2.10今 後 の 検 討 手 順

!貿 易 情 報 シ ス テ ム研 究 開 発 の 経過

2大 黒 埠 頭 輸 出 入 システ ムの 意 味

a.な ぜ 大 黒埠 頭 が研 究 の対 象 とな ったか

b.港 湾 局 との 打 合 せ,横 浜 港の 他 の 部 分 に お い て も利 用 で き る,港 湾 局 の 貨

物 情 報 シス テ ム との 関係

c.他 の プ ロジ ェ ク トとの 関 係

運 輸経 済研 究 の 海 貨 セ ン ター研 究 プ ロジ ェ ク ト

海 貨 同業 会 の ドキ ュメ ン テー シ ョン ・シス テ ム

名 古 屋 港の シス テ ム

神 戸 港 の 貨 物 情 報 シス テ ム ・デ モ ンス トレ ー シ ョン

d.本 年 度COTIS活 動 の 概 要

概念 的,ロ ジ カ ル ・デ ー タ ベ ー ス研 究

3.今 後 の課 題

a.具 体 的 な 開発 手 順 の 研 究

ト ップ ・ダ ウ ン とボ トム ・ア ップ方 法 の 結 合,両 者 の 調 整,開 発 の 必 要 性

の 確 認

b.環 境条 件 の 確 認 と標 準 化 の 検 討

c.メ リ ッ トの 確 認 と業 界 の ニ ー ズの 検 出

d.部 分 的 な共 通 の ニ ー ズの あ る とこ ろか ら着手 す る。

e.研 究 会 等 の 設定 の必 要
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第3章ECE貿 易手続簡易化会議の最近の動向
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第3章ECE貿 易手続簡易化会議の最近の動向

3,1会 議 運 営 上 の 変 化

e

●

(1)タ ス クチ ー ムの 設 置

国連 欧 州 経 済 委 員 会(ECE)の 貿易 手 続 簡 易 化 会 議 は,1975年9月 会 議

で,テ ー マ別 タ ス クチ ー ムの 新設 を決 定 した 。

か ね て 簡 易 化 の た めの 各 種 テー マの 研 究 の 遅 滞 に 苦 慮 して い たECE簡 易 化

会 議 は,個 々の テ ー マ に とくに 関心 を もつ国 々 と国 際 機 関の メ ンバ ー に よ るチ

ー ム を編 成 し
,懸 案 に な って いた 問題 の 解 決 促 進 を図 った 。

この た め,コ ン ビ ナー(Convener)と 呼 ば れ る チ ーム 議長 を それ ぞれ 決 定 し,

各 チ ーム の 目的 と検 討 の 対 象範 囲 を定 め て,翌 年2月 の ジ ュネ ー ブ定 例 会 議 会

期 中 に順 次 各 チ ー ム を発 足 させ た 。

1978年2月 まで に設 置 され た タ ス クチ ー ムは 次 の とお りで あ る。 なお カ ッ

コ内 は コ ン ビナ ー を示 す 。

GE.1/TT.1デ ー タ ・エ レメ ン ト

(ス エー デ ンF.ボ ル グ ス トロム氏)

GE.1/TT.2貿 易 デ ー タ交 換

(英 国D.ト ラ フ ォー ド氏)

GE.1/TT.3統 一 書 類 とADP

(米 国W.R.メ イ ヤ ー ズ氏)

GE.2/TT.1UCRN

(フ ラン スE.ド レ フ ユス氏)

GE.2/TT.2法 律 問 題

(ICCB.S.ウ ィー グル氏)
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GE.2/TT.3輸 入 手 続

(チ ェ コ ス ロバ キ アV.ダ ヴ ィ ッ ド氏)

GE.2/TT.4貿 易 書 類 の統 一

(フ ラ ンスE.デ ュケ ン ヌ氏)

GE.2/TT.5危 険 物 書 類

(英 国C.フ リー ベ リイ氏)

GE.2/TT.6書 類 機 能 の 定 義

(カ ナ ダJ.ラ ス トウル氏)

こ こでGE.と い うの は,GroupofExpertsの 略称 で あ り,GE.1は 第1

専 門 家 会 議 を意 味 し,コ ン ピ ュー タ利 用 上 の諸 問 題 と コー ドを担 当 し,GE.2

は 書 類 とそ の記 載 項 目 を扱 う第2専 門 家 会 議 で あ るが,法 律 問 題 を は じめ,手 続

・制 度 に 関 す る貿易 業 務 に か らむ 幅 広 い分 野 を カバ ー して い る。

このGE.1,GE.2は,と もに1972年 に 発足 し,第1回 会 議 を 開 催 して

以 来,1978年2月 会 議 で,そ れ ぞれ 第17回 会 期 を終 え,満6年 の活 動 を続 け

て きたが,1976年 以 降,GE.1,GE.2に 従 属 す る下 部機 構 と して,上 記 の テ

ーマ別 タ ス クチ ーム を設 置 す る こ とに よ り,作 業 の 重 点 的推 進 を実 行 し,事 実 そ

の 成 果 は 相 当に あが りつ つ あ る とい う こ とが で きよ う。

② タ ス ク チ ー ムの 活動

タ ス ク チ ー ム制運 営 に い くつ か の原 則 が 当初 設定 され た 。主 な もの は 次 の

とお りで あ る。

① タ ス ク チ ー ムは,国 連 の 公 式 会 議 では な い 。

② 参 加 代 表 は,そ の テ ー マ に 関 心 の 強 い 国 々,国 際 機 関 に 限 り,あ らか じ

め メ ンバ ーの 登 録 制 を採 用 す る 。

③ 会議 の 場 所 は,ジ ュネ ー ブに 限 らな い 。 開 催場 所 お よ び 開 催 日 時の 決 定

は 各 チ ー ム に まか す 。 した が って会 議 の 回数 に制 限 は な い 。

④ECE事 務局 は 関 与 しな い 。議 事 録,資 料,報 告書 の ま とめ はinン ビナ

ーが 行 う。
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こ う した 原 則 の も とに,各 タス クチ ームは 順 次 活 動 を始 め,今 日 まで2年

間 を経 た 。 しか し本 年2月 に 行 わ れ た 最新 のGE.1会 議 で は,今 後 新 しい

タス クチ ー ムの 設 置 を行 わ ず,既 存 の タス クチ ー ムの任 務 終 了 を待 って,こ

の チ ー ム制 を廃 止 す る こ と と し,新 しい テ ー マに は,「Rapporteur」 を指

名 して作 業 の 進 行 をは か る こ とが定 め られ た と伝 え られ て い る 。

Rapporteurと は,フ ラ ン ス語 で 報告 者.委 員 を意 味 し てお り,そ の テ ー

マ に関 す る担 当 責 任 者 とい う こ とに な ろ う。

こ う した 国 連 とい う国 際機 構 運営 の2年 間 の 経過 をふ り返 って み る と,よ

り効 率 的 な,よ り実 質 的 な会 議 の 運営 を求 め,そ れ を実 現 し よ う とす る議 長

・副議 長 団 ,ECE事 務 局 の 共 同 の 配慮 と努 力 をそ こに 認 め る こ とが で き る 。

タ ス クチ ー ムの 発 足 した 当初,1976年2月 ジ ュネ ー ブで の 定 期 会 議 の 会

期 中 に 開 か れ た 各 タ ス クチ ー ムで の会 議 で は,例 えばTT1・1(デ ー タエ

レメ ン ト)は,国 連 の 大 会 議 室 の片 隅 に10余 名 の メ ンバ ーが 集 って,ア メ リ

カ代 表 の 提 出 した25の エ レメ ン ト ・リス トに 基 づ き,膝 を交 え る よ うな ア

ッ トホ ー ムな雰 囲 気 で 行 われ た もの だ った 。TT2・2で は 出 席 者 は10名

に も満 た な か った 。

タス クチ ー ムの 役 割 と運 営 手 続 を定 義 づ けたECE事 務 局 作 成 の 文 章 に は,

「TTの 人数 は チ ー ムに よ り異 な り,多 くて も10ケ 国 と数 個の機関位 になろ

う」 と予 測 され て い た が,た しか に その とお りに 各 チ ー ムが ス タ ー トした わ

けで あ り,作 業 は全 般 に は か ど るか に見 えた 。 わ が 国 は この段 階 で,い くつ

かの チ ー ムの 議 長 か ら個 別 に 参 加 の 要 請 を うけ,貿 易 と コ ン ピ ュー タに実 績

を もつ わ が国 の 貢 献 が 期 待 され て い る こ とを強 く感 じた もの で あ る。

しか し回 を重 ね るに 従 い,各 タ ス クチ ー ムの 出 席 者 は次 第 に 数 を増 し,1

年 を過 ぎ た 頃 に は それ ぞ れ50～60名 に達 す る こ とに な った 。

この 理 由 と して,ま つ 言 語の 問題 が あげ られ るで あ ろ う。 国 連 の 正式 会 議

に お け る使 用 言 語 は 英 語 ・フラ ン ス語 ・Pシ ア語 で あ り,会 議 場 で は,こ の

3ケ 国 語 の 同 時 通 訳 が 行 わ れ る。 非 公 式会 議 に は この 通 訳 が つ か な い 。
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各 チ ー ムで は,参 加 者 に もっ と もよ く理 解 され る言 語 と して,自 然 に 英語

が使 われ るよ うに な る。 あ るチ ー ムの 会 議 場 へ 入 って きた ソ連 代 表 は,通 訳

が つか ぬ とわ か る と,す ぐ出 て い って しま った こ とが あ る 。

こ う した こ とか ら,非 英語 圏の 国 々よ り不 満 が で て,結 局 国連 の 通 訳 の 勤

務 時 間午 前10時 よ り午 後6時 の 間 に行 われ る会 議 に は,で き る だ け通 訳 が

つ け られ る こ とに な った 。そ の 結 果 と して,参 加 者 が増 え る こ と とな った 。

ま た 当初TT登 録 メ ンバ ーに しか 資料 が 渡 らぬ た め,非 登 録 国 はつ ん ぼ さ

じ きに置 かれ る こ とに な った 。 この点 に も苦 情 が 出 て,参 加 が 自由に 認 め ら

れ る こ と とな り,結 局 会 議 の 規 模 は 次第 に ふ くれ あが る こ と とな った 。

コ ン ビナー は会 議 の ま とめ と各 国 ・各機 関 か らの 提 出 資 料 の 整理,配 布 を

一 手 に 引 き う け るわ けだ が ,コ ピー作成 と郵 送 な どの 手 間 が 参加 者の 増 え る

の に 比 例 して増 し て く る。 この 手 間 が 馬鹿 に な らな い の で,コ ン ビナー か ら

事 務 局 へ 苦 情 が 出 る よ うに な った 。

コ ン ビナ ーは 作 業 を ま とめ るの に,頼 りに な る と思 われ る数 名 の メ ンバ ー

と小 会 議 を も ちは じ め,結 局 既 成 の タ ス クチ ー ムの 中 に,さ らに 新 しい 小 さ

な タ ス クチ ー ムが 生 れ る。

これ が2年 間 の 経 緯 で あ り,こ うして 既 成 の タ ス クチ ー ムの 「Fadeout」

即 ち,自 然 消 滅 の 方 針 が うち出 され たの で あ った 。 こ う して 既成 チ ー ムの 中

に生 まれ た コ ン ビナ ー を中心 と した少 人 数 に よ る た た き台作 成 方 式 が 導 き出

され,そ れ を 「Rapport'eur」 制 と呼 ぶの で あ る。

(3)会 議 回数

先 に述 べ た よ うに,GE.1お よ びGE.2の ふ た つ の 専 門 家会 議 は,本

年2月 会 議 で それ ぞ れ17回 の 回数 を数 え て い るが,毎 年 定 期的 に ほぼ3回,

2月,5月,9月 に ジ ュネ ー ブで 開 催 され て きた 。

しか し,1978年 度 よ り,年2回,3月,9月 に 開 催 す るこ とが 決定 され,

この こ と も,タ ス ク チ ー ム 制の 変 遷 と と もに,会 議 運営 上 の も う ひ とつ の 大

きな変 更 で あ る。
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従 来 の 年3回 ベ ー ス の会 議運 営 で は,会 議 の 基 礎 とな る資 料 の 作 成 ・配 布

が応 々 に して 間 に合 わ ず,ま た 間 に合 った と して も,会 議 の 席 上 で 辛 う じて

当 日配 布 され る とい うケ ース が 多 く,各 国代 表 お よび国 際 機 関 に事 前の 検 討

を経 て会 議 に 臨 む とい う時 間 的 な余 裕 を与 え る こ とが 難 しか った 。 この た め

に 実 質 的 で効 率 的 な討 議 を進 め る こ とが妨 げ られ,事 務 局 へ の苦 情 が強 く出

され て い たの で あ る。

事 務 局 で用 意 され る資料 は,英,仏,露 語 に よ る3種 の レポ ー トと して 同

時 に 配 布 され る とい うの が原 則 で あ る。 しか し各 テ ー マ別 の 検 討 が 進 む に つ

れ て,資 料 の 種 類,数 量 が多 くな り,事 務 局 の この面 で の 負 担 が 増 大 し,こ

の 原 則 が なか な か に実 行 され な いの で あ る 。

こ うし て事 務 局 側 の 事 務 処 理 能 力 に み あ った会 議 の 妥 当 な 開 催 回数 と して,

年2回 ベ ー スに 切 換 えが 行 れ た わ けで あ る 。

(4)テ ー マ別 検 討 の 計 画 的 な推 進

テ ー マ別 の タ ス クチ ー ムで の 研 究 が 進 むに つ れ て,今 ま で 隠 され て い た 問

題 が 次 第 に 表 に 浮 か び上 って きた 。 それ は 各 テ ー マの もつ 相 関 関 係 の 正 確 な

把 握 とそ れ に 基 づ く会 議 の 再 編 成 の 必 要 性 とい うこ とで あ る。 この こ とへ の

認 識 の 深 ま り と,よ り的 確 な 対 応 策 立 案 の 動 き を最近 のECE会 議 の 重 要 な

特 徴 と して あげ る こ とが で き る。

例 え ば,輸 入手 続 の タ ス クチ ー ムGE.2/TT.3(TT2・3)で

は,コ ン ビナー の協 力 に よ って,各 国 の輸 入 関 係 書類 の リス トア ップが 行 わ

れ,そ れ を 集大 成 した第1次 報 告書 が 出来 上 った 。 これ は1年 を か けて作 成

され た もの で,併 せ て数 ケ国 の 輸 入 フ ローが つ け加 え られ て い る。

この 資 料 を どの よ うに整 備 し,分 析 して,そ こか ら簡 易 化,標 準 化 の 具 体

的 な 課 題 を見 出 した らよ いの で あ ろ うか 。 あ る いは 標 準 化 す べ き書 類 を ど の

よ うに して 抽 出 した らよ いの か 。 提 出国 が それ ぞれ の 独 自な ル ー ルで 作 成 し

た フ ロ ーチ ャー トの取 扱 い を ど うし た らよ いの だ ろ うか 。

会 議 で は こ うし た問 題 が 提 起 され,国 に よ って同 じ名 称 の 書 類 の 機 能 が 少
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しつ つ 異 な って い た りご 同 じ機 能 を もつ書 類 が異 な った名 称 を もって い た り

す る国 際 貿易 手続 の もつ複 雑 さ,多 様 性 に直 面 し,書 類 の 標準 的 な 機 能 を ま

つ 設定 す べ き必 要 性 か ら,TT2・6の タス クチ ー ム との 協 議,協 力 が な け

れ ば作 業 の 進 み難 い こ とが 明 らか に され た 。

TT2・4で は,す で に 数 種 の 書 類 の 国 際 標 準 フ ォー ム案 が で きて い るが,

その 中 に われ わ れ の 聞 き慣 れ な い 「DespatchAdvice」 とい う名 称 を もつ 書

類 が あ る 。 これ は ど うや らわ が 国の 「ShippingInstructionjと 同 じ機能

を も って,ヨ ー ロ ッパ で 流 通 し て い る書 類 ら しい 。

ま た例 えば,「BillofLading」 は,ヨ ー ロ ッパ で は 証券 性 を もつ ネ ゴ

シ ャブ ルB/Lの み を指 す の に 対 し,ア メ リ カや 日本 で は,ノ ンネ ゴ シ ャ ブ

ルB/Lを も含 ん だ 船 荷 証 券 の 総 称 とし て使 用 され て い る とい う違 い が あ る。

TT1・1の デ ー タ ・エ レ メ ン トに 関 す るチ ー ムの 検 討 は,国 際 貿 易 に 使

用 され る書 類 別 の エ レ メ ン トの 抽 出 と整 備 を行 ってい るが,最 初 に と りあげ

られ たB/Lに つ い て,ア メ リカ代 表 は 再 三 に わ た り機能 の 定 義 づ けの 相 異

とその 再 検 討 と調 整 を主張 して お り,わ が 国 もまた デ ー タエ レメ ン ト分 析 の

基 礎 とな る書 類 の 分 類 の仕 方 に つ い て,ECEの 定 め た 原案 に異 議 を唱 え て

い る。

この デ ー タ ・エ レ メ ン トの タ ス クチ ー ムは,チ ー ムの 目的 を次 の よ うに 定

め て,1976年2月 に ス タ ー トした 。

「国 際 貿 易 上,必 要 な標 準 デLタ ・エ レメ ン トの 決 定,お よ び そ の 中 で の

コ ー ド化 の必 要 度 とそ の優 先 度 を明 確 に す る こ と」

そ して作 業 の 目標 を次の よ うに 定 めた 。

「1976年6月 のGE.1会 議 前 に,各 国 の デ ー タ ・エ レメ ン ト ・リス ト

を照 合 し,各 エ レ メ ン トの 機能,長 さ,重 要 性 を明 確 に して,上 記 の 目的 に

合 致 した 報 告 書 を作成 す る」

(作 成 者:ス エーデ ン)

この チ ー ムの 第1回 会議 で は,ア メ リ カ とチ ェコス ロバ キ アか ら提 出 され
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た そ れ ぞれ の エ レメ ン ト ・リス トを検 討 し,24項 目の エ レ メ ン トが 一 応 決

定 され た 。

しか しその 年 の11月 の 会 議 で は,ア メ リカか ら58項 目 に した い との 意

見 が 出 され て,改 め て主 要 書 類 ご との 個 別 の エ レ メン トの 検 討 か ら再 ス タ ー

トをす る こ と とな り,最 初 にB/Lが と りあげ られ たの で あ る。

そ れ か らさ らに1年 後,ス エーデ ンの コ ン ビナ ーの 努 力 に よ ってB/Lの

標 準 デ ー タ ・エ レ メ ン トの 決 定 を見 た が,底 流 に は,先 に述 べ たB/Lの 定

義 についての アメ リカの 異 論 等 が あり,本 年(1978)2月 のGE.1の 会 議 に お い て

は・ タス クチ ー ムの 最 終 案 は 不 完 全 で あ り,こ の 段 階 でB/Lに 関 す る国 際

標 準 エ レメ ン トと してECEに 正 規 に 登 録 し,勧 告 と して 出 す こ とは 不 適 当

で あ る と判 断 され て,単 な る参 考 情 報 とし て発 表 す るに と どめ る こ とに 決 ま

った よ うで あ る。

この タ ス クチ ー ムの 最 初 の 作 業 が,以 上の よ うな不 本 意 と も思 わ れ る結 果

に終 った理 由 と して は,い くつ か の 要 素が 考 え られ る 。

ひ とつ に は,先 に掲 げ た 目的 の 不 明確 性 で あ る 。国 際 貿 易 上 必 要 な標 準 デ

ー タ ・エ レメ ン トとは
,一 体 何 か 。 何 の た めに 決 定す る必 要 が あ るの か 。

一 見 わ か りき った よ うな
,こ の よ うな 基 本 的 な ニ ーズの 確 認 を改 め て求 め る

必 要 が あ るの で は な いか 。

デ ー タ ・エ レ メ ン トの標 準 化 の 実 現 に つ い て,参 加 者 に 明 確 な コ ン セ ンサ

スの な い ま ま に,チ ー ムが 発 足 した 。 当初,国 際貿 易 の共 通 デ ー タ ・エ レ メ

ン トと して,24項 目を 選 び出 したが,こ の 結 末 をつ けぬ ま まに,検 討 を個

々の 書類 別 エ レメ ン トに移 して きた 。

この書 類 別 エレメン トの検 討 の 中 で,少 数 の 国 々か ら,チ ー ムの 目的 を,

DocumentaryRequirement(A)か,ADPRequirement(B)に 応 ず べ きか,

明確 にす べ し との 意 見 が 出 て い る 。後 に 日 本 は この 点 を整 理 し,2つ の異 な

った ニ ーズ とそ の 関 連 を示 し た レポ ー トを コ ン ビナ ー あて に提 出 した 。

Aか らの 検 討 は,本 来GE.2の 分 野 で あ ろ うが,各 国 に お け る現 行 の 書
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類 別 エ レメ ン トの 共 通 項 目 と特 殊 項 目 を,タ ス クチ ー ム は まつ は っ き りと把

え るべ きで あ り,例 えば アメ リカのB/Lで は,「NetWeight」 と 「Decl-

aredValue」 が 法 律 上 必 須 の エ レ メ ン トで あ る こ とか ら,ア メ リ カ代表 よ

り再三 に わ た り,こ れ らの エ レ メ ン トを 国 際 標 準 の 中 に 加 え るよ う要請 が あ

った が,結 局 排 除 され て い る 。 日本の 船 舶 の 次 航数 も同 じ性格 を もつ 日本 独

自の エ レメ ン トで あ る。

貨 物 の 容 積 に つ い て も,ア メ リカ とソ連 で は その 定 義 づ けの 相 異 が 問 題 に

な った 。

こ う した 実 例 の よ うな各 国,各 地 域 で の 現 行 制度 の 中 で必 要 とされ て い る

エ レメ ン トの 相 異 点,独 自の エ レメ ン トの 存 在 は重 視 され るべ きで あ り,デ

ー タ ・エ レメ ン ト標 準 化 の 国 際的 な実 現 の た め には
,共 通 標 準 エ レ メ ン トの

設 定 とあわ せ て,地 域 的 な非 標 準 エ レ メ ン トの 告 示 を もま た欠 か す こ とは で

きな い 。 こ うす る こ とに よ って,各 国 代 表 は 標 準 化 活 動 の 具 体 的 な 対 象 を把

握 で き,ま た 貿 易 手 続 の 実 態 に 対 す る共 通 の 認 識 の も とに 協 力 を行 うこ とが

で きるの で あ る 。

もっ と も先 に あげ た わ が 国 の 独 自の エ レ メ ン トとして,各 船 ご との シー ク

エ ンス な航 海番 号 で あ る次 杭番 号 を考 え て み た場 合 ,こ れ が 国 際 的 な非 標 準

エ レメ ン トで あ る として も,わ が 国の 貿 易 関 係 者 が 合 議 し て,こ の 便 利 な エ

レメ ン トを廃 棄 す る こ とは まず 考 え られ ま い 。 こ う した こ とか ら,ECEに

お け る デ ー タ ・エ レ メ ン トの 国 際標 準 の,そ の 性格 と限界 が 見 え て く るの で

あ る 。

Bか らの コ ン ピ ュー タ活 用 上 の標 準 エ レ メ ン トの 設 定 は,論 理 的 に はA局

面 の標 準 化 を前 提 と して成 立 す る もの で あ り,現 実 の書 類 上 の記 載 必 須 項 目

の 整 理 が 国 際 的 に 進 み,標 準 化 され た後 に,そ れ に対 応 して実 用 に供 され る

性 格 を も って い る。 しか しあ らか じめ情 報 処 理,伝 達 用 に標 準 エ レメ ン トを

設 定 す る こ とに よ り,現 実 の 書 類 上 の エ レ メ ン トの 整理 を促 進 す る面 もあ る

こ とは否 定 で きな い 。
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●

本 年2月GE.1の 会 議 ヘ タ ス クチ ー ムの コ ン ビナ ーか ら提 出 され たB/

Lに 関 す る標 準 エ レ メ ン トの レポ ー トは,結 局 このA.B両 面 の エ レメ ン ト

が 十 分 整 理 され ず,標 準 エ レメ ン トの 選 択 規 準 が不 明確 な ま ま に混 交 して い

る こ とか ら,ECEの 正式 の 勧 告 レベ ルに 達 して い な い とされ た と思 われ る。

しか し この 責 任 は,1チ ー ムの 問 題 だ けで は な く,先 に あげ た 輸 入 手 続 の

タス クチ ー ム と同 じよ うに,他 の テ ー マで あ る書 類 機 能 の 基 本 的 な定 義 づ け

が 未 解 決 の ま ま作 業 を進 め ざ る を え なか った こ とに も起 因 して お り,TT2

・6と の 協 力,連 携 の 必 要 性 が ク ロ'-t-一ズ ア ップ され て い る。

最 近 のECEの 簡 易 化 諸 活 動 の う ち,タ ス ク チ ー ムTT1・1に つ い て,

乙 こま で や や詳 し く述 べ て きた が,当 初 の 目的 設 定 が不 明確 で あ った とい っ

て も,逆 に 仮 の 目的 を,実 際 の 検 証 に よ って 明 確 にす るた め の 試 行 錯 誤 の 歩

み と して チ ー ムの 活 動 を と らえ る こ とが で き る 。 この 経験 は,こ の チ ー ムの

次 の 課 題 で あ る イ ン ボ イ スの 標準 エ レ メ ン トの 抽 出に 役立 て られ るで あ ろ う

と期 待 され るの で あ る 。

こ う した ひ とつ の タ ス クチ ーム の 実 例 か ら,ECEの 活 動 全 体 の 最近 の 特

徴 と して,従 来 に 比 し,よ り計 画 的 な 各作 業推 進 の 傾 向 を挙 げ る こ とが で き

る と思 わ れ る 。

書 類 の 標 準 化 の た め の 国 際標 準 レ イ ア ウ ト ・キ イに始 ま った 国連ECEの

活 動 が,そ の 対 象 分 野 を次 第 に拡 げ,GE.1で は 国際 標 準 コー ドの 開 発 ・

設 定 か ら,デ ー タ エ レ メ ン トや イ ン タ フ ェー ス 等 に手 を つ け,GE.2で は,

法 律 問題 や 輸 入 手 続 等 を も取 り上 げ ては きて い るが,そ れ ぞれ の テ ーマの 選

出規 準 が,い わ ば 対 症 療法 的 に目 に つ いた 問 題 を ラ ンダ ムに 拾 い あ げ る傾 向

を も ってお り,水 面 上 に現 わ れ て い る氷 山の 頭 を,と りあ えず 当面 の 課 題 と

して 把 え る とい うの が これ まで の 方 針 で あ った どい え る。

そ れ に 対 して,そ の 活 動 の 中 か ら,各 テ ー マの 相 互 関係 を把 握 し,そ れ を

反 映 した 担 当 チ ー ム間 の 協 力 の 方 向 を見 出 し,多 様 な 国 際 貿 易 諸 制 度 の 内 部

構 造 の体 系 的 な理 解 か ら,問 題 解 決 の た めの よ り合理 的 な方 法の 採 用 へ と移
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行 しよ うとす る動 きを最近 の新 しい特徴 として指摘す ることがで きるよ うに

思 われ る。

本年2月 の会議へ,事 務 局案 としてパー ト手法 を使 った各 テーマの相互関

係 と作 業順序 を示 す新 しい図表が提 出 され たが,そ れはECEが 今後 よ り体

系的 な活動 を指向す る端的な きざしと見 ることがで きる。

また別 にポーラン ド代表か ら提 出 された標準化の対象の 貿易書類の系譜別

分析 に関す るレポ ー トも,一 連の 新 しい動 きに呼応 して いる。

タス クチームの設置 とその活動 は,従 来 に比 して,そ れ ぞれの作 業を急速

に進め るとと もに,貿 易手続簡易 化の途上に潜 む上記の よ うな さま ざまな問

題点を発掘 し,次 の よ り計画 的な活動 を準 備す る上で相 当の成 果を あげつつ

あると評価すべ きで あ り,こ の 活動に対応 した国連ECEの 組織の運営 と改

革の動 きは,委 員会制度で運 営 され るわれわれの同種の プ ロジェク トの推進

に も,貴 重な参考 となる もので ある。

●

3.2ECE簡 易 化 活 動 の最 近 の 概 要

(1)ECEの 作 業計 画

国 連ECE事 務 局 は,昨 年5月 貿易 手 続 簡 易 化 の た め の 作 業 計 画 を発 表 し

た 。別 表 が それ で あ り,ECEの 活 動 の 概 要 を一 通 り知 るた め には も っ と も

便 利 で あ る 。

なお,こ の 作 業 計 画 の ま えが きで,事 務 局 は,「 作 業 計 画 を 吟 味す る と と

もに,シ ス テ ムズ ・ア プ ロ ーチ の 必 要 性 お よ び各 プ ロジ ェ ク トの相 互 関係 を

明確 に す るこ との 重 要 性 を 喚起 した 」 と書 い て い るが,こ の 作 業 計 画 表 自身

が,し たが って,3.1節 で 紹 介 したECEの 最 近 の 新 しい 動 向 を示 す もの と

い え る。

こ こで は,こ の 作 業 計 画 表 の 発 表 後,実 質 的 に 決定 を見 た 項 目 を拾 い出 し

てみ よ う。

4
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●

② 新 しい決定事項

026UCRN

TT2・1が 担 当 して い た この 作 業 は 実 質 的 に は 昨年9月 で 完 了 した 。発

生 した 貿易 取 引毎 に 国 際 的 に承 認 され た ユ ニ ー クな 登録 番 号 を付 し,貨 物 と

情 報 との 照 合 に一 貫 した 便宜 を与 え よ う との 英 国SITPROの 提 案 を うけ

て開 始 され た この プ ロ ジ 。ク トは,CAR(Co㎜onAccessReference)

と名 称 を変 え,内 容 を よ り簡 素 化 して 完 了 した 。

057危 険 物 輸 送 標 準 フ ォー ムの 制定

同 じ く本 年2月 の 会 議 で国 際 標 準 フ ォームが 採 択 され た 。

034船 名 コ ー ドの 作 成

ITU(国 際 電 気 通 信 連 合 会)の 現 行船 舶 無 線 呼出符 号,い わ ゆ る コー ル

サ イ ンが,国 際標 準 船 名 コー ドと して本 年2月 決 定 をみ た 。

××× 通 貨 コー ドの 決 定

この 作 業計 画表 か ら脱 落 し て い るが,通 貨 に 関 す る国 際標 準 コ ー ドの ア ル

フ ァ表 示 分 が決 定 され た 。.やは り本 年2月 の 会 議 に お い てで あ り,ISOの

国名 コー ドに通 貨 の 呼称 の 頭 の1字 をつ け加 えて 構成 され て い る。

(3)新 た に追 加 され た事 項

本 年2月 この 作 業 計 画 に,荷 印 の 簡 易 化 ・標 準 化 の テ ー マが 新 た に 付 け加

え られ た 。

わが 国 が 発 表 した新 しい荷 印の 提 唱 に も とつ い て これ か ら研 究 がECEで

行 わ れ るが,3.1節 の 最 初 に述 べ た タ ス クチ ー ム にか わ る ラポ ル チ ュ ール 制

で 作 業 は 進 め られ る。 イ ギ リス と フ ラ ン スが これ を担 当す る。

(4)姿 を消 した テ ー マ

1974年 か ら76年 頃 に か け て,コ ン ピ ュー タ使 用 の 貿易 関 係 大 型 情 報 シス

テ ムの ニ ュ ース,報 告 が,ECEの 会 議 の 席 上 で さか ん に行 わ れ て お り,ア

メ リカのCARDIS,IATAのCART,ま た わが 国 のNACCSやI

CISの 計 画,TIPS開 発 の 紹 介 な どが 行 わ れ た 。
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作 業 計 画 上 で は,0.47「 国 際貿 易 にADPを 導 入 した主 要 な シス テ ム

(既 存 ま た は計 画 中)に 関す る情 報 収 集 」 に 該 当す る と思 われ るが,最 近 こ

の 種 の 報 告 が 途絶 え て い る。

ア メ リ カ代 表 が 発 表 して い たCARDISも,そ の 後 実 施 時 期 は遅 れ てお

り,パ リ空 港 シ ス テ ムSOFIAも,実 現 間 際 に お け る航 空 会 社の 脱 退 に よ

り規 模 を縮 少 し航 空 貨物 通 関 シス テ ム として 発 足 せ ざ る を得 な か った 。総 合

的 な情 報 シ ス テ ムの 開 発 の 実 施 は 多 くの 困 難 が と もな う とい う実 情へ の 認 識

が 広 ま り,関 係 者 は その 発 表 に慎 重 に な らざ る を得 な くな った とい うの が,

実 態 とい え よ う。

しか し,そ の 後 もCARDISの 開発 は ア メ リカで 執 擁 に つ づ け られ てお

り,新 たに カナ ダが 独 自の 貿易 情 報 シ ス テ ムの 開 発 に 努 力 を傾 け,わ が 国 で

も本 年 度 はNACCSの 稼 動,横 浜,名 古 屋 に お け る港 湾情 報 シス テ ムの 第

1段 階 と しての 船 舶 情 報 シ ス テ ムの 実施 が 予定 され てい る 。 これ らの 先 駆 的

な シ ス テ ムの 紹 介 は,ECEに 集 る関係 者 に対 し,い い判 断 材 料 とな りう る

もの で あ り,そ の 成 果 は 十 分 に 期 待 され うる と思 わ れ る 。

℃
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十

,

●

作 雫 計 画 ・(付属資料)

1兜 了 した作 業

項 目 テ ー マ
'関 係 資 料

完了年月日

001 国際貿易で使用 され るADP装 置の分類試案作成

実行:マ ニュアルの発行

GE.1/R.25 1973-08-30

002 既存の 自営 システム,ま たは 「インハ ウスコ システムの概要の把

握。 同時に現在開発が計画されているシステムや政府と他の私的

システム間のインタフ ェース問題の調査。

実行:事 務局 の継続的事業 として進行 中。報告が適宜発表 され る。

GE.1/R.4,

R.14,R.36

1974-08-09

003 先 進的 な通信技術 と国際貿易 におけるADP化 へのその寄与 に関'

する調査。

実行:調 査報告書

GE、1/R.19
.

1973-02-15

004 国際 貿易で使 用される商用ADPシ ステムのアンケー ト試案の作

成。

実行:ア ンケー ト実施

GE.1/R.18 1973-01-25

005 ADPに 関 す る優 先 順 位 リス トの 作 成.

実 行:優 先 順 位 決 定 の ため のGE.1,GE.2へ の 文 香 の作 成 。

P

GE.1/R.23 1973-03-12

006* ISO標 準国名 コー ドの勧告草案の作成。

実行:勧 告

ECE勧 告No.3

「ISO国 名 コー

ド」WP.4,'115;

INF.32

1974-10-04

007 国際貿易関係書類におけるコー ドの配置に関す る勧告草案の作成。

実行:勧 告

ECE勧 告No.2

「貿易 書 類 で の

コー ド配 置 」

WP.4/112;

INF.26

1973-06-20

008 輸入手続上,税 関が必要 とす る情報の検討。

実行:CCCに よる資料文書の作成

GE.2/R.11 1972-12-07

009 国際貿易におけ る関係機関 リス トの作成。

実行=資 料文書作成

GE、2/R.13 19η 一〇5-08
.、.ラ

010'

v

ECEレ イアウトキーの背景お よび技術的詳細を解説す る文書の作

成。

実行:勧 告

ECE勧 告No.1

「ECEレ イア ウ

・トキーJWP .4/

112;INF,26

1974-01-17

016 国際貿易関係者間のデー タ伝達に関す る規準設定の可能性 を調査

(プ ロジェク トINTERFACE)。

実行:成 果報告

WP.4/R.33 1976-04-08

021 . 貿易手続簡易化に関係す るISO技 術委員会 との協力態勢の確 立。

実行:適 宜報告書を作成

,,GE.2/R.55

WP.4/R.28

1976-02-10

023 貿易書類,そ の名称および記載項 目の体系的分類。また,分 析 を

容易なら しめ る数字 コー ドの付与。

実行:使 用頻度の高い名称および用語法の相違を内容 とす る資料

文轡の作成。

GE.2/R.34 1974-04-19

024* 国際取 引決済 に係わ る慣 習的用語の詳細把握 と明確化。 GE.2/R.18 1973-05-09
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項 目 テ ー マ 関 係 資 料 完了年月 日

025 貿易手続簡易化気 運9)拡 大 を狙い とした国際商業会議所(ICC) GE.1/R.17, 1973-01-26

金融業務委員会 との協 力態勢確立。 R.37,R.59,

実行:協 力推進 R.64

GE.2/R.10

028 国際貿易用統一インボイスの作成。 ECE勧 告No.6 1975-09-26

実行:勧 告 「統 一 イ ン ボ イ

ス ・レ イ ア ウ ト

キ ー 」WP.4/

117;INF.35

041 INCOTERMSコ ー ドの 作 成。 ECE勧 告No.5 1974-10-04

実行:勧 告 「INCOTERMS

略 称 コー ド」

WP.4/115;

INF、34

047 国際貿易にADPを 導入 した主 要 システム(既 存 または計画中) GE.1/R.5, 1973-03-08

に関す る情報収集。 R.21

実行:収 集情報 の更新 と貿易簡易化ニ ュースによる広報。

048 デ ー タ処 理,伝 送,コ ー ドに 関 す る専 門 用語 集 の 作 成。 GE.1/R.11, 1975-02-10

実行:ISO・TC154へ 作 業 委 託 R.16

GE.1/CRP.

12

055 国際貿易関係書類におけ る 日付表示 コー ド等の確立。 ECE勧 告No.7 1975-09-26

実行:勧 告 「貿易書類 にお

け る 日時,期 間
,

の 表 示 」WP.4/

'

117;INF.36

*当 該 プロ ジ ェ ク トは部 分 的 に完 了 して い る もの で,つ ぎに 述べ

る検討 中 のテ ー マ の リス トで も同一 項 目ナ ンバ ー で登 場 す る。

2検 討 中 の テ ー マ

A記 載 項 目

項 目 テーマ,対 象資料,進 展段 階等の概要 目 標 年 次 担 当 組 織

031 輸入手続および ドキュ メンテーシ ョンに関する予備調査の開始。 1978 TT-2.3

対 象 資料:GE.2/R,66,R90

目 標:簡 易化 を狙 い とした諸手続の研 究,関 係書類統一の勧 .

告 。

045 金融業務 の簡素化および荷為替信用状の使 用に関する調査研究。
.026'

UCRN(UniqueConsignmentReferen6eNumber:貿 易 貨 物 一 TT-2.1

貫照合番号)設 定の可能性調査 と試案の提起。
.

対 象 資 料:GE.2/R.3,R.6,R.19,R.24,R.33,R.35,R、36,

R.54,R.61,R.71,R.88

目 標:勧 告

051 あらゆ る輸送形態に適 用 し得る輸送プ ロセス表記上の記載データ 1978

を確 定 し,こ れ らの デ ー タの標 準 表 現 を準備 。
'

対 象 資料:GE.2/R.31,R.41

目 標:調 査結果の報 告および提案
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項 目 テーマ,対 象資料,進 展段階等の概要 目 標 年 次 担 当 組 織

052 多様 な輸送形態 を特定する必要性 を明確に し,「コー ド策定 を軸に 事 務 局

必要 なデ ー タを摘 出 。

対 象 資料:GE.2/R.30,R.67,R.68,GE.1/R.44

目 標:報 告書作成(可 能 なら勧告 も)

053 コ ー ド策定を想定 し外国貿易に関連す る種々の地点(都 市,港 湾, 1977 事 務 局

空港, 国境,中 継地等)を 指定すべ き必要性を明確化。

対 象 資 料:GE.1/R.55,R.58,R.67,R.68,R.70,R.72,R.83,

R.84

目 標:調 査結果の報告および提案

054 貿易関係書類の さまざまな宛先や 貨物の引渡先に必要 とされ るデ 事 務 局
一 タ ・エ レ メ ン トを確 定 し

,同 時 に コー ド策定 に 見合 う宛 先 の 標

準的表記法を考慮。

対 象 資料:GE.2/R.32,R.38

目 標:報 告」書作成(可 能 なら勧告 も)

056 国際貿易で度量衡単位 がどの程度必要か検討し,コ ー ド策定 を想

差 した デー タ ・エ レ メ ン トの 摘 出 を行 う。

対 象 資料:GE.2/R.29

目 標:調 査結果の報告

030 国際 貿易関係書類 に記載 され る署名の 目的および様式 を検討。 TT-2.2
(046)

対 象 資 料:GE.2/R.28,R.58,R.59,R.60,R.72,R.79,R.80,

R.81,R.93

目 標:報 告書作成(可 能な ら勧告 も)

043 貿易書類作成上の要件 を考慮 し,ワ ルシャワ協定修正条項 との関 TT-2.2

連性 を調査研究。

対 象 資 料:GE.2/R.62,R.93

目 標:調 査結果の報告

050 国際貿易面での必要性 を満たす ためINCOTERMSを 分類整理, ICC
(029)

更新 また場 合に よって拡充。 (1974-01,ICC

へ書簡)

Bド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン

項 目 テーマ.対 象資料,進 展段階等の概要 目 標 年 次 担 当 組 織

011 標準識別記号 を有する国際 貿易書類の リストの作成 とその管理。 継 続 中 事 務 局

対 象 資料:GE.2/R.15,R.50,R.64

目 標:マ ニ ュ ア ル の刊 行

013 国際 貿易における書 類機能 の定義。 TT-2.6

対 象 資 料:GE.1/R.9,GE.2/R.27,R.44,R.64,R.76,R.82,

R.94

019 国際貿易取引で通常必要 とされ る関係書 類の数量および形式に関
(018)

する勧告試案の作成。

目 標:勧 告
▲

059 ECEレ イアウ トキー に 今 後統 一 す べ き書 類 を決 定 し,優 先 順 位 を TT-2.4

付 す と と もに 統一 作業 に関 す る提 案 を行 う。
、

対 象 資 料:GE.2/R.40,R.63,R.77,R.84,R.85,R.86,R.91

1.1標:提 案 、

1
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項 目 テーマ,対 象資料,進 展段 階等の概 要 目 標 年 次
i■

担 当 組 織

042 輸送関係書類の合理化 と統一促進。 TT-2.4

対 象 資 料:GE.2/R.41

目 標:提 案

044 海上輸送書類の合理化。' TT-2.4

対 象 資 料:GE.2/R.42;INF.31

目 標:提 案

057 危険物輸送用 の多用途ECE統 一書類の制定可能性 を検討。 1978 TT-2.5

対 象 資 料:GE.2/R.45,R.49,R.75,R.92

目 標:調 査結果の報告 と提案

058' 腐 敗 しや す い商 品の ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン の統 一 。 TT-2.4

目 標:勧 告
'

027 エ ア ウェ イ ビ ル をECEレ イア ウ トキー に 統合 。 TT-2.4

対 象 資 料:GE.2/R.2,R.9,R.17,R.20,R.51

目 標=勧 告

■

C自 動情報処理技術

項 目 テーマ,対 象資料,進 展段階等の概要 目 標 年 次 担 当 組 織

018 各種関係者間で使用 されている既存メッセージの数量お よび形式 1977/1978 TTごL2

(019)
の 調 査 。

目 標:研 究成果の報告

017 自動デー タ処理(ADP)の 利用に よりデー タ入力表現 に生ず る制 1977 TT-1.2
(012)
(014) 約 条件の調査。

(019)
(020)

目 標:研 究成果の報告

(022)
(039)
(061)

020 識 別 記 号 を もつ標 準 メ ッセ ー ジ ・フ ォー マ ッ トの 開 発。 TT-L2

(039)
目 標:勧 告

Dコ ー ド

項 目 テーマ,対 象資料,進 展段階等の概要 目標 年 次 担 当 組 織

032 国際 貿 易 に 関連 した コー ド ・りス トの確 定 とそ の 管理 。 継 続 中

対 象資 料:GE、1/R.49,R60

目 標:マ ニ ュ アル の刊 行

035 国際 貿易で採用 された コー ドの刊行 と維持に関する調整。 継 続 中 事 務 局

対 象 資 料:GE.1/R.26,R.63
、

目 標:マ ニ ュ アル の刊 行

006* ISO標 準 国 名 コー ド(数 値 コー ド)に 関 す る勧 告 草案 の 作 成。

対 象 資 料:GE.-1/R、71,R.81

目 標:勧 告 中に 包 含(INF.32)

033 港 名 コー ドの作 成 。 1977/1978 ICS

(053)
対 象 資 料:GE.1/R.55,R.58,R.67,R.70,R.72, .R.83,R.84

目 標 二勧告

034 船 名 コー ドの作 成 。 1977 ICS

対 象 資 料 二GE、1/R.40
.

目 標:勧 告
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項 目 テーマ、対象資料,進 展段 階等の概要 目 標 年 次 担 当 組 織

036 国際貿易に関連す る統一商品分類の開発に関 しCCC(関 税協力理

事会)統 一 システム委員会の作業 を継承,支 援す る。

対象資料:GE.1/R.75

目 標:適 宜報告書 を作 成

継 続 中
.

037 国際 取 引 の 支 払 条件 コー ド草案 の 作 成。

対 象 資 料:GE.2/R、18

GE.1/R.65,R.76

目 標:勧 告

1978 AT,BE,

ICC,RO

038 輸送 形 態 コー ドの作 成 。

対 象 資 料:GE.1/R.52

目 標:勧 告

1977 ICS
1

039 フ ィー ル ド識別 コー ドの 確 立。

目 標:勧 告

TT-1.1

040
(013)

貿 易 関係 書 類識 別 コー ドとその 機 能 の確 立。

対 象 資料=GE.2/R.50

目 標:マ ニ ュア ル の刊 行,ま た可 能 な ら勧 告 も。

062 コー ド開 発 を念 頭 に お い た荷 姿 お よ び梱 包方 法 を特 定 す る必 要 性

の検 討 。

対 象資 料=GE.1/R.28,R.53,R.86

GE.2/R.78

目 標:調 査結 果 の報 告 書 作 成

E貿 易情報の交換

項 目 テーマ,対 象資料,進 展段階等の概要 目 標 年 次 担 当 組 織

029 国際的統一 をめ ざした貿易用語 の検討。 TT-1.1
(050)

.061 自動 デ ー タ処理(ADP)を 採 用 した統 一 貿 易書 類 ア プ リケ ー シ ョ TT-L3

ンの 経 験 集 約。

'目 標:調 査結果の報告

015 貿易関係書類に記載 され るデータの定義。 TT-1.1

対 象 資 料 二GE.1/R.78

目 標:勧 告

012 標準識別符号を有 する貿易書類デー タ ・エレメントの リス ト作成 TT-L1

(014)
と その 管 理 。

対 象 資料:GE.1/R.8,R.78

、014 貿 易関係 書 類 に おけ るデ ー タ ・エ レ メン トの定 義。 TT-1」

対 象 資料:GE.1/R.87

目 標:勧 告

022 データ入力標準の定義。た とえば体系,桁 数(文 字 または数字), TT-1.1,

(014)
固 定長 ま た は可 変 長 の フ ォーマ ッ ト等。 TT-L2

目 標:勧 告

049 チ ェッ ク ・デ ィジ ッ トの 使 用 に よ るデ ー タ管 理 の検 討 。 FI,SE,

対 象 資料:GE.1/R.34 US

目 標:勧 告
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項 目 テーマ,対 象資料,進 展段 階等の概要 目 標 年 次 担.当 組 織

060 データ処理およびデー タ伝 送におけ るセキ ュリティ要件と制約条 TT-2、2

件の調査研究。 (法的側

対 象 資料:GE.1/R.56,R.66,R.74 面),FI

目 標:調 査結 果の報告

046 自動伝送 され る貿易書類の法的有効性お よび確実性 を保証す る手 TT-2、2

(030)
段 の 検 討。

目 標:研 究成果報告書の作成

,

'

一142一



付 録

COTIS6年 間の活動経過

「



4

、

●

{

1

L

P

|



ダ

∀

(1)COTIS6年 間 の 活 動 経 過

昭 和47年 度

5月9日

「第1回 総 合 貿 易 情報 シス テ ム調 査 委 員 会(COTIS)」 開催

(鈴 木 正 美 委 員長,於 赤 坂 プ リン スホ テ ル ゴー ノじデ ン ル ー ム)

5月22日

「第1回 総 合 貿易 情 報 シス テ ム調 査 専 門 委 員会 」 開 催

(水 野 幸 男 委 員長,於 機 械 振 興会 館64号 会 議 室)

8月

米 国CSC(ComputerScienceCorp .)社 ニ ューマ ン氏3名 来 日

(英 国LACESシ ス テ ムの 概 要 説 明)

10月7日 ～11月5日

貿易 情 報 シス テ ム化 海 外 調 査 団派 遣

(ECE会 議 及 び 英国(4ケ 所),フ ラ ン ス(1),西 ドイ ツ(1),米 国(4),カ ナ

ダ(1),水 野 専 門委 員長 他11名)

48年2月13日

米 国DOTハ リマ ン氏 並 び にNCITDベ イ リス氏 来 日

(活 動 報 告 及 び意 見 交 換)

昭 和48年 度

4月2日 ～4日'

国 連 欧 州 経 済 委 員会(ECE)貿 易 手 続 簡 易化 部会(WP .4)専 門 家会 議

出席

(広 瀬 専 門 委 員外1名)

5月22日 ～25日
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英 国SITPRO・IATA調 査 団 来 日(ト ラ フ ォー ド氏 外3名)

(LACESの 紹 介 と意 見 交 換)

5月25日

LACESに 関 す る講 演 と映 画 の 会(SITPRO提 供)

6月 貿易 情 報 パ イ ロ ッ ト ・シ ス テ ムの 開発 に着 手

6月4日 ～7日

ECEWP.4専 門 家 会 議 出席(儘 田専 門 委 員)

9月17日 ～18日t

SITPRO調 査 団訪 日(ソ ニ ー ク ロ フ ト卿 他8名)

(貿 易 情 報 シス テ ム 化 に 関 す る パ ネ ル ・デ ィス カ ッシ ョン)

10月15日 ～31日

ECEWP.4専 門家 会 議 出 席 及 び海 外 調 査

(ジ ュ ネー ブ,フ ラ ンス,イ ギ リス,ス エ ー デ ン,西 ドイ ツ,水 野 専 門 委 員

長 外5名)

10月31日

第6回COTIS委 員会 開 催

委 託 研 究

「海 貨 通 関 業 務 の 現 状 分 析 」(港 湾経 済 研 究所)

昭 和49年 度

4月8日

米 国NCITDデ ー ビス氏 他6名 来 日

(貿 易 情 報 シス テ ム 化 に 関 す る討 議)

5月8日 ～10日

ECEWP.4専 門 家 会 議 出 席(鈴 木(孝)専 門委 員他1名)

5月14日 ～15日

目加 貿易 情 報ADP化 計 画 会 議 へ の 派 遣

(於 モ ン トリオ ー ル,吉 田 委 員外2名)

-144一

、

1



A

〆

8月6日

第8回COTIS委 員 会 開 催

8月20日

第14回COTIS専 門委 員 会 開 催

9月30日 ～10月4日

ECEWP.4専 門家 会 議 出 席

(伊 藤(皇)委 員外4名,COTIS進 捗状 況 報 告)

10月23日

英 国SITPROメ ンバ ー,ト ラ フ ォー ド氏 来 日

(INTERFACEに つ い て の 意 見 交換)

11月11日

英 国SITPROメ ンバ ー,ウ ィー グル氏 来 日

(貿 易 情報 シス テ ム化 に つ い ての 意 見 交換)

50年3月 「貿易 情 報 パ イ ロ ッ ト ・シス テ ム(TIPS)」 完 成

委 託 研 究

「輸 入 に お け る海 貨 通 関業 務 の フ ロ ー分 析 」(港 湾経 済 研 究所)

「貿 易 決 済 業 務 の フ ロー分 析 調 査 」(三 井 情 報 開 発)

昭 和50年 度

4月9日

第23回COTIS専 門 委 員会 開 催

4月15日

INTERFACEに 関 す る ワー キ ン グ ・グル ー プ(伊 藤(昭)主 査)編 成

5月29日

カ ナ ダCOSTPRO訪 問

(COSTPRO会 議 及 びINTERFACE問 題,水 野 専 門 委 員 長 外1名)

6月2日 ～6日

ECEWP.4専 門 家 会 議 出 席(水 野 専 門 委 員長 外1名)
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(メ ッセ ー ジ交換 に お け る エ ラ ー問題 に つ い ての レポ ー ト提 出)

9月22日 ～26日

ECEWP.4専 門 家 会 議 出席(伊 藤(昭)専 門 委 員外1名)

(貿 易 情 報ADP化 に お け るセ キ ュ リテ ィ問題 に 関 す る レポ ー ト提 出)

12月10日

第10回COTIS委 員会 開 催

委 託 研 究 、

「貿易 デ ー タ共用 の た め の 基 礎 分 析 」(港 湾経 済 研 究所)

「セ キ ュ リテ ィ問 題 に 関 す る国 内 実 態 調 査 」(セ ンチ ュ リ ・リサ ー チ ・セ ン

タ)

昭和51年 度

5月20日

シス テ ム 小 委 員会(伊 藤(昭)主 査)の 発 足

(第2貿 易 情 報 シス テ ムの 研 究)

6月10日 ～11日

ECEWP.4専 門 家 会 議 へ の 出席(水 野 専 門 委 員長 外1名)

(COTISの 現 況 及 び デ ー タ ベ ースの セ キ ュ リテ ィの レポ ー ト提 出)

6月18日

第11回COTIS委 員会 の 開 催

7月5日

第34回COTIS専 門委 員会 の 開 催

8月26日

セ キ ュ リテ ィ問 題 小 委 員会(水 野 委 員長)発 足

(貿 易 情 報ADP化 に お け る セ キ ュ リテ ィ問 題 の 研 究)

11月1日 ～5日

ECEWP.4専 門 家 会 議 出席(水 野 専 門 委 員長 外1名)

(セ キ ュ リテ ィ問 題 検 討 範 囲 に 関 す る レポ ー ト提 出)
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11月2日

SOFIAシ ステム訪問(水 野専門委 員長外1名)

委託研究

「海運貨物 取引情報 システム調査研究(1)」(港 湾経済研究所)

昭和52年 度

6月24日

第19回 システム小委 員会の開催

(貿 易書類作 成実験 システムの研究)

9月26日

第39回 総合 貿易情報 システム調査専 門委 員会の 開催

9月28日

第13回 総合 貿易 情報 システ ム調査委 員会の開催

10月18日

総合貿易情報 システム編集専門委 員会の発足

(貿 易 情報 システム化啓 蒙用冊子の作成)

12月15日

貿易書類作 成実験 システム総合テ ス ト

53年1月13日

実験 システム第2回 総合 テス ト

1月31日

実験 システム ・デモ ンス トレー シ ョン会

委託研究

「海運貨物取 引情報 システム調査研究(皿)」(港 湾経済研究所)
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② 総合貿易情報 システム調査報告書経年 目次

ω

1.

昭和47年 度

総

1

2

3

4

5

6

7

8

工

L

-
.

-

L

工

1

1

論

目 次

貿易の概況

貿易流通にお ける円滑化効 率化への要請

貿易情報の有効活用

国際機 関にお ける貿易情報 システム化活動

世 界各国の専 門機関にお ける活動

世界各国の 貿易情報 システ ム開発 の動 向

貿易情報 システ ム化の方 向

日本にお ける貿易情報 システ ム化の課題 と対応策

2.総 合 貿易 情 報 シス テ ム 化構 想

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

資 料 編

1.

2.

3.

システム化の概要

システム化の効果

総 合 貿易 情 報 シス テ ム開 発 の ア プ ロー チ

総合 貿易情報 システ ム開発の手順

第2貿 易情報 システ ム開発

国内にお ける貿易情 報 システ ム化の動向

海外にお ける貿易情 報 システ ム化の動向

国 内 の 貿易 情報 フ ロ ー及 び デ ー タ エ レ メ ン ト分 析 表

(2)

1

昭和48年 度

概 要

目 次
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1

1

2

3

5

8

3

4

6

8

8

9

1

6

8

9

9

1

3

1

1

1

1

1

1

2

2

2

3

3

4

8

1

り
ム

1

、
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H

皿

W

V

M

1

9
臼

3

海貨通関業務の現状分析調査

業種別,機 関別貿易情 報 システム化の現状 と動向調査

直 接 貿易 メ ー カ ー

(社)日 本貨物検数協会

(社)日 本海事検定 協会

海外にお ける貿易情報 システ ム化の動向調査

国連ECE貿 易 業務 簡素化部会の動向

貿易 関係書式の標準 化に関す る調査

附 録

参考資料

(3)昭 和49年 度 目 次

は じめに

第1部 海外にお ける貿易情報 システム化の動向

1

2

3

4

第2部

1

2

3

4

5

第3部

1

2

序 論

国 際貿易 にお けるメ ッセ ージ交換の規準

チ ェ ッ ク ・デ ィ ジ ッ トの 研 究

通貨 コー ドの標準 化

輸入貨物 及び輸入通 関業務 フローに関す る実態調査

総 論

ラ ン デ ィ ン グ ・パ ッ ケ ー ジ

カ ス タ ム ズ ・パ ッ ケ ー ジ

デ リ バ リ ー ・パ ッ ケ ー ジ

ま と め

貿易決済業務の情報 フロー分析

貿易 にお ける外国為替銀行の役割

外国為替 銀行 を中心 とした貿易業務 フローの現状分析
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1

1

1

7

1

1

9

3

9

7

1

4

4

4

7

8

0

1

1

8

1

1

1

1

1

2

2

2

2

-
⊥

-
⊥

4

う
0

3

5

79

98

137

154

174

180

183



3

第3部

1

2

外 国為替業務 の システム化

資 料 編

業務分析

帳票分析

204

211

289

(4)昭 和50年 度

1.総 論

目 次

1

1

1

1

5

5

6

2

3

4

7

8

8

1

1

1

1

3

6

6

9

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

、

1,調 査 研 究 の 背 景 と 経 緯

1.1

1.2

貿易情報 シス テム化の背景

COTISの 活 動 一 総 合 貿 易 情 報 シ ス テ ム化 構 想 の ア プ ロー チ・・

2.昭 和50年 度 調 査 研 究 の 概 要

2.1

2.2

2.3

貿易 デー タ共 用の ための基礎分析

セキ ュ リテ ィ問題に関す る調査研究

内外にお け る貿易情報 システ ムの動 向

2,3.1

2.3.2

2,3.3

2.3.4

2.3.5

皿.各 論

国連ECE貿 易手続 簡易化部会

本

国

国

国

日

英

仏

米

1.貿 易 デ ー タ共 用 の た め の 基 礎 分 析

1.1輸 出 業務 に 関 す る関 連 機 関

1.1.1

1、1.2

1.1.3

1.1.4

1.2

輸 出 業 務 に 関 す る 総 括 的 フ ロ ー チ ャ ー ト

基 本 帳 票 の 選 定 及 びExchangeCenterへ の 関 連

CentralDataExchangeの 構 想

関連密度の推定

デ ー タ エ レメ ン ッの 分 析
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1.2.1ア プ ロー チ29

1.2.2デ 一 夕 エ レ メ ンッ分 析31

1.3デ ー タ量 及 び デ ー タサ イ ズ,デ ー タの 提 供 者 と利 用 者63

1.3.1ト ラ ン ザ ク シ ョン頻 度63

1.3.2入 出 力 デ ー タサ イズ,デ ー タの 提 供 者 と利 用 者,時 間的 要 素64

1.4想 定 され る デ ー タ共 用 シス テ ムの フ ィー ジ ビ リテ ィに つ いて …・・…65

1,5付 属 資 料68

基 本 デ ー タサ イズ算 出表68

荷 主,海 貨 元 請 系 統 概要76

船 主,作 業 元 請 系統 概 要86

1.5.1

1.5.2

1.5.3

1.5.4

L5.5

1.5.6

輸 出貨物 の発送 と受 領につい て

海運輸出入貨物滞留日数表

CARDISの デ 一 夕エ レメ ン ツ,諸 機 能 お よ び

情報の標準化

112

117

1.5.7CARDISの 潜 在 的 デ 一 夕 エ レ メ ン ッ の 機 能 分 析

2,セ キ ュ リテ ィ問題 に 関 す る調 査 研 究

12.

2.1.1

2.1,2

2.1.3

21.4

2.2

わが国の 貿易関係 業界にお けるセキ ュ リテ ィ問題調査

調査の範囲 と方法

デ ー タの セ キ ュ リテ ィに 関す る考察

各 業 界 に お け るセ キ ュ リテ ィ問題 の 現状

デ ー タ共用 シ ス テ ムの構 想 とセ キ ュ リテ ィ問 題

国 際的 な場 に お い て 検 討す べ きセ キ ュ リテ ィ問題 の 調査

3.米 国CARDIS計 画 に 関 す る調 査 研 究

3.1CARDIS計 画 と開 発の 現 状

3.1.1CARDIS計 画の ス ケ ジ ュー ル とその 作 業

3.1.2CARDISの 開発 にお け る主 要 な 活 動

　

3.2CARDISの 内 容

118

・・・・…135

145

145

145

145

148

165

175

181

181

181

183

186
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章

沼

部

1

1

第

⑤

第

u

ロ

B

u

障

力

2

"

胴

部

障

障

れ

Ω

Ω

第

2

第

第

第

4

5

6

7

章

1

2

章

2

2

2

2

3

3

3

4

第

第

.一

191

1

1

2

6

10

12

12

15

16

17

19

21

21

21

22

25

26

27

27

32

32

34

64

寸

:

三

《・

▲

録

51年 度 目 次

総 論

総合貿易 情報 システムに 関す る調査

は じめに

総合 貿易情報 システム化形状の必要性

総合 システムをサポ ー トす る情報処理技術

問題点

昭和51年 度調査の概 要

今年度調査研究の位置付け

第2貿 易 情報 システ ムの研究

海貨取引情報 シス テムの研究

ECE貿 易手続 簡易化部会の活動状況

第2貿 易情報 システムの調査研究

は じめ に

想定 され る第2貿 易情報 システム

シス テ ムの 概 要

シス テ ムの 目的

シス テ ム構 想 図
、

共通情報の抽出

関連 必 要 ドキ ュ メ ン ト

関連共通 デー タ

各 業 界 で 期待 され る メ リ ・ ト

本 システ ム策定 の背景

システム小委 員会の 活動状況

システム小委 員会 におい て検討 した内容

本 シス テム策定 にお ける問題点 と今後の 課題
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4.1

4.2

4.3必 要 と され る関 連 サ ブ シス テ ムの 問 題

4.4そ の他,書 類 フ ォー マ ッ トの標 準 化 等の 問題

第5章 ま とめ

第3部 海 運 貨物 取 引 関係 情 報 シス テ ムの 調 査研 究

第1章 序 論

1.1実 験 シス テ ムの モ デ ル設 定

1.2本 シス テ ム 開発 の 基 本 方 針

1.3シ ス テ ム設 計 へ の ア プ ロー チ

第2章 ジ ョブ処理 の 概 要

2.1ジ ョブの 配 列

2.2ジ ョ ブ処 理 の 内 容

第3章

3.1本 シス テ ムの メ リ ッ ト評 価 の 方 法

3.2輸 出入 情 報 シ ス テ ム の メ リ ッ ト評 価

第4章 ドキ ュメ ン テ ー シ ョン ・シ ス テムの 概 要

4.1ド キ ュメ ン テ ー シ ョン ・システ ムの 業 務 処 理 概 要

4.2ド キ ュメ ン テ ー シ ョン ・シ ステ ムの 仕 様

第5章 輸 出入 管 理 シ ス テ ムの 概 要

5.1輸 出貨物 管 理 シ ス テ ム の 業 務処 理概 要

5.2輸 出貨 物 管 理 シ ス テ ム の ゼ ネ ラル ・フ ロ ー

5.3輸 出 貨物 管 理 シ ス テ ム の 仕様

5.4輸 入 貨物 管 理 シ ス テ ムの 業 務概 要

第6章 共 同 利用 セ ンタ ー の コ ン ピ ュー タ ・システ ムの

許認可諸手続 に係 わ る法 制上の問題 とその改善要 望事項 ・………

商習慣上 または関連業務 に関す る問題 とその改善要 望事項 一・・

4

6

8

9

0

C
U

ρ0

否
O

C
)

7
'

共 同利 用 セ ンタ ー に お け る輸 出 入 情報 シ ス テ ムの メ リ ッ ト

規模 と費用

6.1業 務量 の推 定

71

71

72

83

128

128

129

・…''"152

152

153

183

183

185

195

195

203

212

219
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6.2

6.3利 用 者 に設 置 せ る端 末 機

6.4共 同利 用 セ ン タ ーの 費 用 概 算

6.5共 同 利 用 セ ン ター 費用 の 評 価 尺 度

6.6

6.7結fiwa

第4部 国 連 欧 州 経 済 委 員会(ECE)の 活 動

第5部

1.

2.

3,

4.

5

共 同 利 用 セ ン ターの ホ ス ト ・コ ン ピ ュー タの 構 成

1シ ップ メ ン ト当 りの 費用 負担 区 分 と効 果

《

資 料 編

ScopeofWorkforSecurityProflems

コ ン ピ ュ ー タ ・セ キ ュ リテ ィに 関 す る用 語

情 報 処 理 セ キ ュ リ テ ィ関 係 文 献 リ ス ト

自 動 デ ー タ 処 理 に お け る物 理 的 セ キ ュ リテ ィ

お よ び 危 険 管 理 の た め の ガ イ ド ラ イ ン(米 国)

プ ラ イ バ シ ー 法(1974年)の 施 行 に 係 る コ ン ピ ュ ー タ ・

セ キ ュ リ テ ィ ・ガ イ ドラ イ ン(米 国)

228

230

234
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255
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